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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











プロローグ












　私にはある性せい癖へきがあります。

　この性せい癖へきを例えるなら『思考能力のある有機生命体が複数いる場合に発生する特有の磁場について考察する者』と述べるべきでしょうか。よくわからない？

　仕方がありませんね。

　簡単に言いますと『推おしと推おしがイチャコラしているのをただ愛めでていたい人たち』です。わかりましたか？

　そうですね。スラング的に申しますといわゆるカプ厨ちゆうです。

　私の名前は菊きく野の永と遠わ。

　花も恥はじらう女子高生。その二年目に入りました。三割増しを全く生かせない、黒くろ髪かみをだらしなく伸のばしただけの、目つきの悪い眼鏡っ子が私です。

　何ら変哲もない、イチャコラ大好き女が私です。

　二人の間に芽生える恋こい。はたまた、それに通ずる激情。

　私はその二人の様子を、ひたすら陰かげで見守っていたいのです。

　たまに冷やかしてみたり、応おう援えんしてみたり、そんなポジションも大いにありです。その全てがイチャコラという単語に集約されます。

　イチャコラこそが私の生きる糧かてであり、栄養源なのです。

　栄養源は様々なところに存在します。例えば、通学の際に辺りを慎しん重ちように見回せば、美味そうなご馳ち走そうを見かけることもしばしば。

　手をつなぎそうでつなげないもどかしい二人や、雨でも降っていれば相あい合あい傘がさなども定番でしょう。公園のベンチで他愛のない話をしている二人にも趣おもむきを感じます。いとおかし。

　天然素材の栄養源というわけですね。

　しかしながら、昨今このような定番の栄養源に出会うことは、やや難しくなっていると考えられています。

　リアルの皆みなさんはあまり恋れん愛あいをしなくなりました。理由は様々ではありましょうが、逆に仲の良い異性の友達というのは増えている気がします。

　これはこれで良いものです。友達なのか友達でないのか、恋れん愛あい対象なのか恋れん愛あい対象ではないのか。

　これらの境目は非常に曖あい昧まいで、これも一つのカップルという考え方もあるでしょう。俄然燃えます。

　昨今は同性同士のカップリングに対しても寛かん容ような世の中になってまいりました。我々カプ厨ちゆうに時代が追い付いてきたと言っても過言ではないでしょう。

　視野を広げるのです。そこかしこに新種の栄養源が、自生しているではありませんか。

　昔のようなベタな恋れん愛あいシチュエーションこそめっきり行方知れずですが、小さくそれでいて多種多様なシチュエーションが現代の魅み力りよくでしょう。流石さすが多様性の時代です。

　また、天然とは別に、加工品なるものが存在します。

　私はどちらもいける口ですが、カプ厨ちゆうの中にはこの加工品しか食べられない人も多いと聞きます。加工品は品質が売りですからね。手軽に美お味いしくいただけます。

　加工品とはどのようなものか？

　──そうですね当然気になりますね。

　それならば、まずパソコンを開きましょう。スマートフォンでも構いません。

　油断せず、青い鳥のアイコンをクリックしましょう。そうですね。有名な短文投とう稿こうＳＮＳです。もしくはＰの頭かしら文も字じがつくお絵かき投とう稿こうサイトでも構いません。

　ここがメインの食堂です。他にも、いくつか有名なイラスト投とう稿こうサイトはありますが、初心者はこの二つを押さえておけば、飢うえて困ることはないでしょう。

　私が物心つく前のころの話ですと、携けい帯たい小説サイトや個人サイトなどが流は行やっていましたが、廃すたれてしまったようです。

　パスワードを入力しなければ入ることのできない裏ページ、キリ番リクエスト、ミニ掲けい示じ板ばん、エトセトラ、エトセトラ……。

　古いにしえの時代に何が書かれていたか……伝聞で申し訳ないのですが、なかなかに濃のう厚こうで混こん沌とんとした時代であったようです。

　もう少し早く生まれていればと残念至し極ごくです。今ではそれらのサイトも４０４と化した跡あと地ちばかり。当時の熱ねつ狂きようを感じることもできません。

　話が少しそれてしまいました。

　加工品の話でしたね。

　はっきり言ってしまえば加工品とは、自然に発生しない、我々が妄もう想そうの中で作り上げた創作物のことです。

　漫まん画が、アニメ、小説、その他た諸もろ々もろ。これらの供給力ならば日本は世界一と言ってもよいのではないでしょうか。

　おかげで私は毎日満腹です。

　……さて、区切りもいいところで、私の東とう奔ほん西せい走そうな一日を紹しよう介かいしましょう。

　まず、朝起きたら、スマートフォンの画面をタッチ。青い鳥のアイコンをタッチし、『フォロー』（あなたのことを見てますよの意）している『神絵師』（まるで神様のような絵を描かいてくださる方々の意）の『つぶやき』（神たちのありがたいお言葉の意）を確かく認にんします。

　百人もフォローしておけば朝食はばっちこいです。

　今日などは新進気き鋭えいの神絵師、『どどまん』さんが、絶賛放映中のアニメ『竜りゆ華うか』の主人公『タオ』とメインヒロイン『ラン』の神漫まん画が（神絵師が時々投とう稿こうする、超ちよう絶ぜつ尊い漫まん画がの意）を投とう稿こうなさっていました。

　アニメですと、メインヒロインにも関わらずほとんど出番がないのですが、先週は『公式』（アニメを提供してくださる創造神の意）の方から『燃料』（公式の方たちがたまにしてくださる、カップリングを思わせるようなキャラクターの言動の意）が投下されまして。主人公タオがなんと

「あーあ。久々にランの作った飯が食べたくなっちまった」

　という『神発言』（我々のニューロンを活性化させる天てん衣い無む縫ほうの言葉の意）。

　ここでカプ厨ちゆうではない方はクエスチョンマークが大量に頭から吹ふき出でていることでしょう。私も、友人に熱く先週の神発言について語ったところ、「……で？」と返されました。

　仕方のないことです。

　仕方のないことですが、あまりに無知。同じ『竜りゆ華うか』を視し聴ちようしているにも関わらず、あの神発言の重要さを一ミリも理解していないのです。あのバカは。

　説明しましょう。現在『竜りゆ華うか』は魔ま境きよう九龍くーろん城じよう編に突とつ入にゆうしており、メインヒロインのいる元の世界とは別の世界でタオは戦っています。

　つまりランの出番は皆かい無むなのです。実際ランが前回登場したのは第百二十五話『天てん下か分わけ目めの三さん国ごく合かつ戦せん』であり、しかもセリフは「頑がん張ばってタオ！　負けちゃ駄だ目めだよ！」の一回のみ。

　タオとランが同じ画面に映っている場面に限定してしまえば、なんと第三十五話『ウォン・リー登とう場じよう！』まで遡さかのぼることが必要となります。先週で三百話を突とつ破ぱした『竜りゆ華うか』においてランの存在はあまりにちっぽけなものでした。タオもランのことなど忘れているかのような戦いぶりでした。

　少年漫まん画がのバトルものなのでどうしてもメインヒロインの印象は薄うすくなってしまいます。私にとって苦難の時が続きました。

　──先週のあの神発言までは。

　まず重要なことがあります。そうなんです。タオはランの手作り料理を食べていたということが判明したのです。

　これは、とても、とても重要なことです。

　また、この発言が戦い終わった後疲つかれ果はてた顔で言うところが重要です。そうです。タオが戦いに疲つかれた時、思い出すのはランの手料理なのです！

　アンビリーバボー！

　謝謝シエイシエイ！

　世界は二人のためにあるのか！

　通い妻かよ！

　料理ができる設定が生えたのもグッドッ！

　おわかりいただけたでしょうか。この発言が如い何かに尊いであふれているかを。

　私の矮わい小しような頭でも『幼い二人が仲良くランの手作り料理を食べる』『戦いに疲つかれ思わずランを思い出すタオ』『エプロンを着るランにドギマギするタオ』『デートで行ったお店の料理よりもランの料理の方がうめぇなと言うタオ』などなど、妄もう想そうが湯水のようにあふれ出ます。

　これが神絵師の方々ならば、その創造力（妄もう想そう力りよくなどととはとても言えません）は新たな世界線を構築するまでとなりましょう。

　即すなわち『二次創作』（公式のお話を神たちが神の解かい釈しやくで再構築するの意）です。

　神絵師どどまん氏は先週の公式の剛ごう速そつ球きゆうサーブを受けて、食べカスを口につけているタオを「もう、行ぎよ儀うぎが悪いよ？」よとランが手でその食べカスをつまみ、そのまま食べるという、定番ながらも、だからこそ万ばん人にんに愛される、最高のシチュエーションでボールを返したのです。

　特に最後のコマの照れるタオの顔は、子ども扱あつかいされて恥はずかしいのか、それとも艶あでやかなランの唇くちびるに思わず見とれてしまったせいなのでしょうか。あえて、説明しないところに趣おもむきを感じます。いとつきづきし。

　話が大きくそれてしまいました。

　私の一日はこうして始まります。

　妄もう想そうで失った時間を、無理やり朝食を詰つめ込こむことで補い、私は多少早めに登校します。我わが家やから我が母校まで通学時間は三十分少々。

　自転車ならばその半分の時間で通学が可能ですが、せっかくの栄養補給チャンスです。高速で動く乗り物などを運転していたら、見れるものも見れなくなります。歩きこそがベストです。

　今日も仲のよさげな女子二人を発見しました。ランドセルを背負っててくてく歩いています。

「ねえ、美み奈なちゃん。結けつ婚こんってどう思う？」

「クラスの男子を見てると、結けつ婚こんなんかしたくないって思う」

「だよねー」

　随分先の話をしていました。ここまでならたいした話ではありません。仲の良い友達どうしの愚ぐ痴ちです。男子がアホで、女子がそれに手を焼くのは、古今東西、あらゆる場所で発生する自然の摂せつ理りです。

　重要なのはここからでした。

「結けつ婚こんするなら私、久く美みちゃんみたいな人がいいな！」

　と言って、美み奈なちゃんが久く美みちゃんの腕うでにひっつくではありませんか！

「私もー」

　と言って、美み奈なちゃんも久く美みちゃんにくっつきます。

　まさかの展開でした。

　カプ厨ちゆう歴れきの長い私でも、その年からここまでの熱々は想像できませんでした。あまりに濃こいものを食してしまい、胃がもたれそうな勢いです。目め頭がしらが熱くなるのを抑おさえられません。

　ここまででき上がっているのは稀まれです。

　そもそも『人前でいちゃつくのは恥はずかしい』という、世界でも類を見ない超ちようガラパゴス的自意識を持つ日本人がこのような事態を招いているのです。

　ですが、それはそれとして、いちゃついているのかいないのか微び妙みような状態のカップルも薄うす味あじでありながら、風味で勝負するものも多く、有りか無しかと問われれば、全ぜん肯こう定ていで有りと頷うなずくより他はありません。

　そのような意味では日本のガラパゴスな認にん識しきも役に立っているのでしょう。

　それで思い出しました！

　昨日は薄うす味あじながら、風味のある非常に美味な天然ものに出会ったのでした。

　──それはたしか

「菊きく野の。ここ答えなさい」

　おっと、現実に無理やり引ひき戻もどされたようです。何とも抑よく揚ようのない『つまらない』を擬ぎ人じん化かしたような男の声がします。

　妄もう想そうの翼つばさは飛び立つまで時間がかかるというのに、戻もどるのは一いつ瞬しゆんです。

　せっかく今朝起きた、素す晴ばらしい出来事を反はん芻すうしていたというのに、気づけば学校、気づけば教室、気づけば説教です。

　現実とはなぜこうも残ざん酷こくなのでしょうか……

「失礼先生！　聞いてませんでした！　別の方にお願いします！」

「相変わらず潔いさぎよいな菊きく野の。だが、駄だ目めだ。よって答えが出るまで黒板の前で立ち続けるといいだろう。潔いさぎよくよくこっちへ来るがいい」

　チィ。

　数学の教師、相あい沢ざわ優すぐるは目ざとく、融ゆう通ずうが利きかないことで有名です。これで結構女子人気があるのだから、女子とはわからないものです。

　あ。私も女子でした。











一章　ネコ×ヒト












　退たい屈くつすぎる授業もひと段落し、お昼休みです。

　私は一目散に校舎の屋上を目指します。定位置確保のためです。

　定位置とは校庭のよく見える位置のことで、扉とびらのすぐ近くの角、そこが私のお気に入りなのです。

　私が通う高校には少々特殊な事情がありまして、広い校庭を挟む形で二つの校舎が建っています。私の通う女子高、青春高校が西の校舎。東の校舎は男子校、本家青春高校となっており、二つの高校が一つの校庭を共有するという奇妙なことになっています。

　その特殊な事情から、校庭は両高校の交流の場、もとい男女カップルの憩いの場となっており、屋上からその情事を覗き見ることができるのです。

　リア充じゆう（この場合はリアルに恋こい人びとがいる希少価値の高い人たちの意）のたまり場として、大半の人間は立ち入ることすら嫌いやがる場所ですが、私にとっては素す晴ばらしいお食しよく事じ処どころなのでございます。二重の意味で。

　最近の注目は、一年生と思われる初うい々ういしい男女のカップルです。入学前からの関係ではなく、どうやら入学したあとに付き合い始めたようで、仕草がいちいち慣れない様子で食欲をそそります。

　早さつ速そく校庭に現れました。まだ、校庭の雰ふん囲い気きに慣れていないのでしょう、隅すみっこに二人で座り、ぎこちない雰ふん囲い気きで弁当箱を開けます。

　どうやら男の子の方の弁当が豪ごう華かのようですね。親の手作りでしょうか。それとも男の子の手作りでしょうか。最近は料理が得意な男の子も増えましたね。

　男女の境目が曖あい昧まいになってきたと言うか、そういう時代になってきたのかもしれません。私の身内も時代の最さい先せん端たんを走っていますしね。

　私としては、テンプレートな男女もなかなか古風で良いと思うのですけど。

　おっと脱だつ線せんしかけたら、男の子の方が動きました。自分の弁当から女の子におかずを食べさせてあげようとしてますね。いわゆる「あーん」ってやつです。女の子は思わぬサプライズに照れた顔を隠かくせませんね。グッド。超ちようグッド。

「何を見ているのです、永と遠わ？　はぁはぁ、はぁはぁと荒あらい息いき遣づかいでどうしたのです？　変態のそれですよ？」

　私の視界が突とつ然ぜん、綺き麗れいなお顔に遮さえぎられます。

　どうやら人様には見せられない様子で眺ながめていたようです。

　私を覗のぞき込こむのは、私の数少ない友人の一人、リリ・ミシェーレさんです。名前でわかる通り、外国の方。フランスから日本への留学生です。

　ブロンドのウェーブのかかった絹の糸のような美しい髪かみ。空のように澄すんだ青い瞳ひとみ。透すき通とおるような白い肌はだ。物もの腰ごしの柔やわらかい繊せん細さいな仕草。華きや奢しやで思わず抱だきしめたくなるような肢し体たい。美少女を体現したような子です。

　そんな子がどうして私のような煩ぼん悩のうの塊かたまりと仲が良いかと言うと。

「もしかして、あの初うい々ういしいカップルを見ていたのですか？　メルヴェイユー！　私にも見せてください！　さぁ！　さぁ！」

　青い瞳ひとみを爛らん々らんとさせてリリさんは私の居場所の半分を占せん領りようします。

　そうなのです。同じ穴の狢むじななのです。

　そもそも、彼女がこれほどまでに日本語が堪たん能のうなのは日本のアニメの影えい響きようという、今やありきたりすぎる理由なのですが、彼女の執しゆう念ねんは、ちょっと常じよ軌うきを逸いつしてます。

　十歳から毎日三時間の日本語アニメの視し聴ちようと、四時間の日本語の勉強を休みなく行い、下手な日本人より日本語が堪たん能のうになってしまいました。修しゆ行ぎよう僧そうか何かですかね。

　それも全て日本語でイチャイチャするアニメのカップルをニヤニヤ眺ながめたいがため。同類ながらその行動力には呆あきれるものがあります。

「フランスは恋れん愛あいの表現に一いち日じつの長ちようがあります。それこそ星の数ほどの恋れん愛あい作品が生まれてきました。しかし、それは完かん璧ぺきであることと同義ではありません。私は日本のアニメを見て感動を覚えました。ポップかつ繊せん細さいな表現の数々。ここに新しい文化の息い吹ぶきを感じたのです。特に『恥はじらい』という文化は素す晴ばらしいものです。恥はじらいから生まれるあの胸を締しめ付つけられる感覚は、メルヴェイユー！　と言わざるを得ません」

　などは彼女の言。フランスの恋れん愛あい文化に他国の文化を混ぜることによって革命を起こすというのが彼女の目標だそうです。

　意味は全くわかりません。

　ちなみにメルヴェイユーとはフランス語で『素す晴ばらしい』という意味だそうです。

「オゥ……あの女の子の恥はじらいのある顔。たまりませんね。ああ……世界はなんと幸せに満ちているのでしょう」

　リリさんは件くだんのカップルを見つめながらそんなことを語ります。ええ、表現がいちいち過か剰じようなのが彼女の特とく徴ちようです。彼女の眼には世界の全てが輝かがやいて見えるのかもしれません。

　スーパーポジティブヒューマンとは彼女のことを指すのです。

「いいでしょう？　あの二人。あれを見つけた私に感謝して欲しいものですね」

　と、私が冗じよう談だんで言うと。

「ウィ！　当然感謝しています。何より貴女あなたのような同好の士に出会えたこと。この素す晴ばらしい出会いに感謝を！　この素す敵てきな偶ぐう然ぜんを賜たまわった神に感謝を！」

　リリさんは私の手を力強く握にぎって、顔をずいと寄せてきます。距きよ離り感かんの近さもさることながら、本当に大おお袈げ裟さな子です。出会ったころは、この距きよ離り感かんの近さによって、トラブルが起きることもありましたが、ここ半年ほどで随ずい分ぶんと適度な距きよ離りをとれるようになった気がします。

　ただ、彼女は行動も考えも突とつ飛ぴであり。彼女の突とつ然ぜんの行動に驚おどろかされることもしばしば。

「ええ。私も貴女あなたに出会えたことを感謝しています。ありがとうリリさん。まさかこの趣しゆ味みを共有できる友人ができるとは私も思っていませんでしたから」

　私は、彼女の手を握にぎり返かえし、そう答えます。

　口にするのは恥はずかしいですけれども、偽いつわりのない本心です。彼女と友達になってから、私の人生はなかなかどうして、充じゆう実じつしています。

　大おお袈げ裟さな子ですが、何より素す直なおで優やさしい子なんです。

「ふふふ。今日はどのような話をするのですか？　永と遠わとの会話は私の新しい扉とびらが開くようでワクワクします。さぁ、今日のテーマを決めましょう？」

　両の手を合わせてリリさんは期待のまなざしを私に向けてきます。その仕草がいちいち様になっていて上品です。私が男でしたら出会って一目で彼女にぞっこんだったでしょう。

　いえ、異性愛者であると自じ認にんしている私でも、彼女相手なら陥かん落らくしてしまうのではないかという疑念が晴れません。私がスキンシップを沢たく山さんとるタイプの女子でしたら、迷わず彼女を抱だきしめていたでしょう。もうこう、ギューッと。

　そんなことを想像して私はポンと手を叩たたきます。

　今日はこのテーマにしましょう。

「では、今日は『慮りよ外がいの恋こい』についてにしましょうか」

「慮りよ外がいの恋こい？」

　私の言っている言葉の意味がわからなかったのでしょう。彼女はこてんと首をかしげます。可か愛わいいですね。思わず頭を撫なで回まわしたくなります。

　彼女が理解できなかったのも当然です。

　今、思いついた私の造語ですからね。造語の作成には自信があるのです。

「慮りよ外がいには、想像の外──予想できないという意味があります。つまり、自分が想像できないところから恋こいに落ちてしまう話……なんてどうでしょう？」

「メルヴェイユー！　流石さすがです永と遠わ！　恋こいとは突とつ然ぜん落ちるもの……ですが、具体的にはどういう話になるのでしょうか？」

　こうして語り合うテーマを出し合い、リリさんと妄もう想そうの翼つばさを広げだして早数か月となりました。

　初めは自分の妄もう想そうを他人にひけらかすのは恥はずかしいと照れていた私も、妄もう想そうの翼つばさは自分の中でため込むだけでなく、放出し共有することで更さらなる高みを目指せるものだと知り、いつの間にやら随分積極的になってしまいました。悪い気はしません。ふふふふ。

　テーマを絞しぼり二人で意見を出し合うことで、また一つ次元の壁かべを超こえるのです。

「例えばですねリリさん。私は異性愛者なのですが……」

「異性愛者なのですか!?」

　何な故ぜでしょう？　いつも以上に食いつきのいいリリさんです。

「え、ええ。そうなのですが、そんな私でも同性の方の思わぬ仕草にドキッとすることもあるのです」

「ウィ、ウィ！　私もそう思います！　そういうこともありますよね！」

　リリさん謎なぞの食いつき。餌えさを待ちわびた池の鯉こいのようです。

「私たちはどうしても異性愛者なら異性に、同性愛者なら同性に恋れん愛あい対象があると思いがちですが、恋れん愛あい対象だと思っていなかった人間からの慮りよ外がいの一いち撃げきって、結構あると思うのです」

　私の言葉にリリさんは大きく首を上下に動かして頷うなずきます。

　いつもより必死に見えるのは何な故ぜでしょうね？

「異性しか愛せないと思っていた人が思わぬアプローチで同性を好きになったり、同性しか愛せないと思っていた人が異性に思わずときめいたり……はたまた、愛などいらないと拒こばんでいた人間が思わぬ形で愛することを覚えたり。時に、愛は常識の枠わく組ぐみを破は壊かいする──慮りよ外がいの一いち撃げきとなるのではないでしょうか？」

「尊とうとみが深いです……（心が幸せで満ち満ちていますの意）」

「ええ。尊とうとみが深い……ですが、これらは先人がすでに舗ほ装そうして安全な場所……私たちが目指すべきはまだ舗ほ装そうされつくしていない、荒あれた砂じや利り道みちではないでしょうか？」

「さらに高みを目指すというのですね永と遠わ……いいでしょう。私では力不足かもしれませんが、お相手したいと存じます」

　リリさんは決意に満ちた表情で私を見つめてきます。ここから先は先人たちでも到とう達たつしていない未開の地（おそらく）。

　──覚かく悟ごは必要でしょう。

　私もここから先どうなるか全くわかりません。私たちは栄えある開かい拓たく者しやとなるのです。

　そこに待ち受けるは金きん塊かいかそれとも鉄くずか──

「……先ほど私が話していたのは全て人間同士の話でした。ここまではいいですね」

「ウィ。私にも先が見えてきましたよ永と遠わ。あえて、人間同士を誇こ張ちようするということは、つまり人間と人外……アブノーマルですね永と遠わ」

　リリさんはにやりと笑います。彼女の頭の回転の速さには驚おどろきます。もう、そこにたどり着くとは……。相手にとって不足はありませんね。

「人外となりますと、相手はロボット？　それともＡＩ？　獣じゆう人じんなどの可能性もありますね……。エルフ、オーク、ドワーフ……。ファンタジーならば更さらに可能性は広がります……」

　リリさんは考え込みながらも捲まくし立たてます。彼女の脳内はすでに人と人外のカップリングの可能性について信じられないほどの公式を導き出していることでしょう。

　──ですが、まだ遠い。まだ、そこは常識の域なのですリリさん。そのレベルの好こう事ず家かは星の数ほどいます。

「猫ねこですリリさん」

「猫ねこですか……？」

　リリさんは驚おどろいた表情を一いつ瞬しゆん見せると、手を顎あごに当て黙だまり込こみました。唐とう突とつな言葉でも邪じや険けんにせず、真しん摯しに向き合おうとするのがリリさんの長所と言えるでしょう。

「永と遠わ……、猫ねこ娘むすめということでしょうか？　確かに猫ねこ娘むすめなどの獣けものっ娘こというジャンルは存在します。しかし、それは新しい道でしょうか？　むしろ王道に近いものと判断します。私にはそうは思えません」

「いえ、リリさん猫ねこですよ猫ねこ」

「猫ねこ……？」

　リリさんは私の言っていることに眉まゆをハの字にして訝いぶかしみます。ですが、聡そう明めいなリリさんです。数秒の間をおいて「猫ねこ！」と、何かを思いついたかのように一言、声に出します。そして、私の顔を爛らん々らんとした目で見つめてくるのです。

　私はたどり着いたかとニヒルな笑え顔がおで返します。

「猫ねこと人間ということですね！　あまりに直接的すぎて、私、完全に失念していました。どうしてでしょう？　猫ねこと人──歴史上、長く寄り添ってきた関係にあるというのに」

「灯とう台だい下もと暗くらしというやつでしょう。私も今、貴女あなたと話すまで、一度も考えたことはなかった……。そう──猫ねこが変身し人間となる話は今までもありました。しかし！　猫ねこと人間がそのまま恋こいに落ちる話は……なぁい」

　私はどや顔で述べます。なかなかの決め顔だと自負しています。

　ですが、リリさんの表情は曇くもり気ぎ味み。

「いいえ永と遠わ。僅わずかですが、そういう話も存在します。また、動物と結けつ婚こんした人間も実在しています。貴女あなたの考えは……残念ながらすでに先人の歩んだ道です……」

　と、残念そうにリリさんが述べます。

「そ、そんな……」

　私は悲ひ嘆たんにくれました。最高の発想だと思いました。誰だれも通ったことのない道だと思いました。世は広い。先人たちは私の想像など及およばぬ遥はるかな高みにいるのだと改めて認にん識しきしてしまいます。

　私は墜つい落らくしたのです。

　太陽を目指し届かなかったイカロスのように。私の背中から生えた妄もう想そうの翼つばさは蠟ろうでできていたのです。

「ですが永と遠わ。それは僅わずかであるということ、つまりはまだまだ想像の余地があるということ。未開の土地に港を作った程度の話です。まだまだ開かい拓たくし甲が斐いはある。永と遠わの言う妄もう想そうの翼つばさを──今こそ羽ばたかせる時ではないでしょうか？」

　リリさんは落ち込む私の両手をぎゅっと握にぎり、ゆっくりと言い聞かせるように、語かたり掛かけます。

　暖かいものが心を満たします。彼女は私が太陽を目指し墜つい落らくしたイカロスではないと言っているのです。私はまだ飛べると、あの先人たちのいる遥はるかなる高みへ飛んでいいと言っているのです。

　私の翼つばさは蠟ろうではなかった！　ならば、飛ぶしかないでしょう！　遥はるか空の彼方かなたまで！

「リリさん……私飛び立っていいのですか？　頂いただきを目指していいのですか？」

「ウィ。もちろん、私の方が先に頂いただきにたどり着くかもしれませんが……そこは恨うらみっこなしですよ永と遠わ」

　いたずらっぽい笑え顔がおでリリさんは答えます。

　萌もえますね。いえ、燃えますね。これから私たちはどれだけの高みへ向かうのかワクワクが止まりません。

「では、永と遠わ……始めましょう」

　空気が変わります。ここからは二人の世界。妄もう想そうの世界。常人ではたどり着けないカプ厨ちゆうの聖域なのです。
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「ええ。まずは一人と一匹の出会いから──性別はどうしましょう？」

「そうですね。私としては不良の男の子が猫ねこを拾って『お前も一人なのか？』なんてつぶやくのもありだと思うのですが。いくぶん使い古されたシチュエーションの気もします」

「確かに……。では猫ねこの性別はオス、人間の性別はメスで行きますか……。確かにこのパターンの方が想そう像ぞうし難にくい気がします……」

「ノン、ノン。永と遠わ。そこは、更さらに飛ぶべきです。お互たがいメス……。なんてどうでしょう？」

「……！」

　リリさんの提案に、私は思わず絶句してしまいました。

　その発想はなかった……。

　確かに、異性愛である必要はないのです。動物と人間……。異性愛である必要がどこにあるのでしょうか？

　いや、ない。（反語）

　私の中の宇宙が急速に膨ぼう張ちようしていくのがわかります。

　また一つ新たな宇宙を作ってしまったのですねリリさん。

　同じ地球に生まれた者としてリスペクトせざるを得ません。神はシェイクスピアと並ぶ劇作家を生んでしまったのです。

　あなや（驚おどろきのあまり硬こう直ちよくするの意）。

「素す晴ばらしい発想ですリリさん。また一つ世界を構築してしまいましたね」

「貴方あなたの助けがあってこそです永と遠わ。一人ではとても到とう達たつできない頂いただきでした」

「いえ、これはリリさんの日ひ頃ごろの鍛たん錬れんがあってこそです。──相乗りさせていただいても？」

「ウィ。当然です。行きましょう永と遠わ。手に手を取り新たなる世界へ。貴女あなたとならどこまでも飛んで行けそうです」

　こうして私たちは飛び立ちました。

　妄もう想そうの翼つばさを広げ、遥はるかなる世界の果てへ──




　森の洋館。

　近きん隣りんの住民は誰だれも近づこうとしない、不気味な館。

　その館にはとある一族が住んでいました。

　館の最さい奥おうの部屋には少女が一人。

　少女は生まれた時から病に侵おかされていました。侵おかされていた、と過去形なのは、彼女の病がすでに完治しているからです。しかし、少女は自分の部屋から出ようとしませんでした。

　少女は自分のベッドから窓の外の世界を眺ながめます。少女の一族はお金持ちでした。すごいお金持ちです。自家用ヘリとか持っている金持ちです。

　少女の部屋の窓はとても大きいのですが、見える景色は生おい茂しげる木々の波。

　少女は外の世界を知りませんでした。好こう奇き心しんの塊かたまりのような子だったらよかったのかもしれません。ですが、少女は長年の療りよう養よう生活ですっかり臆おく病びようになっていました。少女は外の世界が怖こわくて恐おそろしいものだと思っていたのです。

　例えば、激しい嵐あらしの日など、少女は布ふ団とんから出ることすらできません。ご飯も喉のどに通りません。

　更さらに──。

　──え？　前まえ振ふりが長い？　ですけど、ここから少女が過去にどれだけ辛つらい目にあったか綴つづりたかったのですが……ダメ？　趣しゆ旨しに反する？　じゃあ、リリさんどうぞ。

　ウィ。少女がいつものように窓の外を見ると、小さな動物が木の枝から今にも落ちそうではありませんか。

　少女は臆おく病びようですが、心の優やさしい子です。

　何ともわからない動物のために、少女はベッドから飛び出し、窓を開けると、その動物を拾い上げました。幸いにも木は少女の部屋のすぐ近くにありました。

　少女はお手伝いさんから、この動物が猫ねこという動物であること、そして昔の少女と同じように弱っていることを知りました。

　少女はこの哀あわれな猫ねこを育てたいと思いました。少女の生まれて初めての願いです。

　それからの少女の生活は見み違ちがえるようでした。猫ねこのため、お屋や敷しきの外に出るようになりました。世界は思ったより広いことを知りました。世界は思ったより優やさしいことを知りました。

　そんな時です。

　いつものように少女が猫ねこと遊んでいると、たまたま猫ねこの爪つめが少女の肌はだを傷つけてしまいました。猫ねこはすまなそうに少女の傷を舐なめましたが、少女はその時恐おそろしいことに気づいたのです。

　自分に流れる血が暖かい赤ではなく、気味の悪い緑であったことに──

　え？　話が変わってきた？　それ収しゆう拾しゆうがつかなくなるやつですって？　大だい丈じよ夫うぶです永と遠わ。ジャパンアニメはここからが面おも白しろいのではないですか。

　え？　アニメではない？　トゥ・ヴァ・ビアン、永と遠わ。全て順調です。

　まぁまぁ、見ててください。

　──続きますね。

　少女は怯おびえました。自らに流れている血が人のもの、いえ、動物のものですらなかったのです。まるで、昆こん虫ちゆうから飛び出す体液のよう。

　しかし、少女の気味の悪い血を猫ねこは気にせず舐なめとろうとします。

　少女は温かい気持ちになりました。

　少なくとも、この子だけは自分に流れる血を気味悪がることもなく接してくれるのだろうと、少女は猫ねこを抱だきしめました。

　少女の眼から涙なみだがあふれます。それは嬉うれしいから？　それとも悲しいから？　猫ねこは少女の胸で気持ちよさそうにゴロゴロと喉のどを鳴らしていました。

　少女が自分の血の色のことを誰だれにも話せないまま数年が流れました。少女の体は大人のものに変わりつつありました。

　そして、その日少女は告げられます。少女マリー・カストーロ・キャンベルは原初の血を色いろ濃こく受うけ継つぐ一族。「緑の血」の血族だったのです。

　──え？　名前あったのですか？　ええ。今考えました。それだけ設定盛って大だい丈じよ夫うぶかですって？　大だい丈じよ夫うぶです永と遠わ。私の考えた最強のシナリオ設定の一つを開放しました。六章までノンストップでゴーマイウェイです。

　え？　そんな大事な設定開放して大だい丈じよ夫うぶかですって？　大だい丈じよ夫うぶです永と遠わ。あと百二十七あります。

　え？　猫ねこの方は大だい丈じよ夫うぶかですって……？




　──あ。




　ど、どうしましょう。すっかり忘れていました！　私としたことが、己おのれの設定に溺おぼれ、一番重要な相方のことを忘れるなんて、私を𠮟しかってください永と遠わ。こう上から蔑さげすむように！　永と遠わは目つきが鋭するどいのでそれが一番効果的です。

　え？　話を修正してくれるのですか？　あの……結構、とばしちゃいましたけど大だい丈じよ夫うぶですか？　メルシー。ではお願いします永と遠わ。

　コホン。では──。

　マリーは己おのれの血が如い何かに恐おそろしいものであったかを知りました。原初、人類は、緑の血の血族、赤の血の血族、青の血の血族で争っていたのです。最終的に、赤の血の血族が勝利し、現在の人類の血が赤いのはそれが理由です。

　緑の血の血族は数を減らしながらも存続し、青の血の血族は歴史からその姿を消しました。

　緑の血の一族はすでに血が薄うすくなって、緑の血の血族でありながら、大半の人間が赤い血です。

　マリーは先祖返りというやつで、一族はマリーにすべての希望を託たくしたのです。

　緑の血の血族の復興を。

　マリーはその日から戦いに明け暮れました。先祖返りをしたマリーの身体能力は常人を遥はるかに超こえていたのです。マリーは己おのれの血を他人に流し込み己おのれの血族とすることができます。赤の血の血族は抵てい抗こうし、次々と刺し客かくをマリーに送り込みます。

　彼女の生活は凄せい惨さんを極きわめました。

　血にまみれ、血に汚よごれ、血に溺おぼれました。

　血の匂においがマリーの体にまとわりつき、洗っても洗っても落ちません。

　彼女の周りは全て味方であり、敵でした。誰だれも信用できません。

　唯ゆい一いつ、彼女の飼かい猫ねこのリルーだけが救いでした。ただそこにリルーがいるだけでマリーの心は幼く一番楽しかった時期に戻もどれるのです。

　──え？　暗いですか？　設定盛っておいてそれはないでしょう。

　え？　もっと明るい設定だった？　緑の血の血族とか出してですか？　私にはもう凄せい惨さんで残ざん酷こくな話しか思いつかないんですけど……とりあえず続けても大だい丈じよ夫うぶですか？

　了りよう解かい、了りよう解かい。もう少し明るくですね。頑がん張ばってみましょう。

　では──。

　リルーはマリーの様子を痛々しく見ていました。けれども、彼女には伝える言葉がありません。猫ねこだからです。それでも彼女は甲か斐い甲が斐いしくマリーに尽つくしました。

　リルーは知っていました。自分が消え去ったはずの青の血の血族の子孫であることを。青の血の血族は姿を人から猫ねこの姿に変え、生き延びていたのです。

　幾年もの歳月が流れ、すっかり人間の言葉を失ったものの、一部の血族は未いまだに人としての思考を持ち続けていたのです。

　リルーは、スパイとしてマリーのところに潜もぐり込こんでいたのです。全ては青の血の血族のため……。赤の血の血族と手を結び一族の復興を目指したのです。

　それには緑の血の血族であるマリーは邪じや魔までしかありませんでした。

　その日、リルーに青の血の血族から命令が下ります。マリーの暗殺指令です。赤の血の血族との交こう渉しようが佳か境きように入り、最高のタイミングで敵最大勢力を排はい除じよしようとしたのです。青の血の血族の力を見せつけるために……

　リルーは悩なやみました。いつかこの日が来ることはわかっていました。しかし、事を成すには二人の距きよ離りはあまりに近く、過ごした時は、絆きずなを強固で解けぬものとしていたのです。

　マリーは可か哀わい想そうな少女でした。彼女の幸せな日はあまりに短く、彼女の不幸な日々はあまりに長すぎました。

　自分が彼女の心の拠より所どころだということをリルーは知っていました。自分がいなくなるだけで彼女は発はつ狂きようし肉体は死なずとも精神が死ぬでしょう。

　リルーはいつの間にかマリーの幸せを願っていたのです。あの不幸な少女が余りに不ふ憫びんで、同情し、矮わい小しような獣けものである自分にしかすがることのできない哀あわれな少女を次し第だいに愛していたのです。

　ですが、リルーの小さな頭では彼女を救う術は思いつきませんでした。たとえ自分が命令に逆らったところで、彼女が滅ほろびの道を歩むのは違ちがいなく。人に言葉を伝えることのできない自分では一いつ緒しよに逃にげることもできません。

　リルーは覚かく悟ごを決めました。それは、とても、とても悲しい覚かく悟ごでした。

　──その日、マリーは首をかきむしりすでに事切れている猫ねこを見つけます。

　マリーは発はつ狂きようしました。

　緑の血の血族を殺しつくし、青の血の血族を殺しつくしました。赤の血の血族も殺しつくそうとしましたが、途と中ちゆうで罠わなにかかり殺されました。多勢に無勢でした。

　リルーはマリーを救うことはできませんでした。ですから、せめてその罰ばつに死ぬことを選んだのです。その選せん択たくは正解ではないでしょう。ですが、苦しみから解放するという意味では確かにマリーは解放されたのです。それは救いなのかもしれません。

　海の見える丘おかにマリー・カストーロ・キャンベルの墓があります。誰だれが建てたのかはわかりません。彼女の人生を憐あわれんだ誰だれかが建てたのかもしれません。彼女の墓の隣となりにはもう一つ小さな墓があります。リルーと書かれた墓はマリーの墓ができるずいぶん前からあったそうです。

「貴女あなたの遺ゆい言ごんは守りましたよ……。レディ……」

　壮そう年ねんの男がワスレナグサの花を二つの墓に供えます。

　花言葉は「永遠の愛」。

　男が去った後の丘おかは、とても穏おだやかで、ただ、ただ風と波の音が辺りを満たすのでした……




「あああ！　ううううう」

　リリさんが慟どう哭こくしています。あふれる涙なみだをハンカチで必死に押さえています。

　やりました。泣かせてやりました。

　渾こん身しんの脚きやく本ほんです。特に最後のリルーが死を選ぶ場面は我ながら最高の演出を見せたと自負しています。

「永と遠わのばかぁ～！　私がバッドエンドを苦手としているのは知っているでしょおぉ！」

　リリさんが涙なみだ目めで私に訴うつたえかけてきます。

　もちろんリリさんがバッドエンドを苦手としていることは知っています。

　しかし、それは心外です。

「それは違ちがいますよリリさん。今回のオチはどう控ひかえめに言ってもビターエンド。ちょっと苦いところがいいのです」

「これのどこがちょっとなんですかぁ～！　そもそも最後の壮そう年ねんの男って誰だれですかぁ～！」

「壮そう年ねんの男は……こう、マリーを陰かげながら見守っていた執しつ事じの人……みたいな？」

「ふわっとしすぎじゃないですかぁ～！　新たなカップリングができちゃうでしょうがぁ～！」

　リリさんの訴うつたえは止まりません。

「しかも結局、猫ねこさんの中身が人間になってるじゃないですかぁ！　これじゃあわざわざ猫ねこにした意味が薄うすれてしまいますぅ！」

「そ、そこは不徳の致いたすところでして」

　おかしい。この場合のバッドエンドは一人と一匹の心が決別することだ。その点、今回のシナリオはお互たがい死に別れたけど心は一いつ緒しよのまま。

　確かに多少の強ごう引いんさがあったことは認めましょう。ですが、冥めい府ふの果てで二人は結ばれたのだからハッピーエンドと言っても過言ではないのでは？

「マリーとリルーは幸せにならないと駄だ目めなのにぃ～」

「これが幸せでないとな!?」

　驚おどろきました。地じ獄ごくの底で二人はまた会うというのに。これで幸せでないなら、幸せとはいったい何なのでしょうか。

「永と遠わはいつも私のシナリオを死に別れにするぅ～！」

「いつもじゃないですよ！　そんなこと言ったらリリさんはいつも私のシナリオを結けつ婚こん式しきでキスして終了にするじゃないですか！」

「それが一番ハッピーじゃないですか！」

「ええ……もう少しバリエーションがあった方がいいですって」

「死に別れオンリーのどこにバリエーションがあるって言うんですかぁ～」

「色々ありますよ!?　駆かけ落おち投身自殺。すれ違ちがい片方自殺。相手のために自殺。両方相手の為ためを思って別の場所同じタイミングで自殺。まだまだありますよ！」

「自殺ばっかじゃないですかぁ～！　日本人はどうして自殺ばかりぃ～！　もっと人生を楽しみましょうぉ～？」

　リリさんの抗こう議ぎがとうとう日本の社会問題に触ふれ始はじめてしまいました。

　私とリリさんは同じカプ厨ちゆうではありますが、明確な違ちがいが一つあります。

　それは、ハッピーエンドの価値観の違ちがいです。

　どうやら私とリリさんの中で、ハッピーに対する価値観が随分ずれているようで、私がハッピーエンドだと思ったものはリリさん曰いわくバッドエンドなのです。

　簡単に言ってしまえば、私はハッピーエンドの定義が広く、リリさんは狭せまいのです。全く心が狭せまいのですからリリさんは。

　オタクにとって価値観の違ちがいは仲なか違たがいの元です。カプ厨ちゆうもオタクの一種であると私は認にん識しきしているので、実際この価値観の違ちがいは私とリリさんにとって致ち命めい傷しようのように思われるかもしれません。

「でもぉ～いい話でしたぁ～」

「でしょう！」

　これです。リリさんと私は、たとえ価値観が違ちがっても、良いものは良いと言える関係なのです。

　いまや、価値観の近い人間を見つけることなど難しくありませんし、仲良くなることも容易たやすい時代でしょう。インターネットが私たちを繫つないでくれます。

　しかし、価値観が違ちがってもその違ちがいを認められる関係はなかなかありません。私のような拘こだわりの強い人間はなおさらです。

　私は恵めぐまれているなぁと思いつつ、ティッシュを鞄かばんから取り出し、リリさんの鼻にあてます。

　リリさんはチーンと勢いよく鼻をかんで「メルシー」と一言。年ねん齢れいは一いつ緒しよですが、可か愛わいい後こう輩はいを持ったような、妹を持ったような、娘むすめを育てているような気にさせられます。

　少し前にそのことを伝えたら烈れつ火かのごとく怒おこられました。子供扱あつかいは流石さすがに失礼でしたかね。

　──そういうところが子供っぽいのですけど。

「あっ……」

　大きなチャイムの音が聞こえてきます。どうやらお昼の時間が終わってしまったようです。

「それでは、永と遠わ、放課後に」

「ええ、リリさん放課後に」

　私たちは違ちがうクラスなので、それぞれ途と中ちゆうで別れます。

　華か麗れいに、颯さつ爽そうと。

　こうして、私のお昼休みは終わるのです。

　しゃべりすぎて、お昼の時間の終わりのチャイムだと思っていたものが、五限目の授業の終了のチャイムだったのだと私が知るのは、この後すぐのことでした。











二章　ガサツ女×モテ男












　私には友人と呼べる人間が二人います。

　それを多いと言うか少ないと言うかは人それぞれでしょう。大半の人間は少ないと言うでしょうか。

　私にとってこの二人という友人の数はちょうど良い数で、これより少なければ寂さびしいし、これより多ければ面めん倒どうになります。

　一人目の友人はリリ・ミシェーレさん。高校生になってからの友人で、付き合いは一年ちょっとでしょうか。仲良くなってからは半年も経たっていません。

　彼女とは趣しゆ味みの面で意気投合しており、彼女と話していると気持ちがポカポカしてきます。

　言うなればリリさんは運命の相手です。趣しゆ味みや性格がこれほど相あい性しようのいい相手とは最も早はや一生会えないでしょう。それがリリさんです。

　もう一人の友人の名は矢や田だ藍あいと言います。彼女とは小学校からの付き合い、言うなれば腐くされ縁えんです。人は趣しゆ味みや性格が合わなくても長年一いつ緒しよにいるといつの間にか親しくなってしまうものなのです。それが藍あいです。

　藍あいはオタクではありません。適度に流は行やりのアニメを見て、適度に流は行やりの音楽を聴きいて、適度に流は行やりのアイドルを好きになる──そういう子です。

　私と違ちがってスポーツが得意で、陸上部ではリレーメンバーに選ばれるほどだそうです。ただ、基本的にがさつで口が悪いのが欠点で、そんなところが私と馬が合うのでした。

　ちなみに、私の趣しゆ味みにも基本辛しん辣らつで、『竜りゆ華うか』での神発言を「……で？」とコケにしたのは彼女です。ばかめ。ばかめ。

　そんな彼女ですが、ここ数日はぼーっとしていることも多く、友人として話のタネ──いえ、心配しています。

　まぁあの話したがりなら遅おそかれ早はやかれ私に話しに来るでしょう。

　──きっとくだらないことです。




　放課後。

　帰宅部の私は、すぐに家に帰るわけでもなく、図書室に向かいます。正確には図書室の隣となりの空き教室ですが。

　空いた教室で、リリさんと話題のアニメの話や、外で見かけたカップルの話などをするのが私の日課になっているのです。

　──それと、日課はもう一つ。

「ミシェーレ先せん輩ぱい！　武たけしがひどいんです！　私のメッセージを既き読どく無視するんですよ!?　絶対浮うわ気きしてますあいつ！　先せん輩ぱいたちの力でどうにかあいつの浮うわ気き現場を見つけられませんか!?」

　教室に響ひびく怒いかりの声。

「落ち着いて、長は谷せ部べさん。私は探たん偵ていではないので、貴女あなたの彼かれ氏しが浮うわ気きしているかどうかはわかりません。私にできるのは貴女あなたの話を聴きき、私の思う答えを返すことだけです」

「……でもぉ」

「まずは落ち着きましょう長は谷せ部べさん。永と遠わ、長は谷せ部べさんにハーブティーを。それで少しは落ち着くでしょう」

「──かしこまりました」

　私はリリさんに言われるがまま、ハーブティーのセットを棚たなから持ってきます。空き教室に何な故ぜそんなものがあるのかと言いますと、リリさんの私物だったりします。許可はどうやってとったんでしょうね？

　空きの教室には、ハーブティーやらお菓か子しやらが詰つめ込こまれている棚たなに、お湯を沸わかすことのできるコンロなどがあります。元々は家庭科室として使う予定だったのかもしれません。

　そんな教室の真ん中には、少し大きめの丸テーブルと、椅い子すに座り対面で話すリリさんと、不安で押しつぶされそうな顔をしている長は谷せ部べさん。

　私は少し離はなれたところで椅い子すに座って話を聴きいていることが多いのですが、こうやってリリさんに頼たのまれるとメイドの如ごとくテキパキと動きます。

　この教室は別名『恋れん愛あい相談室』と呼ばれています。

　やたらとコミュ力の高いリリさんが同級生やら下級生やらの相談に乗っているうちに、このようなことになっていました。濃こいリアル学生の恋れん愛あい話ばなしが聞けるということで、私もこうしてお邪じや魔ましているうちにいつの間にかメイドの真ま似ね事ごとをするようになっていました。これはこれで楽しいものです。

　私のコミュニケーション能力は平均以下なので、間ま違ちがっても相談に乗ることはしません。ただでさえ目つきが鋭するどくて怖こわい、と人に言われるので、下級生を怖こわがらせるわけにもいきませんからね。

　私はティーカップにハーブティーを注ぎます。お湯をポットに入れて三分から五分蒸むらすと美お味いしいそうです。

「まず、既き読どく無視についてですが、殿との方がたは基本的にものぐさです。取りあえず既き読どくしたからいいだろと、済ましてしまう可能性は十分にあります。彼かれ氏し彼かの女じよの関係になって安心してしまう殿との方がたも多くいるようです。また、日本の女性は私が我が慢まんすればいいと自分の中の不満をため込む傾けい向こうがあります。これはよろしくありません。殿との方がたが女性の不満に気づくことはありません。気づくことのできる殿との方がたも少数いらっしゃいますが、そのような殿との方がたは十中八九女慣れしています。つまり浮うわ気き性しようだというこことです。よって、気づかないはまだましだと覚えておきましょう。日本の殿との方がたに限らず、殿との方がたというのは基本ものぐさで鈍どん感かんです。私たち女性の細かな悩なやみを彼らが気づくことはありません。ですから、貴女あなたがもし、不満を彼に伝えていないのなら、貴女あなたは伝えなければなりません。既き読どく無視はやめて、と」

「でも、もし武たけしに嫌きらわれたら……」

「それで、貴女あなたを嫌きらうような殿との方がたならば、そもそも貴女あなたがお相手するような殿との方がたではありません。ふふふ。安心してください長は谷せ部べさん。彼がもし、貴女あなたのことを真に好いているならば、彼は貴女あなたの言うことを聞いてくれるはずです。ええ、相手に嫌きらわれたくないのはあちらも一いつ緒しよなのですから」

「……ありがとうございます先せん輩ぱい！　私頑がん張ばってみます！」

「メルヴェイユー！　頑がん張ばってください長は谷せ部べさん」

　先ほどまであれだけ不安そうな顔をしていた長は谷せ部べさんがキラキラ輝かがやいた顔をして、教室を出ていきました。

　よくもまあ、あれだけ口から出まかせがでるもんだなと思います。

　リリさん、貴女あなた、彼かれ氏しいたことないでしょう？

　経験値ならば彼かれ氏しのいる長は谷せ部べさんの方が上ってものです。

　私たちの知識はあくまでただの知識。経験の裏付けのない知識はあまりに頼たよりないものです。

　それをよくもまぁあれほどまでに追究したものです。彼女の実態を知っていなければ、信じてしまう気持ちもおおいにわかります。

「あら。ハーブティー準備できたのに行っちゃった……」

「では、永と遠わ。二人で飲むことにしましょう」

「……そうしますか」

　そう言って私はリリさんにハーブティーをメイドのごとくお出しして、自分の席に戻もどります。ハーブティーの香りは素す晴ばらしいのですが、結構味に癖くせがあって、私には馴な染じみません。パックの方が美お味いしいなぁなんて言ったら、リリさんにハーブティーの良さを熱弁されました。

「それにしても……あんな適当なこと言って大だい丈じよ夫うぶなのですか？　そもそも、浮うわ気きしてるかどうかの質問だったような気がするのですけど」

「彼女の問題は自分の中の不安が消化できなかったことでしょう。要は自分と彼が好き同士であるか不安だっただけなのです。ですので、てっとり早く解決方法をお伝えしたのです」

「もし彼かれ氏しが本当に浮うわ気きしていたらどうするんですか……」

「既き読どく無視できるような配はい慮りよも欠かけ片らもない男子が浮うわ気きできるとは思えませんが……もし、浮うわ気きしていたなら──面おも白しろくなりそうですね？」

「……ありかも」

　リリさんはクスクスと笑います。彼女はハッピーエンド至上主義者ですが、それに至るまでの障害はあればあるほど面おも白しろいというのが持論でもあります。可か愛わいい顔をしてえげつない障害をぶつけることもしばしば……。

「さて、もし彼が浮うわ気きしていたならどうなるでしょうね？　長は谷せ部べさんは彼を振ふるでしょうか？　それとも浮うわ気きをやめさせるのか」

　リリさんが尋たずねてきます。

「私だったら、絶対許さないですけど」

「でも、理由があったらどうです？」

「理由があってもダメでしょう」

「うーん。例えば弱みを握にぎられて仕方なく、とか。相手が親の決めた許嫁いいなずけで、長は谷せ部べさんのことが好きなのに仕方なく……とか」

「それはファンタジーの世界ですよ、リリさん。リアルでそんなことありませんって」

「……そうかもしれないですけどぉ」

　顔をぷくっと膨ふくらませて抗こう議ぎするリリさんは随ずい分ぶんと可か愛わいらしいと言うか、計算しないでこういうことができるあたり流石さすがと言うか。

「……ですが、その、『親の決めた許嫁いいなずけと好きな人は別シチュエーション』は、いいですね。なかなかに尊い」

「そうでしょう？　永と遠わならわかってくれると思いました。例えば親の借金で許嫁いいなずけとの婚こん約やくが解消できないとかいいですね」

「で、許嫁いいなずけの子はいい子だったりして、なおさら許嫁いいなずけの子を嫌きらいになれなかったりするやつですね」

「ウィ、ウィ。『貴方あなたのことは許嫁いいなずけとは関係なく大好きでした。貴方あなたが私ではなく長は谷せ部べさんのことが好きだと知っていました。決断できなかった私を許してください。借金のことは私が何とかします。貴方あなたは貴方あなたの人生を歩んでください』とか言っちゃったりするやつですね！」

「くはー！　尊い！　お前がそんないい子だから決断できんのだよ！　てやつですわ！」

「で、実は許嫁いいなずけは難病を患わずらっていて生おい先さきが短いわけです。それをずっと彼に隠かくしていたんですが、とうとうバレてしまう」

「彼女の最後を見届けるために彼は病院に駆かけつける。だから既き読どく無視したわけですね！」

「ウィ！　許嫁いいなずけは『これで障害はなくなりました。貴方あなたは自由です。長は谷せ部べさんのところへ行ってください』と言うわけです。未練が残って、一いつ緒しよにいるのが辛つらいからですね」

「そんなしおらしい態度に彼も気づくわけですね。『ああ、俺はこいつのことが好きだったんだ』って……」

「尊とうとみが深い……」

「深みがマントルを貫つらぬきかねない……」

　私たちは、名もなき許嫁いいなずけに哀あい悼とうの意を表しました。せめて、来世では幸せな人生を。彼との再会を。完全に長は谷せ部べさんがかませ犬ですが、仕方ありません。尊き妄もう想そうは時に犠ぎ牲せいを強しいるのです。かませ犬という尊き犠ぎ牲せいを……

　そんな妄もう想そうに二人で浸ひたっている時です。突とつ然ぜん、教室のドアが開きます。おや、また恋れん愛あい相談かなとドアの方を見れば、そこにはもう一人の我が友人、矢や田だ藍あいがいるではないですか。

「邪じや魔ま……するぜ……」

　そう言うと、藍あいはさきほどまで長は谷せ部べさんが座っていた椅い子すに座ります。

「お、おう……」

　予想外の人間に動どう揺ようを隠かくせない私。

　基本的にこの女に恋れん愛あいという文字はありません。彼女は趣しゆ味みの人です。私のような、一つのものを深く追求するタイプではなく、色々なものに浅く手を出すタイプですが、それでも趣しゆ味みのことにしか興味のない人です。

　運動部であるから、藍あいの髪かみの毛けは短く切られ、後ろ姿は男子にも見えます。基本的にがさつなのですが姉あね御ご肌はだというかやたらと面めん倒どう見みがいいので、女子にモテます。男子にはモテません。私よりはマシでしょうが、顔面偏へん差さ値ちは平均以上でも性格が難過ぎます。

　スカートにも関らず、平気で机の上に足を置きます。中に体操着着ているからいいだろというのは本人の談。

　おっぱいとかちんことかうんことか平気で言います。小学生の男子レベルです。
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　やたらと女の子のスカートをめくります。女子が好きなのかと思いきや、男性アイドルグループが好きだったりします。

　そして、何よりも藍あいは恋れん愛あい話ばなしが苦手です。正確には惚ほれた腫はれたの話をするのが恥はずかしいのです。

　小学生のガキ大将か！

　ですので、彼女がここを訪おとずれるのはこれが初めてなのです。恋れん愛あい相談室など蕁じん麻ま疹しんが出るわ！　と言っていた彼女が蕁じん麻ま疹しんで体を震ふるわせながらここに来る理由がさっぱりわかりません。

　──恋れん愛あい相談？

　いやー。ないない。ありえない。生きたガキ大将の化石と呼ばれる女に春が来た？

　んなアホな。

　あってはならないことです。

　よりにもよってこの私に先んじて浮ういた話などあってはならない。

　流石さすがにこいつよりはマシでしょう？　道みち端ばたのうんこをつんつんするような奴やつですよ？

「永と遠わ。お顔がいつも以上に能面ですよ」

　私は感情が表に出にくいタイプなのですが、流石さすがリリさんといったところ。私の感情の乱れを見事に注意されてしまいました。いけない、いけない。

　──謎なぞの沈ちん黙もくです。




　空気が重く肩かたにのしかかります。

　このような場合。最初に口火を切るのは藍あいなのですが、彼女はさっきから下を向いて右と左の中指をつんんつんさせています。

　お前そういうキャラじゃないだろ。

　たまにこちらを見ては、すぐうつむき指をつんつん。

　──いい加減イライラしてきました。

「……で、そこでしおらしくしている藍あいさんは、どういうご用件でこちらに？」

　普ふ段だんこういう場では誰だれかがしゃべるまで待つ、が鉄則の私ですが、あえて口火を切ります。なるべくイライラを押さえ、笑え顔がおで尋たずねます。

「……永と遠わ。笑え顔がおになってませんよ」

「……あら、やだ。リリさんたらそんな冗じよう談だん」

　心外なので反論したら、リリさんが手鏡で私の顔を見せてくれました。

　──あら怖こわい。

　目がつり上がっているのに、口の端はは下がっている奇き妙みようで悪お寒かんの走る眼鏡女子がそこにいました。無理やり笑え顔がおになろうとして、動かない表情筋を無理に動かそうとした結果、シャレにならない形相になっていました。

　眼鏡をはずしたら小さく細い目がより小さく細くなるので、より恐おそろしい形相になっていたことでしょう。

　まあ自分の顔は見慣れているので、そこまでショックは大きくありません。問題は相変わらず、指をつんつんしている女の方です。

「藍あい……。永と遠わはこの様子ですが、気にしないでください。それよりここに来た理由を教えてくれませんか？」

　リリさんが、藍あいに問いかけます。

　優やさしく、朗ほがらかに。

　この子は人の心を溶とかすのがとても上手なのです。

「……笑わないか？」

　上うわ目め遣づかいで藍あいが尋たずねてきます。

　笑わないですけど、いい加減殴なぐりたくなってきました。私は、抗こう議ぎの意味を込めてシャドーボクシングを始めます。

　シュシュシュ。

　二秒で疲つかれました。

　普ふ段だん運動していないと、こうなるということですね。おそらく私の鈍なまくらパンチでは藍あいを捉とらえることはできないでしょう。

　一つ課題ができました。筋トレしましょう。

「笑いません。私も永と遠わもそういう性格ではないことは藍あいが一番知っているでしょう？」

　リリさんはそうかもしれませんが、私は笑うかもしれませんよ？

　内容によっては、さんざん笑った後、体の許す限り周りで飛とび跳はね、からかい続けるのもやぶさかではありません。

　──よし笑ってやろう。

「……実はな、今度本家の奴とデートすることになった」

「フ●ック！」

　思わず、超ちよう上級侮蔑表現を使ってしまいました。

　反省、反省。

　そもそも、この言葉は日本的表現に直せば、死ね！　とか　殺す！　とかなんでしょうけど、ずいぶん自主規制の激しい言葉です。よくネットとかですと、英語圏けんでは絶対に言ってはいけないなどとも言われていますが、結構海外ドラマとかで言ってません？　ピー音入れればいいってのもおかしな話で、言葉としての意味は伝わってしまっているのだからピー音入れる意味はないですよね。

　ちなみに、本家の奴とは隣校の本家青春高校の生徒を指します。つまり男子であることが確定しました。よりフ●ックですね。

「メルヴェイユー！　良い縁えんだといいですね！　それで、デートのプランを練って欲しいということですか？　……いえ、違ちがう。誘さそわれたということは、その本家の方がプランを練っているはず……。つまり誘さそいに対する回答を決めかねている段階ですか？」

「すげぇな……わかっちゃうか……。こういうの初めてでさ……どうすればいいかわからないって言うか……」

「当然です。ただ少なくとも、嫌いやと言う相手ではないのでしょう？　そうやって悩なやめる程度には好ましい相手と見ました」

「そうなんだよ……。ホントいい奴やつでさ……。でも、突とつ然ぜんのことだったから私動どう揺ようしちゃってさ……。とりあえず返事を一週間待ってもらったんだけど、時間をかけたら余計悩なやんじゃって」




　まず、言葉というものは言葉でしかないのです。一つの言葉を規制しても、その言葉の持つ意味までは規制できないものです。例えば「死ね」という言葉が規制されれば、「氏ね」や「[image: ﾀﾋ]ね」という言葉に変わるようなものです。人の持つ負の感情は規制することはできないのですから、言葉を規制する意味などほとんどないと私は思うのです。




「ふむ……。確かにそうです……。時間が解決するとは限らないですから」

「断ろうにも、断ったらあいつとの関係はどうなるんだろうって思ってさ……。じゃあ、あいつのこと好きかどうかもわからないのに、了りよう解かいするのも変だと思ってさ……。そもそもあいつは私のことが好きなのか？　好き同士になると今まで関係はどう変化するんだろうってさ……」

「ええ、ええ。それはとても悩なやむところです。しかし、藍あい。すでに二人の関係は崩ほう壊かいしているのです。後こう輩はいの彼がデートを誘さそった瞬しゆん間かんに、良い方向であれ、悪い方向であれ、二人は新たな関係を構築し直さなければなりません。きっと本家の彼もそれをわかってやっているはずです。彼のことを嫌きらいでないのなら、彼の勇気に敬意を表し、まずはデートをしてみるのはどうでしょう？」

「……そうだな、あいつだって精一杯、勇気出したんだしな……。私はあいつの勇気に報むくいなければならないのかもな」




　大体最近は規制、規制とうるさいのです。ちょっと危ない言葉を使っただけで規制、規制と。

　あれのせいで私の愛する神絵師たちがどれだけアカウント停止されたことか。そもそも、禁止用語の何が悪いのでしょう？　他人を傷つけるから？

　いや、どうせあいつらは新しい言葉を作って人を傷つけますって。

　例えば『馬鹿』という言葉があります。

　そのままの意味でとらえればこの言葉は侮ぶ辱じよくの意味を持ちます。しかし、ツンデレは命を懸かけて助けてもらった相手に『馬鹿』という言葉を投げるでしょう。この言葉の意味は『助けてくれて本当に感謝しているけれど、その気持ちを素す直なおに言い表せないし、そもそもどうしてこんなことで悩なやまなければならないの？　全部、あなたが心を乱すせいでしょうが』という意味になります。

　おわかりでしょうか？

　言葉の持つ意味は、発はつ語ご者しやによって大きく変わるのです。発はつ語ご者しやの意図次し第だいではどんな言葉でも人を傷つけることができるでしょう。




「ウィ。デートにそこまで肩かた肘ひじ張る必要はないのです、藍あい。誰だれでもすることです。デートで決着をつける必要もありません。答えが見つからないのならば、引ひき伸のばしてよいのです。また今度、また今度と。そういう中で生まれてくるものもあるでしょう」

「そうか……。私は肩かたに力が入りすぎてたのかもな……。たかがデートだもんな……」

「ウィ！　そうです藍あい。たかがデートです！　あなたたち日本人はデートを重く見過ぎなのです。減るものでもないのですから行っちゃいなさい」

「わかった！　ありがとうなリリ！　ちょっと勇気出して返事してく──」

「ストップアンドデス！」

　私はたまらずお話をカット！

　あえて普ふ段だん考えないくそ真面目なことに意識を費ついやして現実逃とう避ひを図はかっていたのに、音というのは厄やつ介かいなものです。

　聞きたくなくても聞こえてしまうのは辛つらいこと。

　デートするとかなんとか言っている浮うかれポンチの息の根を止めなければなりません。

　先を越こされた恨うらみ。

　女子力で負けた恨うらみ。

「ふんぬっ！」

　あらゆる恨うらみを全て込め、私が繰くり出だした右チョップは簡単に藍あいに防がれてしまいました。

　これだから体育会系は……

「なんだよ突とつ然ぜん？　私に触さわる意味ある？　怖こわい映画を見て怯おびえるガキんちょか？」

　攻こう撃げきとすら思われていませんでした。子ども扱あつかいとはこのことです。

　これは深刻な事態です。私と彼女の間には大きな戦力差があるのはわかっていました。しかし、小学生のころは流石さすがにここまでの差はなかった。少なくとも攻こう撃げきであることはわかってもらえていたのに！

　緊きん急きゆうのトレーニングが必要です。一日二桁けた以上の腕うで立たて伏ふせが必要です。十を超こえる腕うで立たては次の日、深刻な筋肉痛を引き起こす可能性がありますが、些さ末まつなこと。

　私という全存在をかけてあの女に一いち撃げきを加えなければなりません。

「落ち着いてください永と遠わ」

「これが落ち着いていられますかリリさん。こいつは私に抜ぬけ駆がけしてデートしようと言っているのです。私の女としてのアイデンティティはこいつよりはマシで保っているのです。こいつ以下だったら、私は女をやめなければなりません」

「お前さ……。いくら私相手だからと言っても失礼のごり押しはやめろ」

「おしとやかなフリをしても無む駄だよ！　藍あい！　私はあんたがどれだけ女を捨てているか知っている……。まだ一応女のつもりである私があんたに先を越こされるわけがない！」

「てめっ！　あんだけ三次元の男には興味がないって言ってたくせにそれか!?」

「三次元の男に興味はないが、あんたに先を越こされるのは我が慢まんならない」

「面めん倒どうなやつすぎる……」

「私と一いつ緒しよに最後まで独身処女を貫つらぬくって言ったじゃない！」

「私がいつ言った!?　結けつ婚こんして子供を三人ぐらい産んで、日本の出生率の上じよう昇しように貢こう献けんしたるわ！」

「フ●ック！　私だっていつか素す敵てきな旦だん那な様がさらってくれるんだから！」

「お前の理想の旦だん那な様は小さい時からずっと一いつ緒しよのツンデレ幼おさな馴な染じみだろうが！　もう今こん生じようでは理想の相手は現れないんだよ！　幼おさな馴な染じみは私だけだ！　バーカ！」

「うるさい、うるさい！　きっと私の記き憶おくが一部失われているだけなんだ……。私の記き憶おくを取とり戻もどすために彼は日夜戦っているの！」

「……いや、それは流石さすがに引くわ」

「……急に冷静にならないで」

　急速に頭が冷めてきました。

　冷静になって恥はずかしくなりました。

　私はいたたまれなくなって教室の隅すみっこで丸くなることに決めました。

　ここには誰だれもいませんよー。

「ところで永と遠わ！　先ほどおっしゃっていた理想の旦だん那な様は妄もう想そうですか!?　事実ですか!?」

　リリさんが空気を読まずに大声で尋たずねてきます。

　尋たずねられた相手は丸くなって返事をしませんよー。

　と言うかそれ答えないと駄だ目めですかね？

　妄もう想そうだってわかりますよね？

「これは重要なことなのです永と遠わ！　返答によっては私の人生プランを多少修正しなければなりません！」

　リリさんは私の体をぐわんぐわん揺ゆすります。

　普ふ段だんお淑しとやかな彼女を何がそうさせるのでしょう。

　私の妄もう想そうと彼女の人生に何の関係があるというのでしょう。

　サッパリワカラナイ。

　私は目を閉じ妄もう想そうの世界へと羽ばたくことを決意。こういう時すぐに現実逃とう避ひできるのは、不ふ断だんの努もう力そうの賜たま物ものです。

　さて、今日は何の妄もう想そうにしましょうか。

　そう言えば、最近流は行やりのアニメ『僕ぼくらのラグナロク』のカップリングでも考察しましょうか。

　このアニメ。設定が近未来で突とつ如じよ現れた二ふた柱はしらの神々が人類を巻き込んで、争うというシナリオで、設定が意味不明だと非ひ難なん囂ごう々ごうなのですが、私たちカプ厨ちゆうにとってはなかなか美お味いしい設定です。

　主人公と幼おさな馴な染じみの関係の塩あん梅ばいが絶ぜつ妙みようで素す晴ばらしく、この二人はくっつくのかくっつかないのかだけで一時間は考察できます。

　主人公は重度のシスコンで、神の依より代しろに選ばれてしまった妹のために身を粉こにして戦うのですが、何しろこの男、自分を大切にしない。

　そんな捨すて鉢ばちの主人公を支えるのが幼おさな馴な染じみで、元メイドだった子なのです。主人公は元々裕ゆう福ふくだったのですが、神の戦争に巻き込まれ没ぼつ落らく。それでも、主人公のために契けい約やくが切れても付つき添そい続ける幼おさな馴な染じみちゃんマジ尊い。

　何な故ぜか主人公×妹の方が主流のカップリングなのが遺い憾かんなのですが、今週の放送で妹に元カレがいることが判明、大おお荒あれに。ざまぁみろ。

　ついでにこの元カレが──

「……これは！　さては妄もう想そうの世界に羽ばたこうとしていますね永と遠わ！　ずるい！　私も一いつ緒しよにお願いします！　永と遠わ！　永と遠わぁ！」

　リリさんに体をぐわんぐわん揺ゆさぶられます。

　どうして現実というものは簡単に侵しん食しよくするのでしょう？

　妄もう想そうの世界に素す早ばやく入るのは熟練者でもなかなか難しいというのに、現実に戻もどるのは誰だれだって一いつ瞬しゆんです。

「なぁ……私、帰っていいか？」

　一人、取り残された藍あいが尋たずねます。呆あきれた様子なのがいっそう腹立たしいですね。

　返事は全くありませんでした。藍あいの言葉は空気に溶とけて消え去りました。

　私は反応したくないし、リリさんは何な故ぜかそんな私に夢中です。私の体を上下左右にジョイスティックの如ごとく揺ゆさぶってますからねこの娘こ。

「はぁ……」

　藍あいは大おお袈げ裟さにため息を一つつくと、

「取りあえず助かった。結果は追って伝える。ありがとな」

　そう言って、表情の割に足取りは羽のように軽く、教室から出ていきました。

　藍あいが教室からいなくなり廊ろう下かからの気配も消え、すっかり教室は静かになりました。その様子を確かく認にんしリリさんが耳元に小さな声で尋たずねてきます。

「永と遠わ……聞きましたか」

「一応。永久に耳を塞ふさいでいたかったですが」

「では、次──やることは決まってますね」

　リリさんがにたりと笑います。目が据すわった邪じや悪あくな笑えみです。恋れん愛あいの話になると時たまこういう顔になるのですこの娘こは。

　もちろん彼女の言いたいことは承知しています。

「ええ。気のりはしないけど、私に抜ぬけ駆がけしてデートなどするから悪いのです。せっかくなのであの女が初デートで慌あわてふためく様──見届けて差し上げようではありませんか！」

「おー！」

　新たな目的ができ、立ち上がる私。

　あふれんばかりの拍はく手しゆ喝かつ采さい（二名）。

　まずは、いつ何時にデートするのか知らなければなりません。そのためには、藍あいを尾び行こう。常に監かん視しの目を光らせ情報を集めなくては……

「リリさん。今日から忙いそがしくなりそうですわよ！」

「そうですわね永と遠わ！」

　オーッホホホホホ。

　高笑いする女子高生二人。

　この後、とんでもない運命が二人を襲おそうとも知らずに……。




　デート当日です。

　尾び行こうは一いつ瞬しゆんでばれましたが、リリさんが快適なデートをアドバイスする名目で、デートの場所と日時を把は握あく。

　その手て管くだは正に詐さ欺ぎ師しのそれ。

　リリさんは笑え顔がおで人の弱みに付け込んできます……。私も気を付けましょう。

　待ち合わせ場所は我々青あお春はる高校生徒の間では人気の待ち合わせスポット。高校の最も寄より駅えき、青あお春はる駅前の噴ふん水すい。休日であることもあって、駅前の噴ふん水すいには相手を待っていると見受けられる男女が十数名ほど。

　その中には見知った顔が一人います。そうです。浮うかれポンチのこんちきちぃの藍あいちゃんです。

　藍あいの浮うかれポンチは真っ白のワンピースに薄うすピンクのカーディガンを羽織り、如い何かにも清せい楚そですっていうコーデ。

　もともと顔面偏へん差さ値ちは悪くないので表面上は似合ってはいますが、彼女の内面を知る私から見ると似合ってません。爆ばく笑しようコーデです。

　え？　なんでそんなに詳くわしく説明できるのかって？　それは当然遠くから監かん視ししているからに決まっているじゃないですか。双そう眼がん鏡きようで。

　親友の初デートです。失敗しないように私たちが見張ってあげないと。

　できれば、一生強ゆ請すりつづけられるようなネタの提供を強く所しよ望もうします。それぐらいのネタがなければ割に合わないですね。

　私たちは噴ふん水すいから五十メートル近く離はなれた物もの陰かげに隠かくれ、我が親友を監かん視し中ちゆうです。尾び行こうの定番であるサングラスは目立つので却きや下つか。あえて本校の制服を着て行動することによって怪あやしさを軽減することに成功。

　女子高生というカテゴリはそれだけで人の警けい戒かい心しんを解かせるのです。

　時刻は朝の八時少し前。待ち合わせ時間まであとちょっと。

「永と遠わ。どうですかあのコーデは？　いくつか検討してみましたが、初デートということもあり、可か愛わいい系けいで仕し掛かけてみました。藍あいさんはボーイッシュな方ですし、普ふ段だんの格好とのギャップを狙ねらってみました。どうでしょうか？」

　私の隣となりでリリさんがキラキラした目で話しかけてきます。

　リリさんのおススメコーデだか何かは知りませんが、わざわざ近くの大型アウトレットモールで今日のコーデ一式を購こう入にゆうする気合の入りようは無様としか言いようがありません。

　嫉しつ妬と？　してませんよ？

「確かに、可か愛わいらしいことは認めますが、あの女のイメージとは全く合ってませんね。ボーイッシュ？　ちゃんちゃら可お笑かしいですよ。ああいうのを世間ではガサツと言うのです。見てください、あの足の開きっぷり。せっかくのスカートが台無しです。足を閉じろって話ですよ。清せい楚そコーデと仕草が全く合ってません。ほら、せっかく買った小物のバッグも見てください、地面に置いてますよ。スポーツバッグじゃねえっていう話ですよ。汚よごれて二度と使えなくなるやつじゃないですかね、あれ。それに、普ふ段だんあんな服着てないから常に挙動不ふ審しんで、完全に不ふ審しん者しやですよ。あの子の周りだけ妙みように空間が空いてますもの。周りの人たち避さけてるでしょ、これ」

「随ずい分ぶんと心配しているのですね。少し妬やいてしまいそう」

　笑え顔がおでリリさんはとんでもないことを言ってのけます。

　何を言っているのでしょうこの娘こは、私が今説明した内容のどこに心配する様子があったというのか。

「いやいやいやいや。どこをどうとればそうなるんですか」

「心配だから、不ふ手て際ぎわが気になるのでしょう？」

「いやいやいやいやいや。やめてください。きぶんがわるくなります」

「またまたぁー」

　リリさんは腐くされ縁えんという言葉を知らないのでしょう。私と藍あいは、ツンツン同士の関係と言いますか、お互たがい殴なぐり合あってなんぼと言いますか。

　正面から「貴女あなたのことを大切に思っています」と言えない関係なのです。「仲が良いですね」なんぞ言われたら蕁じん麻ま疹しんが出てくる関係なのです。

　ほら出てきました蕁じん麻ま疹しん。




　そんなやり取りをしていたら、どうやら相手の男が来たようです。ふむふむ。デニムにジャケット。ずいぶん随分ラフな格好です。脈ねぇなこれ。

　藍あいったら挨あい拶さつもろくにできていませんねぇ。下を向いちゃって照れているのでしょうか。

　いつもの強気な姿勢が微み塵じんも見られません。ウケる。

　そう言えば、こんな少女漫まん画ががあったのを思い出します。

『魔ま法ほう執しつ事じ』というタイトルで、最近アニメ化されたはずです。

　オーバーワークでボロボロのコールセンター勤務の女性が主人公で、ふとしたことがきっかけで魔ま法ほう使つかいを名乗る執しつ事じと出会うというどたばたラブコメディです。二人の馴なれ初そめは噴ふん水すいの前でしたね、確か。初デートも噴ふん水すいの前で待ち合わせ。

　エンディングテーマが麗れい人じんばかりをそろえた『ラ・ビュッテ』というアイドルグループが歌っており、これが大人気。

　リリさんも最近興味があるらしく、早さつ速そく楽曲をダウンロードしたそうです。

　それ自体、別に問題はないのですが。この『ラ・ビュッテ』の曲は全体的にふしだらと言いますか、コメディ感が強い漫まん画がの内容と一いつ致ちしないんですよね。原作者たっての頼たのみらしいので、文句が付つけ辛づらいのもマイナス点です。あんないかがわしいアイドルグループのどこがいいのでしょう。

　リリさんも趣しゆ味みが悪いと言わざるを得ません。

　なんか思い出したらイライラしてきました。さっさと意識を藍あいに戻もどさなければ。

　藍あいの方に意識を戻もどせば、何やら、話し込んでいる様子。

　藍あいの表情がみるみる変わっています。下を向いてガチガチに緊きん張ちようしていた様子だったのに、固かった顔がほぐれていき、笑え顔がおすら見せてしまう始末。

　どうしたのですか藍あい。そこは、ふがいない先せん輩ぱいロールでしょうが！

　緊きん張ちようのあまりずっこけてもいいのですよ？

　舌が回りきらずに嚙かんでしまってもいのですよ？

　実は着ているカーディガンの裏表が逆だったとかでもいいのですよ？

　……ただの萌もえキャラになってしまいますね。

　駄だ目めです。

　いよいよ藍あいの緊きん張ちようが解けてきています。あれはいつものガサツで無ぶ遠えん慮りよな藍あいです。あの緊きん張ちよう状態をわずかな時間でここまで緩ゆるめるとは、

　あの男、やりますね……。

　さてはあの男プレイボーイ──遊び慣れた男の匂においがしますよ！　これは経験値ゼロの藍あいには荷が重いのでは？

　自ら先に歩むような勢いで、談だん笑しようしながら二人は噴ふん水すいの広場から移動を始めます。ここから先はどう動くかさっぱりわかりません。バレないよう、一定の距きよ離りを置きつつ見失わないようにしなければ……。

「……あの」

　いつの間にか大人しくなっていたリリさんが深刻な表情です。

「どうかしましたか？」

「あの男の人……武たけしさんです……」

「……誰だれ？」

　いきなり深刻な表情で武たけし君と言われましても。こう見えて人の顔と名前を覚える力の無さには自信があります。未いまだにクラスメイトの名前を覚えきっていない始末。男子に限ってはほぼ覚えてません。

「この前相談に来た長は谷せ部べさんの彼かれ氏しです……」

「ああ……！」

　と手を叩たたく私。

　この前相談に来た長は谷せ部べさんの彼かれ氏しさんでしたか。

　確かトークメッセージの既き読どくがどうとかで揉もめてましたね。浮うわ気きしているかもしれないと言ってたのを、リリさんが強ごう引いんに解決したのでした。

「やっちゃいましたねリリさん」

　リリさんは彼が浮うわ気きしていないと断言してしまっていました。しかし、この状じよう況きようはどう見ても浮うわ気き現場。どうするつもりでしょう。

「ま、まだ浮うわ気きとは決まっていませんし……」

　珍めずらしくリリさんが青い顔をしています。

　彼女の恋れん愛あい相談は正解率の高さが売りですので、たまに失敗すると彼女はひどく落ち込みます。言い訳する余よ裕ゆうがある分、今はまだましな方ですね。これからよりひどくなるでしょう。

「しかし、浮うわ気き相手が藍あいとはワクワクしてきましたね」

「う、浮うわ気きではないかもしれませんし……」

「いやー浮うわ気きでしょう。彼女に黙だまって女の子と二人っきりでお出かけとか、それだけで万ばん死しに値あたいしますよ」

「フ、フランスでは日常ですし」

　おいおい。




　私たちは、一定の距きよ離りを開けながら二人を尾び行こうします。

　私の住む、青あお春はる市はそこそこ田舎いなかであり、青あお春はる駅の近くでまともにショッピングできる場所はありません。飲み屋やパブなどはぼちぼちありますが、私たち高校生には無む縁えんのもの。

　唯ゆい一いつ、駅から十五分ほど歩いた先に大型のアウトレットモールがあります。田舎いなかと言えばアウトレットモール。定番ですね。

　我々、青あお春はる市の学生にとってアウトレットモールはデートコースの定番中の定番ですが、定番以外がゲートボールしている老人の他何もない青あお春はる公園ぐらいでは、定番に頼たよってしまうのも必ひつ定じようでしょう。

　どうやら二人もアウトレットモールに向かっている様子でした。二人は随ずい分ぶんと仲睦むつまじい様子で時折、笑い合いながら歩いています。

　おっと、藍あいの必殺背中叩たたきが発動しました。突とつ然ぜんの一いち撃げきに武たけし君はむせていますね。

　暴力女の本領発揮といったところでしょう。あの様子では幻げん滅めつされるのも時間の問題でしょう。

　それに対し、リリさんは先ほどから一言もしゃべりません。変な汗あせを額から滴したたらせています。夏はまだ遠いのですけどね。

「ずいぶん仲が良さそうですね」

　私の言葉にリリさんはピクッと体を震ふるわせます。

「藍あいは人柄がカラッとしていますし、あれぐらい仲が良くても不思議ではないですよ」

「言い訳乙おつ」

「い、言い訳ではありません！」

　慌あわてふためくリリさんは、いつものリリさんとはまた違ちがった可か愛わいさがあります。

　……こう、ついついいじりたくなると言うか。

　叩たたけば叩たたくほどいい音が出ると言うか、いじりがいがあると言うか。やりすぎると口をきいてくれなくなるので注意です。

　一回やらかしました。一日無視は本当に堪こたえました。

　ただ、上うわ目め遣づかいの子犬を見ている時の気分と言いますか、いじりたくなる気持ちが抑おさえられなくなるのも理解していただきたいところですね。

　あー、リリさんの眼がうるんできました。これ以上は危ない。

　いや、リリさんの頭を無造作にわしゃわしゃしたくなる気持ちが抑おさえられなくなるという意味ではなく、友情にひびが入るという意味でですね。

「リリさんリリさん。二人がアウトレットモールに入っていきますよ。さあ行きましょう？　まだ浮うわ気きかどうかはわかりません」

「そ、そうですね！　まだ、ただの遊びかもしれませんし！」

　そう言って、リリさんはうるんだ目元をぬぐって前を向きます。

　まぁ、デートって言っちゃってますけどね藍あいが。

　これ以上はリリさんにとって危険かもしれませんが、言っても最後まで見届けると、ガンと言って聞かないでしょうし、頑がん張ばってもらいましょう。




「ああ！　二人で仲良く小物を物色しています！　互たがいの肩かたがぶつかりそうです！　距きよ離りが近い！」

「がふっ！」




「ああっと！　二人でお揃そろいのものを選んでいる！　ペアリングか！　ペアリングなのか!?」

「こふっ」




「おおっと！　二人の影かげが上う手まい具合に重なってー！　チューしてる感じにぃ！　え？　これマジですか？　マジですか？」

「もうやめてぇー！」




　誰だれかリリさんを救ってあげてください。




　時刻はすでにお昼過ぎ。

　藍あいと武たけし君はフードコートでランチタイム。

　初デートでフードコートとは少々味気ない気もしますが、高校生の財力なら妥だ当とうといったところでしょう。いや、私はデートしたことないですが。

　腹が減っては戦いくさはできぬと言いまして、私たちも二人から離はなれた場所で昼食です。

「だうー」

　リリさんは、尾び行こうの間、精神を削けずり続つづけ、魂たましいの半分以上を失って、心ここにあらず状態です。よだれが今にも垂れそうです。

　ここまで二人は、小物売り場で物色、また別の小物売り場で物色、またもや別の小物売り場で物色と、小物売り場巡めぐり祭りでした。

　三つ目の店で何かを購こう入にゆうしたのは確かく認にんできたのですが、それが何かまでは見て取れず、リリさんがこの調子なので、敏びん捷しような動きをとれないのです。

　私はリリさんを適当に宥なだめながら、二人を観察。

　どうにも雰ふん囲い気きが緩ゆるい。

　初デートとはもっとこう、互たがいに緊きん張ちようした雰ふん囲い気きと言いますか、ピリピリしたものがあると思うのです。経験していないので知らないのですけど。

　二人の様子は友達のそれであり、彼女と彼かれ氏しと言うにはあまりに弛し緩かんした空気が漂ただよっています。しかも男側からすれば浮うわ気きなわけで、後ろ暗さを微み塵じんも感じさせない男にもムカムカしてきます。

　……少し前にも述べましたが、私は人の名前と顔を覚えるのが苦手です。故ゆえに気づいていませんでした。

　二人に近づく人ひと影かげに。

「この泥どろ棒ぼう猫ねこ！」

　そんな今時メロドラマでも聞かないようなセリフを吐はいて、女性がどこから持ってきたのかコップの水を藍あいにぶっかけたのです。

　藍あいの精せい一いつ杯ぱいおめかししたお洋服はびちょびちょです。

　私は女性の接近に全く気づけませんでした。気づいたらどうなるって話でもないのですが、心構えは変わっていたでしょう。

　女性の一いち撃げきはまさに青せい天てんの霹へき靂れき。辺りは騒そう然ぜんとし、図太いことには定評のある藍あいですら、きょとんとしています。

　私は、とりあえず様子見です。

　確かにここでその女性を止めに入るのが、模範的な人間なのかもしれません。

　しかし、私は駄だ目めな人間。足が鉛なまりのようになって動けないのです。

　そもそも私があそこに割って入ったとしても、できることなんて何一つありませんし？　ここは「見」に入りましょう。

　──怖こわいですし。

　ちらっとリリさんの方を見ますと、まだ魂たましいが戻もどらない様子なので放置します。

　リリさんが通常の状態だと、積極的に介かい入にゆうし、さらにややこしい事態を招きかねません。ただでさえ責任を感じている彼女ですから、大きな傷を残しかねません。ここは黄よ泉みの世界に留まってもらいましょうか。

「よりによって！　先せん輩ぱいが浮うわ気き相手だなんて！　私は！　私は！」

　ここで私はあの女性が長は谷せ部べさんであったことに気づきました。

　いや、どこかで見たような顔だなとは思っていたのですよ？

　長は谷せ部べさんは激情に駆かられ藍あいの胸むな倉ぐらを摑つかんで怒ど鳴なっています。恋れん愛あい相談の時もそうでしたが彼女は少し思い込みが激しいように思われます。

　駄だ目めですよ。今時ヤンデレなんて流は行やりませんて。

　長は谷せ部べさんは周りが全く見えていない様子です。それどころではないのかもしれませんが、よくよく観察すれば、武たけし君も彼女を心配していることに気づくはずです。

　もし浮うわ気きなら、もっと狼狽うろたえてもいいはずですからね。つまりはそういうことなのでしょう。

「落ち着け長は谷せ部べ！　お前、何か勘かん違ちがいしているぞ！」

「何が勘かん違ちがいなのですか！　これ以上疑いようがないじゃないですか！　二人で！　一いつ緒しよに！　私に！　内ない緒しよで！」

　藍あいが諫いさめますが、長は谷せ部べさんは聞く耳を持ちません。

　彼女の顔から涙なみだが流れ落ちています。

　相当混乱しているのがありありと見受けられます。胸が痛くなります。彼女の怒いかりは本物で正当で、ぶつけられている相手は私の友人なのですから。

　私はそれでも動きません。もちろんビビって足が動かないのもあるのですが、単純に心配する必要がないからとも言えます。




　──藍あいが一対一で負けるはずないのですから。




「まぁ、落ち着けって」

　藍あいはそう言うと、素す早ばやく長は谷せ部べさんの胸むな倉ぐらを摑つかみ、強ごう引いんに後ろにあった椅い子すに座らせます。いくら長は谷せ部べさんが怒いかり狂くるっていようとも、もともとの力の差がありすぎます。

　藍あいは長は谷せ部べさんの膝ひざの上にどっかりまたいで座り込み、顔をずいと近づけます。

　お互たがいの顔が残り数センチの距きよ離りです。

「目ぇ逸そらすなよ……」

　藍あいはそうやって長は谷せ部べさんの顔を両手ではさみます。怖こわいです。不良です。

　長は谷せ部べさんも、藍あいの危険性に気づいたのでしょう。先ほどの勢いが噓うそのように動きません。目には怯おびえすら見える始末。

「どこから尾つけてきた？」

　だんまりの長は谷せ部べさん。藍あいの迫はく力りよくでビビっている可能性も大ですが。私だったら完全にビビりますね。口だけは絶対に負けませんけど。

「……返事ぃ！」

「はいぃ！」

　藍あいの迫はく力りよくに長は谷せ部べさんが情けない返事をします。

　あっという間に攻こう守しゆが逆転してしまいました。長年一いつ緒しよにいる私から言わせてもらいますと、あれ全然怒おこってないんですよね……。

　わざと怖こわがらせる時など、よくやるのです彼女は。完全に不良のやり方です。

「もう一度聞こう──どこから尾つけてきた？」

「……偶ぐう然ぜん、フードコートにいたのを見つけました」

　どうやら偶ぐう然ぜん、鉢はち合あわせてしまったようです。実際問題、この付近で手軽に遊ぶ場所と言えば「ここ」なので、確率はそんなに低くないかもしれません。不用心と言えば不用心、運が悪かったと言えば運が悪かったという微び妙みようなタイミングでしたね。

「……だってよ武たけし。運が悪かったなぁ」

　藍あいは武たけし君に向かって笑いながら一言。

　怖こわいです。どうして、そんなセリフを笑いながら言えるのか。あいつは人の皮をかぶった悪あく魔までしょうか？

「……っ！　よくもそんなことが言えますね！　泥どろ棒ぼう猫ねこ！」

　ビビっていたはずの長は谷せ部べさんにも怒いかりのスイッチが再点火。そりゃ怒おこりますって。最近のドラマでも聞いたことのないような言葉も口走りますって。

「……まぁ、落ち着けって。ほら、武たけし！　せっかくだ、今渡わたしちまえよ」

「……渡わたす？」

　……渡わたす？

　私と長は谷せ部べさんが疑問に思っている間に、武たけし君がのそりと立ち上がり

「本当は、君の誕生日に渡わたしたかったのだけど……」

　と、綺き麗れいに包装された箱を長は谷せ部べさんに差し出します。

「……え、あの？」

　何が起こったのかわからず動どう揺ようする長は谷せ部べさん。

「……いいから、受け取りな」

　藍あいはそう言うと、長は谷せ部べさんから離はなれます。もう、押さえ込まなくても大だい丈じよ夫うぶということでしょう。

「開けてみて」

「……開けていいの？」

「うん。その方が納なつ得とくしてくれると思うから」

　武たけし君に促うながされ、長は谷せ部べさんが箱を丁てい寧ねいに開けますと、そこにはシルバーリングのネックレスが入っていました。

　知ってます？　ネックレスをプレゼントする男って束そく縛ばくするそうですよ。あんなプレイボーイ面して超ちよう束そく縛ばく男おとこですよあいつ。怖こわいですね。

「……これ私に？」

「うん。サプライズで渡わたすつもりだったんだけど、締しまらないなぁ俺」

「ううん。嬉うれしい……」

　長は谷せ部べさんはネックレスを大事そうに両手で包み込み、抱だきしめました。先ほどとはうって変わってしおらしい姿に仰ぎよう天てんです。これは二面性のある女ですね。突とつ然ぜん包丁とか振ふり回まわす女です。怖こわいですね。

「……聞いていい？」

「答えられるものなら」

「今日はどうして矢や田だ先せん輩ぱいと一いつ緒しよだったの？」

「ほら俺、お前が好きそうなものってよくわからなかったからさ。お前と仲がいい矢や田だ先せん輩ぱいならアドバイスもらえるかなって思って。内ない緒しよにしたかったから、お前に何も言ってなくてさ、勘かん違ちがいさせちまったな……ごめん」

　と武たけし君は頭を下げます。

　駄だ目めですよ長は谷せ部べさん。こういう男は、また面めん倒どうを起こしますよ。天然で女をたらしこむタイプです。知らぬ間に、女性を勘かん違ちがいさせ修しゆ羅ら場ばを幾いく度ども起こすタイプです。本人に自覚がないからいっそう質たちが悪い。女子力皆かい無むの藍あいに相談するあたり、センスもない。

「ううん。私も早とちりしちゃって……ごめんなさい。それに、先せん輩ぱいも何も悪くないのに私……」

「そうです。手伝っていただいたのに、こんなことになってしまって──すいません！」

　二人が仲良く藍あいに頭を下げます。藍あいは、顔はそっぽを向いたまま、手を振ふって

「……気にすんなよ。二人が丸く収まるならそれでいい」

　とか、殊しゆ勝しようなことを言い出しました。あとでからかってあげましょうね。

　すっかり二人の空気が落ち着いたからか、周りの野次馬も、バラバラと引き上げていきます。

　しかし、どこにでもいるものですが、お調子者の中学生らしき男子が、

「キース！　キース！」

　と音おん頭どを取り始めました。

　周りの野次馬たちも、修しゆ羅ら場ばが思いのほか丸く収まってほっとしたのか残念だったのか、それとも当てつけなのか。音おん頭どに乗り始める連中が出てきます。

「「キース！　キース！」」

　それ、キース！　キース！

　手て拍びよ子うしが始まりました。いえ、私が始めました。ちょっとした意い趣しゆ返がえしです。これぐらいやっても罰ばちは当たらないでしょう。空気の読めないバカップルはさっさと幸せになってしまえばいいのです。

　バカップルは、周りの野次馬の掛かけ声ごえに、顔を真っ赤にさせています。

　もう、野次馬は止まりません、止めさせません。そんな初う心ぶな反応を見せてもダメです。チューするまで絶対に帰しません。大人しく私の糧かてとなれ。

　ほら、してみろやチュー！

　スマホでばっちし撮さつ影えいしておくかんな！

　写真じゃないぞ！　動画でだ！

　二人が躊ちゆう躇ちよしながらも周りの熱に流されて、二つの影かげが一つになり、周りの熱が最高潮になった時でした。

「……よう、偶ぐう然ぜんだなぁ永と遠わちゃんよぉ」

　私の目の前に、鬼おに──もとい藍あいがいました。

「これから、カラオケに行こうと思うんだが、もちろん付いてきてくれるよな？　お前たちのおごりで？」

「はひ！」

　思わず、声が裏返ってしまいました。

「あれ？　藍あい。デート上う手まくいったのですか？」

　リリさんが最悪のタイミングで復活しました。

「……それの報告会をしようと思うんだが、もちろんお前も付いてきてくれるよな？」

「はひ！」

　リリさんも鬼おにを見たのでしょう。声が裏返ってます。

「よっしゃ！　お前ら付いてこい！　今日は歌うぞ！　飲むぞ！」

　飲むぞって私たち女子高生なのですが。

「……あの、六時から見たいアニメがあるの──」

「ああぁ!?」

「いえ、何でも……」

　鬼おにに逆らうと何をされるかわかりません。私とリリさんは大人しくこの鬼おにに従うことにしました。南無三。




「だからさ、あれでよかったんだよ」
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　カラオケルームに入って数時間、完全に藍あいはできあがっていました。酒類など私たち高校生は飲めないでジュースのはずなのですが、何な故ぜか酔よっています。

　場が彼女を酔よわせているのかもしれません。

　──はい、今、うまいこと言いました。酒だけに。

　最初は、藍あいがマイクを握にぎって離はなさなかったのですが、いつの間にかマイクの主導権はリリさんに移っています。

「宴うたげの残ざん滓し～穢けがれなき肢し体たい～貴女あなたを攫さらい、最も早はや、私の虜りよ囚しゆう～逃にがしはしない～慟どう哭こくの刹せつ那な～果ての空まで～」

　リリさんが歌っているのは、『慟どう哭こくの空そら』ですね。『魔ま法ほう執しつ事じ』のエンディングテーマであり、噂うわさの麗れい人じんグループ『ラ・ビュッテ』のセカンドシングルです。

　最近のリリさんはカラオケに来るとこればかり。『魔ま法ほう執しつ事じ』はラブコメの王道でそこそこ面おも白しろいのですけどね。曲が駄だ目めですね、ハイ。リリさんが気に入っているという点が特に。

　リリさんは熱唱していますが、これで五回目なのでそろそろレパートリーを増やしてほしいです。

　藍あいはと言えば、私の隣となりでぐちぐち言っています。完全に絡からみ酒ざけモードです。中身はただのコーラなんですけど。

「休みの日、男と二人で出かけるなんて初めてだったんだよ？」

「はいはい」

「だから、私勘かん違ちがいしちゃってさ、デートだと思いこんじゃってさ」

「うんうん」

「あいつ、いい奴やつでさ、もしあいつが私のこと好きならって思うと、夜眠ねむれなくなってさ」

「……うん」

「馬鹿みたいだよな。一人浮うかれちゃって、勝手に勘かん違ちがいして、二人のお膳ぜん立だてまでしてさ」

「……そうだね」

「でも、嬉うれしかったんだよ。普ふ段だん着ない服を買って、褒ほめてもらえるかなって鏡の前で何度も確かく認にんしてさ」

　鬼おにの目にも涙なみだってやつでしょう。藍あいの目からは大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落おちます。彼女が泣くなどいつ以来でしょうか。もしかしたら、一度たりとも見たことがなかったかもしれません。

　よほど今日のことが堪こたえたのでしょう。

　わかりますよ。水ぶっかけられて、泣きたかったのは藍あいの方ですもんね。それでも、二人のために我が慢まんしたんですものね。

　そしたら、思った以上に二人の仲が良くって、余計に辛つらくなったんですよね。

「よしよし」

　私は、藍あいの頭を膝ひざに引き寄せ撫なでます。

　普ふ段だんなら、絶対に抵てい抗こうするであろう藍あいも今日は素す直なおです。今日は無礼講ですもの、少しぐらい弱さを見せたっていいですよね。

「辛つらかったね。でも、よく頑がん張ばった」

　私にできるのは、こうして藍あいの頭を撫なで慰なぐさめの言葉をかけることだけです。

「頑がん張ばった……？　なら、今度は報むくわれるかなぁ……」

「報むくわれるよ──きっと」

「うううう、うわ～ん！」

　男でなくて申し訳ないが、今日は私の膝ひざの上で泣くがいいさ。鼻水べとべとでも許してあげよう。

　明日には元気になって、またみんなでカラオケにでも行きましょう。今度は藍あいがおごってくださいね。

「ところで永と遠わ、随分仲がおよろしいようですが、どういうことですか！」

　マイクを握にぎり大音量でリリさんが叫さけびました。

「いえ、弱みを握にぎっておこうかと思いまして」

「私の目が黒いうちはそんなこと許しませんよ！」

　あっ、これ酔よっているな、と思いました。もちろん場にです。

「永と遠わ～。もっと酒だ～酒をよこせ～」

「酒はないぞ。お前は一いつ切さい酔よってないぞ」

「うるせ～よこせ～」

　そう言って藍あいは、私の近くにあったドリンクを一気に飲み干したのでした。

「ほれ～お前も飲め～」

　そう言って藍あいは私の口に空になったグラスをぶつけてきます。どうやったらこんな面めん倒どうな酔よい方かたができるのでしょう？　なお、アルコールは入っていません。

「間接キッスなんてお母さん許しませんです！」

　リリさんが大音量です。

「お母さん。お願いだからこれ以上、面めん倒どう事ごとは増やさないでください」

「私は永と遠わのお母さんではありません！」

　面めん倒どうにもほどがある……

　こうして、この後二時間近く暴れまわったのち、二人は千鳥足で帰っていきました。何な故ぜ、人は場に酔ようのか……今度イグノーベル賞にでも論文を提出しようかと思います。

　ちなみに、この日の証しよ拠うこ写真は私のスマホに数十枚保存されており、この写真が後々役に立つことになるのです多分。そう思いたいのです。











三章　姉の友人×ショタ












　一日が終わり、自室で当てもなくＳＮＳをポチポチしていると、悲しくなる時がありませんか？

　パソコンからＳＮＳに流れるタイムライン（お気に入りにしている人の書き込みが見られる場所の意）が、今日も私に教えてくれるのです。人は争い傷つけ合うものだと。

　世界から争いをなくすにはどうすればいいのでしょうか。

　そもそも人々は争いをなくそうと思っているのでしょうか。

　私たちは、相も変わらず些さ細さいなことで争い、傷つけ合います。

　くだらないことです。くだらないことですが、私たちは白黒つけずにはいられません。

　自分が敗北者だと思いたくないから。

　自分が加害者だと思いたくないから。

　一度負ければ、加害者で敗北者です。そうなりたくないから、負けを認めません。非を認めません。そもそも非かどうかもわかりません。

　そうやって人は争うのでしょう。

　だって負けたらみじめじゃないですか。

　負けたら今までの人生を否定されるじゃないですか。

　それは死んだも同然なのです。

　ええ。とても辛つらいことです。平和であったならどれほど良いことかと思います。

　しかしですね、その人の平和は別の人の地じ獄ごくかもしれないのです。




　つまり地じ雷らいです。




　はいそこ石を投げないでください。

　これは重要なワードなのです。

　我々カプ厨ちゆう界かい隈わいにおいて、地じ雷らいとは『己おのれには受け入れられないカップリング』を意味します。うっかり踏ふんでしまうと爆ばく発はつしてしまうのです。地じ雷らいが多い人はインターネットのありとあらゆる場所が地じ雷らい原げんに見えて、ろくに歩くこともできないでしょう。

　歩くことができないならまだいいのかもしれません。問題は地じ雷らい原げんを踏ふみ抜ぬき大きな傷を負いながらも、「これ地じ雷らいです！　私の目に触ふれさせないでください！」という言葉とともに、やってくる化け物たちです。

　この化け物たちは、繊せん細さいな心を持ちながら地じ雷らいを踏ふんだ怒いかりによって目覚めた、スーパー地じ雷らい人じんなのです。その繊せん細さいさを武器にスーパー地じ雷らい人じんたちは己おのれにとっての地じ雷らい原げんをハイスピードで撤てつ去きよしていきます。残念なのはスーパー地じ雷らい人じんたちにとって地じ雷らい原げんに見えるものが他の人たちにとっての理想郷である可能性をスーパー地じ雷らい人じんたちは気づいていないことでしょうか。

　ええ、私の敬愛する神絵師の一人が潰つぶされました。スーパー地じ雷らい人じんたちに。

　神絵師のいた場所は今や跡あと形かたもなく消え去り、「このアカウントは消去されました」の文字が映し出されるのみ。

　どうして争いはなくならないのでしょうか？

　どうして地じ雷らいは存在するのでしょうか？

　悲しきスーパー地じ雷らい人じんたちを、生み出さない方法はないのでしょうか？

　この行き場のない憤いきどおりを、不ふ肖しよう、私、菊きく野の永と遠わが短文投とう稿こうサイトに想おもいを綴つづりました。

　それがこちらです。




『地じ雷らいを踏ふんでしまったら、そこで撤てつ退たいするべきなのです。地じ雷らいを踏ふんでしまった傷は癒いえませんが、そのまま踏ふみ続つづけるよりは軽傷で済みます。わざわざ地じ雷らい原げんを突つき進すすむ必要はないのです。やめませんか？　無む謀ぼうな突とつ撃げき』




　渾こん身しんの警けい鐘しようでした。

　末文などは屈くつ指しの出来です。小学生のころ作ったポスターコンクールを思い出させる、小気味のいいリズムの警告文。完かん璧ぺきです。




　二リツイート（あなたの言葉拡散しますの意）、三いいね（あなたのそのつぶやきいいね！　の意）でした。

　警けい鐘しようは全くバズる（拡散され、良い意味で話題になることの意）ことなく、私の渾こん身しんのつぶやきは誰だれにも気づかれずネットの海の奥おく底そこへ沈しずんでいったのでした。

　いえ、正確には返信はいくつかありました。




『渾こん身しんのつぶやきが全く拡散されない気分はどうですか？』




　藍あいでした。

　私のアカウント名は『関係性の虫』という匿とく名めいのアカウントでして、完全にリアルの知り合いとは離はなれた存在であったはずなのですが、つぶやき始めてから三年、いつの間にやら、リアルの知人のほとんどにアカバレ（身元がモロバレているの意）しています。

　藍あいは実名のままのアカウントですが、所いわ謂ゆる知人にしかつぶやきの内容を見せない、鍵かぎアカであり、世界にオープンな私のアカウントにもちょくちょくちょっかいを出してきます。

　取りあえず『氏ね』と返信しておきました。昨今は汚きたない言葉を使うとアカウントが凍とう結けつされる恐おそれがあるので、巧こう妙みように偽ぎ装そうを施ほどこします。これで十分私の気持ちは伝わるでしょう。




『地じ雷らいと言えば、戦せん艦かんはいいものだぞ。海だと機き雷らいと言うがな。だが、ネットの海という表現が使われるのだから、本来は地じ雷らいという表現ではなく機き雷らいという表現を使うべきではないのだろうか？　『嫌きらい』ともかかっていい感じではないか？』




　父（アカウント名『ヤマモト』）からでした。

　私の父はもともと引きこもりであり、現在は主夫として引きこもっています。そのためなのか、コミュニケーション能力のなさには定評があり、やたらと戦せん艦かんの話をしてきます。あまりに話題の振ふり方かたが強ごう引いんなため、私たち家族は全スルー。本人も話せば満足なところがあるので気にしません。変なところで精神の強い人です。

　母曰いわく、昔はひどく繊せん細さいな人だったとか……。私は未いまだに噓うそだと思っています。

　家にいるのだから、直接言えばいいのにネット上でやり取りする意味がさっぱりわかりません。お父さんだし、無視しておきました。




『そんなことより、このコスプレどう思う？　いけるのでは？』




　弟（アカウント名『クオン＠女装コスマン』）から画像付きの返信でした。

　私の弟、菊きく野の久く遠おんは現在中学三年生。ネットでは一部の界かい隈わいで人気のあるコスプレイヤーです。母から受うけ継つぎし、陶とう器きのような肌はだと、端たん正せいな顔立ち、ウィーン少年合唱団と言わんばかりのボーイソプラノな声こわ色いろ。図はかったような低身長。

　本人がいくら男のつもりでも、周りは彼を女扱あつかい。挙句の果てに男から女と思われ告白される始末。

　本来ならこの容姿がコンプレックスになり歪ゆがんだ性格になりそうなものですが、そこは性格も自他ともに認めるポジティブマシーンの母を受うけ継ついだ男。そんなに女扱あつかいされるのならば、女の子になってしまえばいいじゃないと、コスプレイヤーとして開花。おかげで女の子からもちやほやされて最高だよ、とは弟の談。

　こいつの知り合いの女の子は気をつけてほしい。こいつ、草食系を装よそおった肉食系──すなわちロールキャベツ男子ですよ。

　弟がよこした画像を見れば、綺き麗れいなおべべを着た女子もとい弟が映っています。

　世界のサメを美少女化し、戦争をする新感覚育成ソーシャルゲーム『シャークアンドガールズ』のメガロドンだと思われます。段ボールで作ったと思われる、牙きばを模したメガロカリバーを持ってますしね。

　この画像、これがまた別べつ嬪ぴんさんで腹が立つうえに、私のつぶやきを遥はるかに上回るリツイートがこの返信になされているのが我が慢まんなりません。

　ムカつくので『人権乙おつ、これだから自バフしかない自己中ザメは』と送っておきました。わかる人にはわかるつぶやきです。

　サービス開始当初から目玉シャークだったメガロドンは、圧あつ倒とう的てき攻こう撃げきスキルが魅み力りよくのシャークです。三周年記念で満を持して実装されたメガロドンはそれまでのアタッカータイプのシャークたちを過去のものにしてしまいました。人権サポートのシャーク、カー・オンとの相あい性しようも抜ばつ群ぐんでぶっ壊こわれと評されるほどのシャークです。

　結論を申しますと、私のホホジロちゃんの居場所を返して！　です。ええ、逆さか恨うらみです。

　見知らぬ誰だれかから『嫉しつ妬とかよｗ』という返信が来たのでブロック（お前とは絶交の意）しておきました。




『暇ひまなら勉強でもしなさい』




　相あい沢ざわ優すぐる（アカウント名『架か空くうの教師Ⅹ』）からでした。

　なぜ一数学の教師である相あい沢ざわが私のアカウントを知っているのか不明なのですが、女子高生のプライベートにまで介かい入にゆうしてくることは気持ち悪いことこの上ないので『キモ』とだけ返しておきました。

　あの人と私の仲です。きっと大だい丈じよ夫うぶでしょう。




　……。

　……。

　どうして身内ばかりなんでしょう？

　弟はフォロワー（私はあなたのことを見ていますの意）の数が五桁けた。私は三桁けた。そのうち大半が弟のついで。ネットだけの知り合いなどほとんどいない始末。

　これでも絵師（ネット上で絵を描き公開している人たちの意）なんですけどね……

　ネットに絵をアップロードしてるんですけどね……

　誰だれもリツイートしてくれないですよね……

　一回『その画力で絵師名乗るなよ……』って知らない人から言われました。リリさんは前衛的で二十一世紀のピカソになれるって言ってくれたのですけどね。

　……他の人？　忘れました。




『その通りだと思います。私も『関係性の虫』さんのように地じ雷らい原げんを避よけていけたらと思います』




　リリさん（アカウント名『りり』鍵かぎアカ）からでした。

　リリさんはどんな時でもポジティブで、私が落ち込んだつぶやきをしてもこうやって励はげましてくれるのです。




『でしょう？　それなのに誰だれも見てくれないのです……私もうだめ……』




　私の苦しみを少し吐と露ろしてみました。半分以上冗じよう談だんです。こういう時のリリさんの反応が面おも白しろくてついついやってしまうのは私の悪い癖くせ。さてさてどのような反応が返ってくるでしょうか？




　……。




　反応らしい反応がありません。絶無。

　心配になって更こう新しんを連打しますが、リリさんからの反応は来ず。それどころか、『俺のクオンきゅんを罵ば倒とうしてんじゃねぇ！　姉だからって調子に乗んな！』という気持ち悪いリプが来る始末。

　気持ち悪いを素す通どおりして、死んで欲しいの領域にやってこないで欲しいのですが。

　思わず、弟と相手のプロフィールを確かく認にん。よし、ちゃんと両方とも男と書いてある。

　……まぁ、そういう趣しゆ味みの方もいますし、そもそも、恋れん愛あいに性別は関係ありませんけどね。しかし、この男の普ふ段だんのつぶやきは、美少女ばかりでる萌もえアニメの話が中心で、ただの萌もえオタクにしか見えないのも確か。

　というわけで、恐おそる恐おそる聞いてみます。




『あの、うちの弟は男ですよ……？』

『は？　知ってるわ！　ボケ！』




　おいおいおい。マジですか。わかってて言ってるの？　いわゆるあれですか？　男の娘こ萌もえってやつですか？

　男の娘こ萌もえ……知っていたとは言え、身内にこういうリプが来るとなかなか堪こたえるものがありますね。なんと言うか死にたくなりますね。こういうリプを送ってくる奴やつがいるという現実と、こういうリプを受け取るまで可か愛わいくなってしまった我が弟という現実に。




『姉貴よ。そいつはちょっとストーカーじみている奴やつだから、ブロック（相手のつぶやきを見れないように拒きよ否ひするの意）しとけ』




　弟からのリプでした。

　弟はアイドルかなんかなんでしょうか？　ストーカーっていよいよヤバくないですか？　弟は特に気にしていないような雰ふん囲い気きで別のつぶやきをしていますが、怖こわくないんですかね……

　もともと、女装コスプレしているあたりから、弟との距きよ離りが遠くなっていったような気がしていたのですか……いよいよ遠い世界の住人を見ている気分になってきました。どっかの誰だれかのようにはなって欲しくないのですが……。

　弟に言わせれば、姉貴の趣しゆ味みも同じぐらい意味不明らしいですが、カプ厨ちゆうはそんな変なものではないですよね？　ですよね？

　今日は、リリさんと、先日急展開を見せた『僕らのラグナロク』について語り合い、気づいたら、五時間目の授業をサボっていたというのですが……普ふ通つうですよね？

　いや、今本当に良い展開で、十話に入り、とうとう主人公が幼おさな馴な染じみの恋こい心ごころに気づき始めてですね。新しく大切なものができることへの恐きよ怖うふと葛かつ藤とうを生々しく一話丸ごと使いまして。いやこれは、もうたまらんと言うか、なかなかできませんからね？　一話丸々主人公の葛かつ藤とうに使い切るの。

　──このアニメ十二話構成なんですけど、尺は足りるのでしょうか？

　気にしても仕方ないですかね。

　今回の話で主人公の寿じゆ命みようがもってあと数年ということがわかりましたし、いよいよクライマックスですね、私たちカプ厨ちゆう的に考えて。

　リリさんなんかは毎週暗くなるお話に、いよいよ一人では見られなくなりまして、先週から私の部屋で観賞会が開かれています。必要なものはティッシュ一箱。リリさんはよく笑いよく泣く健康な人なので、ティッシュは箱単位で必要になります。

　そう言えば、何か忘れているような……？




「姉貴！」




　その言葉にハッと振ふり返かえると、綺き麗れいなおべべを着た我が弟が、ドアの前に立っているではないですか。

　露ろ出しゆつは少なめですが、いかにも童どう貞ていを殺しそうなフリルがふりふりしているワンピースは、我が弟ながらなかなかえげつないものをチョイスするものですね。ところどころサメを連想させる意い匠しようが見事です。

　最近思うのです。男の趣しゆ味みは男が一番よくわかると。逆を言えば、女の趣しゆ味みは女が一番わかるのだと。異性愛者であろうとも、この点は一いつ緒しよであると言っていいでしょう。

　もし、男性が全力で可か愛わいい女の子を演じた時、私たち女性に勝ち目はない気がするのです。逆もしかり。

　ネカマという言葉があります。

　この言葉はネット上で女性の振ふりをして活動している男性を指す言葉なのですが、私が小さいころはこのネカマの全ぜん盛せい期きであり、ネトゲ（オンラインでの行動をメインとするネットゲームの意）では純真無む垢くな男の子を騙だましては捨て、騙だましては捨て、を繰くり返かえしていたそうです。

　ベテランの域に達したネカマは、最も早はや女性との判別は不可能であり、これを利用したハニートラップ、ギルドクラッシュ、スパイ活動……などなど、恐おそろしいことが行われていたそうです。




　父が言っていました。




　外で母が働いている間、何やってたんでしょうかねあの人。

　それはともかくとして、一時は猛もう威いを振ふるったネカマも大きく減りました。

　しかし、最近は中身が男であることを隠かくさない、女性アバターを利用した人たちが増えているようです。そして、貢みつぐ側も相手が男だと知っていて貢みつぐわけです。

　私はこの現象に違い和わ感かんを覚えます。

　それでも、思考を一つ深く沈しずめますと、別の見方が出てくるのです。

　私たちはいまや、二次元のキャラクターに普ふ通つうに恋こいをします。

　触さわることもできず、こちらからのアプローチに応えてくれるわけでもありません。それでも私たちは恋こいをするのです。線と面しかない世界に私たちは無限の夢を見るのです。

　そうであるならば、中身は男であろうとも、反応を返してもらえる分、二次元のキャラクターよりも上等かもしれません。

　二次元のキャラクターに真しん剣けんに恋こいをできるような私たちなら、きっとそれはもっと簡単なことなのでしょう。

　線と面の世界の住人を愛せる私たちです。中の性別がどうとかは些さ細さいなことかもしれません。

　きっと、うちの愚ぐ弟ていに惚ほれたクソリプマンもそんな気持ちだったのでしょう。そんなクソリプマンにいきなり『男ですよ？』なんて言葉、無ぶ粋すいだったのかもしれません。

　反省反省。




「姉貴！　呼ばれてすぐに妄もう想そうの世界に入ってんじゃねぇ！」




　弟が目の前に屈かがんで怒ど鳴なってきました。

　もともとの素材の良さを損そこなわないようにばっちり化け粧しようされた弟の顔は、姉から見ても美少女と言って過不足なく、キラキラの金きん髪ぱつのウィッグに青のコンタクトレンズを入れた瞳ひとみを見れば、二次元から飛び出してきたと言っても過言ではないでしょう。

　頼たのむからこれ以上綺き麗れいにならないでくれるかな？　姉の威い厳げん的てきに。

「落ち着け、弟よ。私が別世界に行くのはいつものこと、どうしたんだね？」

　と、威い厳げんある態度で対応する私。

「殺害予告された！　どうしよ！」

「はぁ!?」

　弟の爆ばく弾だん発言に私の威い厳げんは一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛とばされたのでした。




　弟の言い分を要約しますと。




・先ほど私を罵ののしってきたクソリプマンが別アカウントで殺害予告してきた。

・相手は弟に惚ほれこんでいて、話を聞いてくれない。

・弟の取り巻きが怒おこりだして、火に油を注いでいる。




　となります。

　いや、私にどうしろと。

　ネットの知識は弟の方が上。

　知り合いの数も弟の方が上。

　勝っているのは身長と年ねん齢れいだけの私にどうしろと言うのか。

　うちの父は空気読めないので、更さらに火に油を注ぎかねない。

　となると、あれしかない。非常に危険な行こう為いですがあれしかありません。そうあれです、あれ。

「母を呼びます」

「……マジで？」

　弟の顔色が真っ青になります。さきほど殺害予告されたと言った時よりも顔色が悪い。

　それは当然の話で、我々の母、菊きく野の恵めぐみは一部の層には非常に有名な人物であり、我わが家やの経済を握にぎる大黒柱なのです。

　逆らえば、我々の経済活動は瞬しゆ時んじにストップします。十代における毎月の小こ遣づかいのストップは死活問題です。つまり、弟は死にます。

　母には芸名がありまして、『出雲いずもめぐみ』と申します。

　十五歳で声優デビューすると、そのルックスと十五とは思えぬ妖よう艶えんな声、何よりも鬼き才さいと評されるほどの演技力。幼子から老ろう婆ばまで幅はば広ひろい役をこなし、様々なオーディションを荒あらしまわり、数々の賞を獲かく得とく。一いち躍やく時の人になりました。

　しかし二は十た歳ちで、幼おさな馴な染じみの男性と電でん撃げき結けつ婚こん。

　当時は、人気の減少を鑑かんがみて発表などせず結けつ婚こんを隠かくすことが常識でした。当時の事務所も、結けつ婚こんは認めても発表することは断じて認めませんでした。

　だがしかし本人が断固拒きよ否ひ。

　記者会見を強ごう引いんに開き、第一声が

「私しか彼を幸せにできないので結けつ婚こんすることにした。以上」

　とのこと。

　その男前の発言に、女性人気が急きゆう上じよう昇しよう。減るはずだった仕事はさらに増え、声優活動だけに留まらず、歌手活動、女優活動、執しつ筆ぴつ活動までをもこなし、四十を超こえた今でもその人気は衰おとろえ知らずという、いわば声優界の生きたレジェンド。

　父の影えい響きようか、ネット界かい隈わいの常識にも強く、「何かトラブルがあったら母さんを頼たよりなさい」が母の口くち癖ぐせです。ただし、頼たよった後の説教の長さは尋じん常じようではありません。

　培つちかった演技力を十全に生かしたありとあらゆる説教が行われます。私はあまりやんちゃしないので説教経験はほとんどありませんが、弟はやんちゃ坊ぼう主ずなので……お察しの通りです。

「ま、まだ俺たちで何とかならない？」

「もう遅おそい。連れん絡らくした」

「そんな殺せつ生しような！」

「ちやほやされて調子に乗ったお前が悪い。潔いさぎよく説教されよ」

「ちくしょう！　こんなところにいられるか！　俺は逃にげるぞ！」

　弟が、死亡フラグとしか思えない捨すて台詞ぜりふを吐はき、私の部屋から逃にげようとした時でした。

「私だ」

「はえっ!?」

　私の部屋の扉とびらの前にはエプロンを付けた母の姿が。

　長い黒くろ髪かみをぶらぶら揺ゆらし、寝ね不ぶ足そく故ゆえか、やたらと鋭するどい眼で弟を睨にらんでいます。

　そう言えば、今日はお休みと言っていましたね。普ふ段だん家にいないのが当然なので、気にしていませんでした。多分直接言ったら、ひどいことになります。主に私の経済事情が。

「月に一度の私のお料理タイムを邪じや魔まする奴やつはどこのどいつだ……？」

　母は多た忙ぼうですが、よほどのことがない限り月に一度全休をとり、一日料理に没ぼつ頭とうします。

　これは母なりの父への日ひ頃ごろの感謝と日ひ頃ごろのストレス消化の意味があるそうです。私の目算では八割方後者に偏かたよっています。

　大変不ふ機き嫌げんなので、さっさと生いけ贄にえを捧ささげておこうかと思います。

「久く遠おんです」

　もとい生いけ贄にえです。

「姉貴!?」

　弟は涙なみだ目めで私に訴うつたえかけてきますが、無視です。母の手料理は大変メシマズなので、ここでいっちょ説教を長引かせて「しょうがない、時間も遅おそいし出前にしましょう？」と言わせることもやぶさかではありません。

「詳くわしく」

「弟調子に乗る。クソリプマンに殺害予告受けた。以上」

「報告御ご苦く労ろう。ならあいつだな」

　私の報告を受け、母はスマートフォンを取り出し、何やら連れん絡らくをしている様子。

「その手の話に強い後こう輩はいに手を回させた。明日にはクソリプマンのアカウントから個人情報まで抜ぬき取とることも容易たやすいだろう」

「さっすが母上」

　巻き込まれないよう、太たい鼓こ持もちは忘れません。

「さて、調子に乗りすぎて、毎度、毎度、菩ぼ薩さつのような心構えの母上に心労をかけているバカ息むす子こはどこぉだぁ？」

「あちらです」

「ひい！」

　こそこそと私の部屋から逃にげ出だそうとしていた弟を私は容よう赦しやなく指します。弟は顔で不満を訴うつたえてきますが、巻き込まれたくないのでしょうがないところです。

「よう、久く遠おん。綺き麗れいな格好しちゃって、それいくらしたのかなぁ？　そんなにお金があるなら来月のお小こ遣づかいはゼロで問題ないよなぁ？」

「は、母上！　この衣い装しようは先月と今月のお小こ遣づかいを全部使って作成したものでして！　来月のお小こ遣づかいがないと色々と不都合が……」

「どんな不都合……？」

　じりじりと弟に詰つめ寄よっていく母。ありとあらゆる演技経験を生かした、人の追おい詰つめ講座です。体験した者だけがわかる恐きよ怖うふ。足はがくがく震ふるえ、体のあらゆる場所から汗あせがあふれ出し、顔は引きつったような笑え顔がおになるのが特とく徴ちようです。弟が今その状態です。

「ら、来月の超ちよう英えい雄ゆう対戦オンリーイベントへの旅費が……」

「あああん？」

「ひい！」

　弟はあっという間に壁かべまで追いやられ、母は両手で壁かべを押さえ弟の逃にげ場ばをなくします。完全に壁かべドンの姿勢ですねあれ。やってるのもやられてるのも家族なので、空むなしさだけがつのります。

「では、説教コース三時間だ。それが嫌いやなら来月の小こ遣づかいは抜ぬき」

「……せ、説教コースで」

「よし！　では説教コース三時間だ。あと来月の小こ遣づかいは半分な！」

「な！　そんなの聞いてな──」

「あああ？」

「……何でもないです」

　弟の小さな小さな抗こう議ぎは、全く考こう慮りよされず、弟は母に引きずられるように私の部屋から出ていくのでした。

　蹂じゆう躙りんは終わりました。世界に平和が戻もどります。すなわち、ネットサーフィンの続きです。つぶやくのに夢中で、お絵かきサイトの方をまだ覗のぞいていません。お気に入りに入れている作者の分だけでもさっさと消化しなければなりません。

　そう思い、私がパソコンの画面に顔を戻もどした時でした。

　ピンポーンと玄げん関かんのチャイムが鳴る音。

「永と遠わ！　今から折せつ檻かんだから、あんたが出て！」

　我わが家やの大黒柱からの命令です。断ると、あとでどうなるかわかりません。

　仕方なしに、私は席を立ち、玄げん関かんに向かいます。我わが家やは一いつ軒けん家やの二階建て、私の部屋は二階にあり玄げん関かんまでは少々時間がかかります。

　階段をのんびり下りますと。




　ピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポン……




　私が玄げん関かんにたどり着くまでに、チャイムが壊こわれんばかりの連打。これ出て大だい丈じよ夫うぶなんでしょうか？

　怖こわいです。

　さっきのストーカーの話をふと思い出してしまいます。まさかと心によぎります。

　ですが、母よりはマシです。思おもい浮うかぶ多種多様な折せつ檻かんの数々。

　うん、だいぶ恐きよ怖うふが薄うすれました。

　我わが家やにはインターホンなる便利な装置があります。正確に言うならばモニター付きのテレビドアホンというやつです。

　これによって、ドアを開けずに、チャイムを押した人間を視し認にんすることができます。

　さぁ、未いまだにチャイムを連打する変人のお顔……見せてもらおうじゃありませんか！

　ポチっとな。

「永と遠わ！　大だい丈じよ夫うぶですか、永と遠わ!?　鬱うつになって死んでいませんか!?　私心配で心配で！　永と遠わ!?　返事を永と遠わ！」

　そこには見慣れた金きん髪ぱつの美少女──リリさんがいました。

　見慣れないと言えば、その鬼き気き迫せまる表情でしょうか。涙なみだを浮うかべながら、インターホンに頭ず突つきをしてしまうのではないかと思わんばかりの勢い。

　そう言えば、リリさんのことを忘れていました。

　返信がなくなったと思ったら、わざわざ私の家まで駆かけつけてくれたのですか。確か、リリさんの住んでいる家は隣となり町まち……。

　電車でしょうか？　やってしまいました。

　罪悪感が全身に満ちてきます。

　やりすぎです。ついやりすぎてしまいました。

　可か愛わいくてつい、は流石さすがに通用しません。

　これはお菓か子しを出して、一いつ緒しよにお茶をして、行き帰りの電車賃を負担して、ついでに今度、私のおごりでリリさんの行きたいところに連れて行ってあげても、差し引きゼロとはいかないでしょう。

　ああ、そもそも絶交と言われるかもしれません。これだけひどい噓うそをついてしまったのだから……

　その罪を私は生しよう涯がい背負っていくのかもしれません。

「リリさん。落ち着いて、深呼吸して？　今ドア開けますからね」

　そう言って私がドアを開けた瞬しゆん間かん、リリさんが私の胸に飛び込んできました。ふんわりとした体にシャンプーの匂においが私の鼻をくすぐります。
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　女の子の匂においだぁ。と、思わず和なごんでしまいそうになります。いや、私も女子ですけど。

　リリさんは本当に私を癒いやすのが上手だなぁ。

「リリさん？　私は大だい丈じよ夫うぶですよ？　そうやって腕うででがっちりホールドされると動けないのですが……」

　私の胴どうはリリさんの腕うででがっちり固定されてしまっています。これが意外に力強く……いえ、私が力弱いだけですね。動くことができません。

「リリさーん？」

「だっで！　そうじないと！　永と遠わ死んじゃうでしょ！」

　涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃになった顔を上げて、リリさんが私に抗こう議ぎします。思わず、嗜し虐ぎやく心しんに揺ゆり動うごかされますが、ここは我が慢まん。

　これ以上は危ない。

　いえ、変な意味ではないですよ。変な意味ではないです。

　友達をなくしてしまうかもしれない一大事ってやつです。自じ業ごう自じ得とくですが。

「大だい丈じよ夫うぶですよ。リリさん。あれは冗じよう談だんでして……リリさんがどういう反応をするのか見たくて、つい……あの、ごめんなさい」

　私はぎこちなくリリさんに謝罪します。謝罪とはなかなか難しいものです。私のようなひねくれ者は特に。

「じょ、冗じよう談だんだったんですか……？」

　涙なみだで潤うるんだリリさんと目が合います。途と方ほうもない罪悪感が私を襲おそいます。これは死にたい。

　私は思わず目を逸そらし

「で、ですから。私を詰なじってください。怒おこってください。ボロカス叩たたいてください。いくらでも謝りますから、私を見捨てないで」

　何言ってるんでしょうか私は。

　愛情と暴力でずぶずぶの関係になった女じゃないんですから、気持ち悪いにもほどがあります。

「よかった、冗じよう談だんで──」

　私の気持ち悪い謝罪が聞こえてなかったのか、リリさんはそう言って、顔を私の胸に埋うめます。鼻水でべちゃぁって音がしましたが。ここはよしとしましょう。何しろ、私もそれどころじゃないのです。

　ホッとしました。何よりもこの娘こが、底なしの善人であることに感謝と謝罪を。

「ごめんね、ごめんねリリさん」

　私は思わずリリさんを抱だきしめます。

　こんなにも私のことを心配してくれるこの娘こを、私は騙だましてしまったのです。そんな私の行こう為いを彼女は許すどころか、気にも留めていないのです。彼女の全ぜん幅ぷくの信しん頼らいに私は応えなければなりません。

　決心しました。

　神に誓ちかいましょう。

　私は、これから生しよう涯がい、リリさんに悪質な冗じよう談だんは言わないと！




　……軽いのならよしとします。いいよね？




「とりあえず、上がりませんか？　お詫わびと言ってはなんですが、お菓か子しをご馳ち走そうしますよ」

　私の言葉にリリさんは顔を上げ赤くはれた目と鼻水でべとついた顔で私をじっと見ると、数秒フリーズ。解かい凍とう後ごこくりと頷うなずき、また私の胸に顔を埋うめました。

　小動物みたいで非常に良いです。当面の問題は、リリさんが意外に力持ちで、私は想定以上に力がなくて、玄げん関かんから全く動けないことでしょうか。

　何もできないまま時間だけが過ぎていきます。

　悪くはない気分です。リリさんと私はそこまで身長差はないのですが、とても抱だき心ごこ地ち好よいのです。でっかいぬいぐるみを抱だいている気分。

　それはそれとして、私の部屋着という名の女子力完全消しよう滅めつジャージが彼女の鼻水でべとべとなのをどうにかしなければなりません。よしんば、彼女とこのままお部屋でティーパーティーと洒落しやれこんでもそこには、お人形みたいに可か愛わいいアリスと、鼻水べとべとジャージの帽子屋です。

　これはまずい。絵面が悪い。

「なにいつまで抱だき合あってんの。不純異性もとい、不純同性交遊を認めた覚えはないのだけど」

　私の背後に、母がいました。

　いつの間に……

　私とリリさんは阿あ吽うんの呼吸でサッと離はなれます。リリさんが我わが家やに足を運ぶのはこれが初めてではありません。すでに何度も出入りしている仲。我わが家やの暴君の対策、実じつ践せんもばっちりなのです。

「お久しぶりですお母さま。抱ほう擁ようはフランスではよくあること、親愛の証あかしです。この度たびは突とつ然ぜんの訪問、連れん絡らくを怠おこたったこと深くお詫わびしますわ。永と遠わに会いたくなってしまいつい情動に任せて来てしまいました。どうかお許しを」

　なんて、リリさんがすまし顔でお辞じ儀ぎします。真っ赤な目と真っ赤な鼻でかっこはついてませんが、それはそれで可か愛わいいのでグッドです。

「おう！　リリさんだったの。お久しぶりだねぇ。半年ぶりぐらい？　うちの娘むすめが迷めい惑わくかけてない？　というか今かけた？」

　と、返事をし母は私を睨にらみます。痛いところを突つかれた私はドキドキです。何しろ我わが家やの暴君は聡さとい。私の動どう揺ようを一いつ瞬しゆんで見み抜ぬきます。そして待つのは折せつ檻かんです。

「いいえ。迷めい惑わくをかけているのはいつも私の方ですわお母さま。今日も勘かん違ちがいをしてしまって永と遠わを困らせてしまいした。それなのに、永と遠わは私にお菓か子しをご馳ち走そうすると言ってくれました。お言葉に甘えてもよろしいでしょうか？　お母さま？」

　すかさずリリさんが一分の隙すきもないフォローをしてくれます。我わが家やの暴君が如い何かに暴君か日夜語った甲か斐いがありました。

「またまたー。お世辞が上う手まいのだからリリさんは。永と遠わ！　あんまりリリさんに迷めい惑わくかけるんじゃないよ？　私はこれから説教タイムだからね」

　リリさんが私の対暴君英才教育をうけたとは思ってないのでしょう。母はリリさんのお世辞に気をよくしたのか、私への追つい及きゆうを忘れ、弟の説教に戻もどるようです。やったぜ。

「説教タイムですか」

　説教タイムを私からの伝聞でしか知らないリリさんは不思議そうに首をかしげます。

「あれよあれ」

　母が指す方向には今にも消え入りそうな女装男子が一人。死んだ目と華か美びなワンピースが最高にミスマッチです。

「メルヴェイユー！　すごい！　シャークアンドガールズのメガロちゃんですね？　非常に良い出来です。うわぁー、一枚いいですか？」

　リリさんのテンションが急激にアップして、一気に弟との間合いを詰つめます。こういう積極性は見習っていきたいところですが、相手は女装した弟です。非常に複雑な気分に苛さいなまれますね。

「え？　あ？　どうぞ……？」

　いきなりの間合いの詰つめ方かたに弟も動どう揺ようしたのでしょう。思わず、リリさんの要求を吞のんでしまうのでした。そう言えば、初対面でした、この二人。リリさんにも弟にも話だけはしていたんですが……。リリさんの積極性には舌を巻きます。

「では、あのメガロカリバーのポーズでお願いします！　あっ！　メガロカリバーはありますか？　ありますよね？　この完成度なら絶対メガロカリバーも作っているはずです！」

「あっ、はい。でも……」

　ちらっと弟は母を確かく認にんします。流石さすがに説教中ですので、許可が必要と判断した模様です。母は小さくため息をつき「好きにしな」と一言つぶやきました。リリさんのふわふわ空間に飲み込まれてしまったのでしょう。仕方ありませんね。

　弟の顔がパーッと明るくなります。

「今、メガロカリバー取ってきますね！　ポーズはゲーム版とアニメ版、それとも漫まん画が版ばんどれがいいでしょうか？」

「漫まん画が版ばんで！」

「了りよう解かいです！　ちょっと待っててくださいね！」

　そう言うと、弟は竜たつ巻まきのような勢いで駆かけだしていきました。

　シャークアンドガールズはアニメや漫まん画がにも展開しており、特に漫まん画が版ばんのシナリオに定評があります。

　ゲーム版にこの漫まん画が家かを呼べと叫さけばれるほどのクオリティを見せながら、作者の病気により休刊に。しかし、半年ほど前に作者が復帰、そしてアニメ化決定となり、シャーク界かい隈わいではかなりホットな話題となっています。

「どうするの、母上。なんか撮さつ影えい会かい始まりそうだけど」

　私が尋たずねると、母はすっかり萎なえた様子で。

「冷めた。あとは好きにしな。私は夕飯作りに戻もどる。リリさん。せっかくだから夕飯食べていきなさい。腕うでによりをかけてご馳ち走そうするから」

「えっ？　そんな！　悪いです。お構いなく」

　リリさんはフランス人とは思えない、完かん璧ぺきな日本人的対応を見せます。私が母の料理はグロ注意だという話を覚えていた故ゆえの反応でしょうけど。

「いいから、いいから。ようし、母さんはりきっちゃうぞー！」

　リリさんが本気で嫌いやがっていることに気づく気配もなく、もしくは気づいていて無視しているのか、母は上じよう機き嫌げんで台所に向かうのでした。

　生いけ贄にえが一人増えましたね。

　リリさん。涙なみだ目めでこちらを見ても私には何もできませんよ。我わが家やの大黒柱の命令は家族にでなくとも絶対なのです。




　撮さつ影えいタイムはすぐ終わりました。

　リリさんは数枚、いくつかの角度から弟の写真を撮とりますと、満足したようでほくほく顔です。

「それじゃあ、リリさん先に私の部屋に行っていてください。隣となりの部屋と間ま違ちがえないでくださいね、隣となりは物置部屋ですから。すぐにお菓か子しを持っていきますね」

　私の言葉にリリさんは頷うなずくと、トテトテと私の部屋へ歩いていきます。その様子は、初めて両の足で歩くことの叶かなった赤子のようで、思わず後ろから抱だきしめたくなる衝しよう動どうが私を襲おそいますが、せっかく修しゆう繕ぜんした友情が綻ほころびかねないので、我が慢まんします。

「さぁ、お菓か子しを見み繕つくろってきますか」

　そんな独り言を私がつぶやいた時でした。

「……なぁ、姉貴。リリさんて彼かれ氏しいるのかな？」

　弟が私が見たこともない、少女漫まん画がのヒロインのような可か愛わいい真っ赤な顔で尋たずねてくるではありませんか。

「ウホッ」

「ウホッ？」

　おっと思わず、カプ厨ちゆうの欲望がゴリラとなって口から飛び出てしまいました。

　自重、自重。

　しかし、これは面おも白しろくなってまいりました。我が弟は容姿こそ女子ですが、中身は中学生男子そのものです。

　つまり、馬鹿です。

　そんな馬鹿に好きな相手ができてしまったら？

　その相手が姉の友人だったら？

　来ました。

　来てしまいました。

　このシチュエーション。フィクションでしか見たことのない、他ひ人と事ごとでしかなかったこのシチュエーション。

　いや、まぁ他ひ人と事ごとは他ひ人と事ごとですけどね。それはそれとして大変興味深い。

　こんな近くで、こんな貴重なシチュエーションが見られるなんて！

　私は体の内から湧わきおこるエネルギーを必死に抑おさえ込こみます。

　落ち着け。落ち着け。

　私の一言で、このシチュエーションは大きく変わる。天国にも地じ獄ごくにもなる。どうすれば最高のものを見られるか、どうすれば完かん璧ぺきなシチュエーションに導けるか。

　弟がこちらを不安そうな目で見てきます。

　わかります。私の逡しゆん巡じゆんが、リリさんには彼かれ氏しがいるという事実を伝えるべきかの迷いだと思ったのですね。

　違ちがいますよ。私は、これからどうやって、素す晴ばらしい、最高の、極ごく上じような、冠かんたる、シチュエーションに持っていくか考えていたのです。

　しかし、何という真実。

　私は、弟の一大事に対して、何も言葉が浮うかばないのです。これほど、ニヤニヤできるチャンスを目の前に、私という人間は、ただ、ただ硬こう直ちよくするのみ。

　開くはずの唇くちびるは閉じ、紡つむぐべき言葉が出てきません。

　私という人間がこれほどまでに僥ぎよう倖こうに弱い人間だとは思いませんでした。降ってわいてきた幸せに私は何と無力なんでしょう。

「姉貴……？」

　弟の心配そうな声で私はハッと我に返りました。

　そう、こんなところで負けてはいけない。

　こんなところで負けていたら、カプ厨ちゆうの名折れだ。

　全世界のカプ厨ちゆうよ！　私にちょっとずつ元気を分けてくれ！

　私は両手を大きく天に掲かかげ（たつもり）、ありたっけの力を体に込めます。

　見るがいい全世界のカプ厨ちゆうアンチどもよ！

　これが私の！

　私たちの！

　カプ厨ちゆうの全力だー[image: !!!]

　私は全ぜん身しん全ぜん霊れいの力で、右の手を前に突つき出だすと、固く閉じている拳こぶしから親指だけを解き放ちます。

　サムズアップ……それは、業界では「問題ない行け」という意味であると言われています。

　行け、弟よ！

　姉は、何か知らんが体が動かない！

　お前の雄ゆう姿しを見ることは叶かなわないが、心の底から応おう援えんしているぞ弟よ！

「何それ？　グッジョブ？　何が？」

　弟に私の想おもいは一いつ切さい伝わらないのでした。




　あれから、弟は変わりました。

　何が変わったって、私にリリさんのことをやたらめったら、聞いてくる。

　曰いわく、次はいつうちに来るのか？

　曰いわく、彼女の趣しゆ味みは何か？

　曰いわく、彼女の好みのタイプはどういう人か？

　毎日ひっきりなしです。

　曰いわく、「どうせ、姉貴の友達にろくなのはいないだろ？　俺は興味ないから」だったころが懐なつかしいですね。ちょっと怒おこっていいですよね。

　トークアプリのアカウントを教えてくれと言うので、リリさんに聞いてみたら、何と是ぜ非ひにと快かい諾だく。いつのまにやら、メル友に。

　おいおい、行動力が尋じん常じようじゃねーぞ。こちとらリリさんとアカウント交こう換かんしたのは知り合って半年近く経たってからだぞ。しかも、あっちから言ってきたからだぞ。そういうところでスペックの差を見せつけてくるんじゃねーよ。

　心なしか、リリさんと私のトークタイムが減っている気がします。弟にリリさんを盗とられた気分です。

　確かに、二人の仲が良い関係になることを私は望みました。しかし、これほどまでに早いとは思わなかった。積極的ポジティブマシーンの二人はネガティブマシーンの私を置いて遥はるか彼方かなたの二人の世界へランデヴーです。

　リリさんと久く遠おんが別の星の人に見えるのは私の思おもい違ちがいでしょうか。

「久く遠おん君？　とてもいい子ですね！　今度、穴場の古着屋を教えてくれるとのことなので、行ってきますね」

　屋上で、リリさんが眩まぶしい笑え顔がおで言っていました。

　いつの間にかデートの約束まで取り付けていました。古着屋とかいうリア充じゆうがとても行きそうな場所に。

　ああ、神様。どうして、神様は弟と私にここまで才能の差をつけたのでしょうか。どうして、私はたいした取とり柄えのない他人の幸せすら楽しめなくなりそうな根暗女なのに、弟は行動力があって、イケメンで、コミュ力があって、誰だれもが愛する存在なのでしょうか。

「それは良かったねですね。二人で楽しんでくるといいでしょう」

　どうして、私は素す直なおに「私もついて行っていいですか？」と聞けないのでしょうか。どうして自分が願い、そうなって欲しと思ったシチュエーションですら、楽しめなくなっているのでしょうか。

　リリさんが怪け訝げんそうな顔で私を見てきます。

　ああ、こんなところで暗い顔をしちゃダメですね。きっと二人なら良いカップルになれる。なんせ美男美女。私の大好きな二人です。上う手まくいくに決まっています。そうして、のろけ話を聞かせてもらうのです。二人の幸せそうな顔を見ればきっと私も笑え顔がおになって、二人と一いつ緒しよに笑えるはずです。

　きっと──

「永と遠わ」

　意識が内側に引っ込んでいたせいでしょう。私の目の前にはリリさん。真しん剣けんな表情で、私をじっと見つめています。

「あっ、ごめんなさい。何か話してましたか？　すみません。妄もう想そうの翼つばさをはためかせていました。リリさんと話しているのに失礼でしたね。すみません。でも、私たちカプ厨ちゆうはそういうところがあるっていうか、リリさんもそういうところあるでしょう？　ですから、許して──」

「永と遠わ」

　私が早口でまくし立てていると、リリさんは一言でその勢いを諫いさめます。

「久く遠おん君との古着屋巡めぐりは五時ぐらいには終わる予定です。いいですか、永と遠わ。そのあとは私と会ってくれませんか？　駅前の喫きつ茶さ店てん。わかりますよね？　あの喫きつ茶さ店てんです。そこで待っていてください。お話ししたいことがあります。いいですね、永と遠わ」

　リリさんの言葉は、私のような、軽く早い口調ではなく、重くゆったりとしたスピードで、私の耳に通っていきます。

　その目があまりに真しん剣けんで、首を横に振ふるなんて私にはできそうもありませんでした。

「はい。では、約束ですよ永と遠わ」

　思わず首を縦に振ふった私に、リリさんはそう言って朗ほがらかに笑うのでした。私はこの笑え顔がおが弟にも向けられるだろうと思うと、胸が締しめ付つけられ、ひどく痛むのでした。何な故ぜなんでしょうね。




　デート当日。時間は正午を回ったばかり。

　待ち合わせの時間には程ほど遠とおい時間ですが、何も手につかず、何も考えられず、気づけば私は待ち合わせ場所に来ていたのでした。

　青あお春はる駅の小さなロータリーの周りには、個人で経営しているであろう、商店が点在しています。その中でも特段寂さびれていて、そこそこケーキが美お味いしいお店……それが喫きつ茶さ店てん「アトム」です。

　店内に入ると、如い何かにも愛あい想そのなさそうなひげもじゃの店長が、小さな声で入店を歓かん迎げいしてくれます。内装は至って普ふ通つう。洋風でいかにもな、喫きつ茶さ店てん。

　店長の趣しゆ味みであろうロボットのプラモデルが異い彩さいを放ちますがそれはそれ。問題は店内に流れる音楽。古今東西のアニソンを店内の雰ふん囲い気きとは関係なく垂れ流します。ここで大半の女子高生は二度とこの店に来ない決意をします。

　ですが、あまりにもアンバランスなこの店の雰ふん囲い気きに私は惚ほれこんだのです。

　まるで自分の部屋に籠こもっているような安心感がこの店にはありました。全く話しかけてこない無む干かん渉しようの店長。ミスマッチな音楽。微び妙みように洒落しやれている内装。適度に美お味いしいお菓か子し。ほとんどの人にとってこの店はアウェーかもしれません。それでも、私にとっては文字通りホームだったのです。

　私が小学校低学年だったころに偶ぐう然ぜん見つけたこのお店は、私の第二のホームと言っても過言ではないほどです。辛つらいときや、悲しい時、ネガティブな気持ちになると、私は度たび々たびここにやってきては心の疲つかれを癒いやしていました。

　私は窓まど際ぎわのお気に入りの席に座ります。注文は、いつものココアとショートケーキ。ふと、外を見れば、今にも雨が降りそうな曇くもり模様。

　二人のデートは大だい丈じよ夫うぶでしょうか。雨に降られなければいいのですけど。

　デートのことを考えると気持ちが暗くなっていきます。最初はあんなにも期待したはずなのに上う手まくいかないものです。

　どうして、リリさんは私をここに呼んだのでしょうか。弟と二人でやってきて「これからは二人の時間を大切にするので、永と遠わとは遊べません」なんて言われたらどうしましょう。数年前に戻もどるだけのことです。戻もどるだけのことですが、一度手にしたものを失うのは、耐たえ難がたき苦しみです。

　私は昔から人と人の触ふれ合あいを見ることが大好きでした。そのくせ、いざ自分がその対象になると、怯おびえ、離はなれようとします。人との距きよ離りが近すぎることに嫌けん悪おを覚え、私は人と距きよ離りをとるようになりました。ですが、リリさんと過ごすうちにいつの間にか大切なものを抱かかえていたようです。

　そう言えば、リリさんとの出会いもこの喫きつ茶さ店てんなのでした。今日のような曇くもり空ぞらで、私の気分も同じような空模様でした。




　あれは青あお春はる高校に入学して半年ほど経たったころだったと思います。

　その日、私は学校でつい余計なお世話をしてしまいました。

　誇ほこらしい気持ちになれるほど私の心臓は強くなく、明日から何を言われるか憂ゆう鬱うつで仕方ありません。なるべく蚊か帳やの外でいたかったのに。

　億おつ劫くうな気持ちを抱かかえながら、私が喫きつ茶さ店てんの扉とびらを開くと、普ふ段だんは私以外制服を着た人などいない店内に、制服を身にまとった少女が一人。あまりに場ば違ちがいな雰ふん囲い気きの金きん髪ぱつの美少女でした。

　私はすぐにその少女がリリ・ミシェーレその人だとわかりました。何せ彼女はちょっとした青あお春はる高校の有名人。入学当初から、そのルックスと柔にゆ和うわな仕草、流りゆう暢ちような日本語とコミュニケーション能力も高い完かん璧ぺき美少女として名を馳はせていたからです。

　彼女は、たまたま私のお気に入りの窓まど際ぎわの席に座って、窓から空をボーっと見ていました。私は、何となく彼女の隣となりの席を選んで、話しかけるでもなく彼女の様子を見ることにしたのです。

　彼女の目は虚こ空くうを見つめていました。外の景色を見ているのでしょうか。とても無防備で、それでも近寄りがたい神秘的な雰ふん囲い気きを身にまとっています。私もよく外を見ては、様々な人の営みを観察しますが、彼女にもそういう趣しゆ味みがあるのかもしれません。

　彼女の様子はまるで、絵画の一部。彼女の周りだけ額がく縁ぶちで切り取ったかのような溝みぞがありました。彼女はテーブルに頰ほお杖づえをついて、微び動どうだにしません。

　俄が然ぜん興味の湧わいた私は、思わずノートとペンを取り出し、彼女を描かくことにしたのです。

　驚おどろくべき衝しよう動どうでした。そのような衝しよう動どうは滅めつ多たにありません。イチャイチャしているカップルならともかく、一人きりの人間に興味を引かれるのは稀まれとしか言いようがありません。

　どうしてもこの空間を。彼女の空間を自分の記き憶おくに留とどめておきたかったのでしょう。写真を撮とれば簡単なことであったのに、きっと自分の手でこの空間を切り取りたかったんでしょう、私は絵で残すことに強いこだわりを持ってしまったのです。

　どれだけの時間が経たったでしょう。私には一いつ瞬しゆんの時間でしたが、外の世界では数時間が経たっていたようでした。彼女はその間ずっと私に気づくこともなく、同じポーズのまま空を、もとい自分の世界を覗のぞいていました。

　それでも、物事に永遠はありません。彼女はふと我に返り、そのポーズを解いてしまったのです。

「あっ……」

　私は思わず、声を漏もらしてしまったのです。あまりにも勿もつ体たいなくて。

　せっかく彼女だけが切きり抜ぬかれた空間が一いつ瞬しゆんでぐちゃぐちゃに外の空間と混じってしまいました。あまりにそれが切なくて、私は思わず席を立ち

「あ、あの！　もう少しさっきのポーズでお願いします！」

　と、彼女から見れば意味不明なお願いをしてしまいました。

　私は一いつ瞬しゆんで我に返り、なんてことをしてしまったのだろうとパニックになってしまいました。そもそも、こんな積極的なことをするタイプではないのです。ただ、衝しよう動どう的てきに自分でも思っていない行動に出ることがあるのです。今日もそれが嫌いやになってここに来たのに、一日に二回もやってしまったことに、更さらなる自己嫌けん悪おに陥おちいりました。

　そうやってぐるぐる感情が巡めぐっているのが顔に出ていたのかもしれません。

　彼女は私の顔を楽しそうに見ていました。

　その顔は、先ほどまでとは違ちがった、温かさがありました。世界が彼女を温かく包み込み、先ほどまで世界に拒きよ絶ぜつされたように存在していた彼女が、確かにこの世界の一部として存在しているのだと私に確信させるのです。

「あ、あの。す、すみません。突とつ然ぜん、へ、変なこと言って」

　私がしどろもどろになりながらようやく言葉を紡つむげば、彼女はその様子が可お笑かしかったのか、クスクスと笑って。

「さっきのように窓の外を見ていればいいんですね？」

　そう言って、先ほどのポーズに戻もどったのでした。

　あまりにあっさり私の要求をのんだ彼女に、私は更さらに頭がこんがらがりました。表にこそ出さなかったものの心の内は大混乱で、内部の緊きん急きゆう修理のために私の外部は完全にフリーズしてしまったのです。

　私がフリーズしていることに気づいたのか彼女は

「どうしたのですか？　私を描かないの？」

　と挑ちよう発はつ的てきな瞳ひとみで尋たずねてきたのです。

　気づかれていた！

　そのことに、私は体温が急きゆう上じよう昇しようしていくのを全身で感じました。きっと顔は真っ赤になっていたと思います。

　それと同時に私の中の反発心が、むくむくと起き上がり、ここで一発言ってやれ、と私をせかします。

　私は大きく深呼吸をして一言、

「いえ、描かせていただきます！　完成した暁あかつきには貴女あなたに贈おくらせていただきますから！」

　思ったより大きな声が出ました。

　彼女は私の答えに満足したのでしょう。

「ウィ」

　と一言、返事をして、窓の外に視線を戻もどしたのでした。

　それから、最初に感じた雰ふん囲い気きを彼女が持つことはそのあと一度もなく、私の絵は中ちゆ途うと半はん端ぱな完成度になってしまったけれど、私は後日、家で彩さい色しきを施ほどこしたその絵を彼女に贈おくったのでした。




　それが私とリリさんの最初の出会い。

　そう言えば、この場所に来たのも久しぶりだと思い出します。リリさんに出会ってから、私は随分明るくなったようです。

　やっぱり、私にはリリさんは必要だ。

　そう私は結論づけます。

　確かに、いつかは失うものです。どんなものでも。でも、今じゃない。今は、その時ではない。

　見苦しいかもしれないけれど、お願いしてみましょう。リリさんは優やさしいから、きっと私のわがままも許してくれるはずです。

「よし、いっちょ頑がん張ばりますか」

　気合を込めて、私は立ち上がります。

「きゃっ！」

「きゃ？」

　声のする方を見れば、そこにはリリさんが驚おどろいた表情でいるではありませんか。頭の中にクエスチョンマークが出たり消えたりします。どうしてここにいるのでしょう。まだ、時間ではないですよね。

　気になり店内の時計を見てみれば、すでに針は六時を回っており、外はすっかり暗くなっていました。

「え？　もうこんな時間！　リリさん、どうして声をかけてくれなかったん──」

　リリさんの様子に私は思わず言葉を途と中ちゆうで止めてしまいました。

　リリさんの手にはスケッチブックとペン。

　何となく、彼女が声をかけなかった理由に気づいてしまいました。

「あの、何時ごろから来てました？」

「……三時ぐらいから」

　リリさんは恥はずかしそうにスケッチブックで顔を半分隠かくしながら答えます。

　三時って随分前じゃないですか。

　そもそも五時ぐらいまでかかると言っていたのに。

　私何か変なことつぶやいてませんでしたかね。

　それよりも、どうしてこんなに時間が進んでいるのですか。

　そんなに時間かけて空想してました私？

　頭の中をぐるぐると思いが浮うかんだり消えたりします。

「あの……」

「はい！」

「せっかくなので、さっきのポーズに戻もどってくれませんか？」

　何がせっかくなのかわからないですが、私はリリさんに言われた通りに着席、先ほどのポーズをとろうと──どんなポーズとってましたっけ？

　私は、目でリリさんに訴うつたえます。

「肘ひじをテーブルについて。そうそう。手は顎あごとほほの間に。顔を支えるように。窓の外を見て。そうです。それです」

　リリさんの言う通りに私はポーズをとります。あの時と同じように。あの時と配役は逆ですが。

「リリさん」

「何ですか？」

「少し、しゃべってもいいですか」

「……その姿勢を崩くずさないでくれるなら」

「では、少しお話ししますね」

「ウィ」

「私、リリさんとずっと仲良くしていたいです」

「……ウィ」

「こうやって、お婆ばあちゃんになってもずっと一いつ緒しよに」

「ウィ」

「弟と結けつ婚こんしても、私のことずっとかまって欲しいんです」

「ふふふ……ウィ」

「わがままかもしれないですけど、リリさんぐらいにはわがまま言いたいというか……ダメでしょうか？」

「スィ。駄だ目めではないです」

「良かった。それだけは伝えたかったんです。私の弟は一見チャラチャラしていますが、なかなかに芯しんの通った男です」

「ウィ」

「身長は低いですが、心は大きい男です。顔は弱々しいですが、中身は強い男です」

「ウィ」

「デートの時は連れん絡らくを。私も協力します」

「……ウィ」

「それで、弟とデートしたら、私とも遊んで欲しいなって……ダメでしょうか？」

「ふふふふ。ダメではないですよ」

「良かった。家族ともどもリリさんにはお世話になりっぱなしですね」

「ふふふ。そんなことはないのですけど」

「そんなことはあります」

「……永と遠わ。私もいいですか？」

「はい」

「私、久く遠おん君とは結けつ婚こんしませんよ？」

「はい？」

「永と遠わもなかなかに姉バカですね。私は久く遠おん君とはお付き合いしませんし、今日もそれを伝えるためにデートしたのです」

「ええええ!?」

「久く遠おん君は永と遠わの言う通り、とてもチャーミングな男性ですけど。私には好きな人がいますのでお断りさせていただきました」

「好きな人！　いるんですか！」

「こっちを見ないでください永と遠わ。姿勢を崩くずしてはなりません。はい、そうです。そのように。……私はですね永と遠わ、その話をしようと思ったんですが、やっぱりやめました」

「何な故ぜ!?　私、リリさんのコイバナ興味ありますよ！」

「永と遠わ。ポーズが崩くずれています。もう、すぐに興奮するのは永と遠わの悪い癖くせですよ。私も？　ええ、そうですね。私もそういうところがあります。……私はですね永と遠わ、まだその時ではないなと思っただけです」

「どうして？」

「そう思ったんですー」

「そんなー」

「ねぇ、永と遠わ」

「何ですか？」

「私も願っています。二人がお婆ばあちゃんになっても、どちらかが死ぬその瞬しゆん間かんまで、私は永と遠わと一いつ緒しよにいたい」

「……」

「おや？　照れてますか？」

「て、照れていません！　よく、そんなこと真顔で言えますね！」

「真顔ではないんですけど……」

「え？」

「永と遠わ！　こっちを見ないでください！　姿勢は崩くずしては駄だ目め！　絶対こっちを見ないでください！」

「むー」

「……これからもずっと一いつ緒しよにいてくださいね永と遠わ」

「……それはこちらのセリフですよリリさん」

　曇くもり空ぞらはいつの間にか、綺き麗れいな夜空に変わっていました。私の心をそのまま表すような、そんな天気。

　あの時、リリさんが見ていた景色を私も見ているのでしょうか。ただ一つ言えることは、見られていることを意識しだすと、この姿勢はどうしようもなく恥はずかしいです。

　あの時、よくリリさんは耐たえられたな。

　そうだ。あの時のことをもう少し思い出しましょうか。心の中を覗のぞいていれば、きっと恥はずかしさも軽減されるはずです。

　では、思い出に浸ひたりましょう。今度はもっと心ここ地ち好よさに浸ひたれるはずです。




　結局、自宅に戻もどったのは、九時近く。

　今日描いた絵は、くれるのかと思いきや、恥はずかしいから見せたくないとのこと。私の苦労は一体……

　そうやって徒労で重たい体を引きずり、玄げん関かんの扉とびらを開ければ、そこにはキメキメの如い何かにもデート用ですと言わんばかりの服装で弟が待っていました。

「た、ただいま？」

「……」

「……何さ」

「……」

　無言です。

　私の問いに弟は沈ちん黙もくで返してきます。心なしか、怒おこっているようにも見えます。それはそうでしょう。弟を振ふった相手と、私は長時間会ってたわけですから。

「姉貴、言いたいことがある」

「ご、ごめんなさい？」

　つい謝ってしまいました。

「そのごめんなさいは何についてだ」

「え？　あの、リリさんを途と中ちゆうで奪うばってしまう形になってしまって、てきな……でも、ほらまだチャンスはなきにしもあらずっていうか……男なら振ふり向むかせてみせい……みたいな？」

「……はぁ」

　ものすごい溜ため息いきをつかれました！

　どうして？

　私、変なこと言ったでしょうか？

「これは、リリさんひよったな……」

「？」

「何でもないよ糞くそ姉貴」

　弟が！

　私の弟が反はん抗こう期き！

「とりあえず、俺が怒おこっている理由を姉貴が知るのは当分先の話だ」

「え！　なんでさ！　振ふられて落ち込んでるんじゃないの!?」

「俺は振ふられて落ち込んではいない！　つうか、それ直接聞くなよな！　俺じゃなかったら喧けん嘩かもんだぞ？」

「久く遠おんだし……」

「よく理解してらっしゃるな！　馬鹿姉貴！」

「あー！　また馬鹿って言ったな！」

「馬鹿は一回目だ！　糞くそ姉貴！」

「あー！　糞くそは二回目だぞ！　知ってるぞ！」

「……はぁ」

　またやたらと強力な溜ため息いきをつかれてしまいた。姉としての威い厳げんがどんどんなくなっていくような……？

「リリさんも苦労するよ、こりゃ」

「？　どうしてリリさん？」

「そういうところだよ。馬鹿姉貴」

「あー！　また馬鹿って言ったな！　私は馬鹿って言ったことないのに！」

「馬鹿は馬鹿だ糞くそ姉貴。いつか、俺の言ったことがどれだけ正しかったかよくわかるはずだ！」

　そう言って、弟は私の背を向けると

「そうだ。言い忘れてた。頑がん張ばれよ糞くそ姉貴」

　捨すて台詞ぜりふを残して、いなくなったのでした。

　どうしてリリさんが苦労するのか。何を私は頑がん張ばるのか。全くわかりません。わかりませんが、久く遠おんの言うことです。あの男の言うことはよく当たるのです。











四章　（女子×女子）←女子












　私たちが青あお春はる高校の生徒になって二回目の夏が近づいています。

　梅つ雨ゆが明け、私たちを照らす太陽は日に日にさんさんと輝かがやき、私たちの汗あせはだらだらと垂れ流されるわけです。女子高生の汗あせ……売れますかね？

　まだ夏本番というわけでもないのにこの暑さ。普ふ段だんべとべとにくっつくべきカップルたちもその暑さ故ゆえか距きよ離りが遠い、遠い。

　汗あせだくの自分に近づいてもらいたくない乙おと女め心ごころやら男心は、美お味いしいっちゃ美お味いしいですが、イチャイチャ度はどうしても下がってしまう困りものです。

　それはそれとして私の今いる恋れん愛あい相談室はクーラーガン回しなので、非常に快適です。

　平成生まれで良かったと思いつつ、そも地球温暖化さえなければクーラーがなくても快適に過ごせるのでは？　と脳内に疑ぎ問もん符ふが浮うかんでしまい、これがマッチポンプかと一人納なつ得とくした次し第だいです。

　どうでもいい？　どうでもいいですね。

「やはり、クーラーはいいですね。運動系の部に入らなくてよかったと改めて思います」

「永と遠わは運動神経が壊かい滅めつ的てき──こほん、人様に見せられるレベルでないですから、どちらにせよ運動系の部には入らなかったと思いますよ？」

　リリさんはすっかり夏服です。白い半そでのシャツにキラキラ光る金色の髪かみ、美少女は何を着ても似合いますね。

「リリさん。それ、どこを言い直したのですか？　罵ば倒とうの内容に変化がないのですが？」

「バスケットボールのパスを受け取ろうとして突つき指ゆび、バレーボールのサーブを打とうとして突つき指ゆび、サッカーのキーパーでバックパスを取ろうとして突つき指ゆび、三か月連続で突つき指ゆびする人初めて見ました……」

　ちなみに、三か月後柔じゆう道どうの授業で突つき指ゆびをしました。安心してください、全部違ちがう指です。

　最近は「お前はケガするから体操と筋トレをしなさい」と一人別メニューです。

　──ストレッチ中に腰こしを痛め、今は療りよう養よう中ちゆうです。

「腰こしはどうですか？」

　リリさんは不安そうにこちらを見てきます。

「大だい丈じよ夫うぶですよ。むしろ運動の必要性を再さい確かく認にんした次し第だいでして」

「そうですね。私の目標としては、永と遠わと一いつ緒しよに山間部をサイクリングなのですが」

「まずは、補助輪を外すところからですね……」

　未いまだに私の自転車には補助輪がついています。

「サイクリングはいいですよ永と遠わ！　肌はだを撫なでるたおやかな風、木々のざわめき、爽さわやかに流れる汗あせ……趣おもむきがあるとはああいうことを言うのです」

　リリさんは休日に山やら海やらに繰くり出だし、サイクリングだけして戻もどってくるという、なかなか相あい容いれない趣しゆ味みをお持ちです。

　一度やってみればわかるとはリリさんの談ですが、しんどいのがわかっているので一度たりとももやりたくないというのが私の談です。

「汗あせ……今、サイクリングしたら滝たきのような汗あせが出そうですね」

「ちゃんと水分補給すれば問題はないです」

「でも、服がべたつくじゃないですか」

「サイクリングの時だけ着き替がえれば問題ないですし、大体この気温だと歩いているだけで滝たき汗あせですよ？」

「熱ねつ中ちゆう症しようが怖こわいなぁ」

「もう！　ああ言えばこう言う！　私とサイクリングに行きたくないならそう言えばいいじゃないですか」

　めんどくさい彼女みたいなこと言いだしました。

「違ちがうんですよ!?　サイクリングが嫌いやなだけであって、リリさんが嫌いやなわけではないです」

「サイクリングを否定するということは私を否定するようなものです永と遠わ！」

　ええ……めんどくさい彼女の度合いが増したんですけど……。

「サイクリングと自分を同一視するのは危険ですよリリさん。それはもうサイクリング依い存ぞん症しようです。依い存ぞん症しようから脱だつするために私と一いつ緒しよに脱だつサイクリング生活を始めましょう」

「ああ！　もう！　そうやって言い訳ばかり！　永と遠わは一生突つき指ゆびしていればいいのです！」

「残念ながら体育の授業は高校で卒業なのです！　高校を卒業したら私は自由なのです！　運動をしない自由を行使できるのです！」

「これはまずいです。私がどうにかしないと、永と遠わが不健康極きわまりない自律神経の乱れに悩なやむ今時オタク女子になってしまう……！」

「オタク女子に失礼では？」

　こうやって他愛のない雑談をできるのもあと少しなんだなぁとしみじみ思います。

　何な故ぜならば恋れん愛あい相談室の静けさは嵐あらしの前の静けさだからです。

　どうしてそんなことがわかるのかと言いますと、夏休みまでおよそ一か月だからです。

　え？　意味がわからない？　仕方ないですね。一から説明しますよ？

　まずですね、夏休みです。

　夏休みと言えば、知らぬ間にカップルが成立し、夏休み明けに驚おどろかされる季節なのですね。如い何かにも地味っぽい女子が夏休み明けに、垢あかぬけて、ついでに髪かみの色素も抜ぬいて登校するのは男ができたからです。私たちはそこに文脈を感じるわけです。

　つまり、夏休みとはカップルが成立する一大イベントなのです。

　夏休みに向けて恋れん愛あい相談室が活気づくのは自明の理なわけです。

　実のところ私も、リリさんも内心ワクワクが止まらないのです。テンションの高さもうざさも三割増しです。

　そして！

　今、扉とびらをノックする音が高らかに教室に響ひびきました！　へい、大将！　出番だぜ！

「どうぞ～！」

　大将──もといリリさんの声も心なしか上ずっています。

　これから相談者の嵐あらしだから気を引ひき締しめるぞ、という心意気が若じやつ干かん空回りしている様子が可か愛わいらしいです。

「失礼します！」

　相談者にしては珍めずらしい、はっきりとした声で、サイズの小さな女子高生が入ってきました。二つに分けたおさげ髪がみは小さい彼女にぴったりです。身長が高かったり、顔が老ふけてくるとこの髪かみ型がたにしづらくなるんですね。小学生ぐらいの女の子だとぴったりなんですけど、高校生でこの髪かみ型がたが似合う子は珍めずらしいです。

「どうぞ座ってください」

「ありがとうございます！」

　ちょこんと座る彼女を改めて拝見しますと、気の強そうなつり眉まゆが目立ちます。眉まゆ毛げがきゅっと眉み間けんに寄っていて、緊きん張ちようしているのかもしれません。眉み間けんに皺しわが寄るとはこういうことを言うのでしょう。

「あら？　確かこの前お話しした一年の……」

「はい！　一年の月つき合あい加か奈なと申します！　よろしくお願いします！」

　どうやらリリさんと面識があるようです。で、あるならばと私は席を立ち紅茶の準備です。

「では、私は紅茶を入れてきますね」

「ウィ！　お願いします」

　こういう人間観察はリリさんに任せるに限ります。

　私の予想はあまり当たりませんしね。

「あっ！　ちょっと待ってください！」

　私が立ち上がった途と端たん、月つき合あいさんが謎なぞのストップ要よう請せい。

「はい？」

　今、月つき合あいさんが呼び止めたのは私ですよね？

　私の勘かん違ちがいじゃないですよね？　リリさんを呼び止めたのに、私が返事している状態じゃないですよね？

「永と遠わ。大だい丈じよ夫うぶです。呼び止められたのは永と遠わですよ」

「……顔に出てました？」

「出てませんが、硬こう直ちよくしてたので」

　私は顔には出ないタイプらしいのですが、体には出るタイプのようです。

　硬こう直ちよくしている間は、普ふ段だんから鋭するどい眼がさらに鋭するどくなり、結構怖こわいようです。気をつけていたのですが、咄とつ嗟さの被ひ害がい妄もう想そうはなかなか改善しません。

「大だい丈じよ夫うぶでしたか？　私怖こわい顔してました？」

「いえ！　全く！」

　背筋をピンと伸のばし月つき合あいさんが答えます。眉み間けんには皺しわが寄ったまま。

　これは怖こわがっているのか緊きん張ちようしているのか微び妙みようなラインですね……

「それで、ここに来たということは相談があるのですよね？　どのような相談ですか？　永と遠わを呼び止めたということは永と遠わに用事ですか？」

「まさか！　私に用事のある人など！」

「いえいえ、永と遠わは自己評価が低すぎますよ？　確かに運動神経は壊かい滅めつ的てきですし、ネガティブですし、人の言うことを聞いてくれませんし、すぐ私を置いて妄もう想そうの世界に入ってしまいますけどね？」

「せめて自己評価が上がりそうな人物評をお願いします……」

「でしたら、改善の兆きざしを見せてください。私はいつ永と遠わと二人でサイクリングに行けるのですか？」

「リリさんの努力次し第だいですね……」

「もう……！　永と遠わも努力してください」

　いや、それは無理ですね。

「あの……いいでしょうか？」

　二人で話していたら、おずおずと手を上げる月つき合あいさん。

「あっ！　ごめんなさい、話の途と中ちゆうでしたね。どうぞ」

　リリさんが促うながします。確かにわざとではないとはいえ依い頼らい者しやを放っておいてしゃべりすぎました。

「お二人って付き合ってらっしゃるのですか？」

　月つき合あいさんから放たれる痛つう恨こんの一いち撃げき！

　ピシッという効果音がリリさんの方から聞こえた気がしました。時を止めるには十分な一いち撃げきでしたね！　やりますね月つき合あいさん！

「ははは。そんなわけないでしょうが」

　しかし、最近の女子高生は妄もう想そう癖へきがここまで進化しているのですね。同じ女子高生として見習わなければならないでしょう。ちなみに、私とリリさんに付き合っている要素はどこにもないです。残念でしたね。

「ねぇ？　リリさん？」

「え？　ノン、ノン！　そうですねん！　全くそんなことないわけですねん！」

　微び妙みように日本語がおかしいリリさんです。関西弁？

　よく見ると横顔が若じやつ干かん赤くなっていますし、クーラーがよく効いた教室で汗あせがだらだら流れています。

　──これは…………新しん陳ちん代たい謝しやが良いのですね！

　流石さすが、サイクリングが趣しゆ味みなだけあります！

　自律神経もさぞ自律しているのでしょう。

「しかし、先ほどの会話は私への牽けん制せいですよね？」

「牽けん制せい？」

「いえ、私が永と遠わ先せん輩ぱいに用があると思ったから、わざと仲良いアピールをしましたよね？　永と遠わ先せん輩ぱいとご自分はこれだけ仲が良いのよってアピールですよね？」

　悪徳令れい嬢じようみたいなムーヴですね。

「そうなんですか？　リリさん？」

「それ、私にダイレクトに聞いちゃいますか!?」

　リリさんが何な故ぜか驚おどろいています。

　リリさんは策さく謀ぼうを巡めぐらせるきらいがあり、言葉巧たくみに人の心を誘ゆう導どうするのは得とく意い技わざなので、あり得るのかなぁと思って聞いたのですが、リリさん的には予想外だったようです。

「妄もう想そうです！　妄もう想そう！　いくら私でもそこまではやりません！」

　近いことはやるんですね。わかります。知ってます。

「そうですか？　先週の放課後、永と遠わ先せん輩ぱいと藍あい先せん輩ぱいが話しているところに割って入りませんでした？」

「そんなところよく見てましたね！　ですが、してません！　そんなわざわざ割って入ったりしませんから？」

「それは、割って入らなくても藍あい先せん輩ぱいに盗とられる心配はないという余よ裕ゆうですか？」

　ぐいぐい来ますねさ月つき合あいさん。

「何ですこの子!?　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにもほどがありません!?　永と遠わと会話するのにいちいちそんなことを考えてませんよ!?」

「考える余よ裕ゆうがないほど永と遠わ先せん輩ぱいとの会話に夢中ということですね！」

　コペルニクス的発想の転てん換かん！　全く正反対の方向に攻こう撃げきをシフトしてきました。

　この子……やりますね！

「ああ言えばこう言う！　何ですか！　永と遠わの妹かなんかですかこの子は！」

　残念ながら私の家には妹みたいな格かつ好こうのできる弟しかいないですね。

「確かに私とリリさんは仲が良いですし、趣しゆ味みも一いつ致ちしていますが、そういう関係ではないですよ？」

　仕方がないので私が救いの手を差さし伸のべるわけです。

「いえ！　お二人はお付き合いしているはずです！　と言うかそうであって欲しいのです！　お二人は私の理想の恋こい人びと関係なのです！」

　月つき合あいさんの目がキラキラしています。まぶしー。

　さんざん自分以外のカップリングで楽しんできた私ですが、自分とリリさんがカップリングの対象になるとは想像していませんでした。

　ですが──

「ちょっと照れくさいですね、それは」

　リリさんと私は、友人ならともかく、恋こい人びと同士となると釣つり合あいが取れていないように思えるので、意外でもあります。

「むぅ。その反応。確かにお付き合いしているわけではなさそうです……残念」

　月つき合あいさんは唇くちびるを尖とがらせて本当に残念そうです。私の反応で瞬しゆ時んじに判断するあたり、リリさんと似た洞どう察さつ力りよくをお持ちなようです。

「リリ先せん輩ぱいの反応的に可能性はあると思ったのですけど……」

「あ～。リリさん自分が攻せめている時はイケイケなんですけど、自分が攻せめられる側になるとヨワヨワなんですよ」

「私は弱くなどありません！」

　そう言ってなお否定するリリさんはお耳が真っ赤なので、駄だ目め駄だ目めですね。いじってくださいと言わんばかりのりんごちゃんぶりです。

「耳が真っ赤ですよ」

　と言って、リリさんの耳を触さわってみます。

「ひゃう！　これは風か邪ぜです！　今日の私は熱っぽいのです！」

　飛びのくリリさん。元気百倍にしか見えない反応の鋭するどさです。

「大体ですね！　永と遠わはどうしてそんなに余よ裕ゆうがあるのですか!?　付き合ってますか？　と聞かれたら、もっと乱れるのが普ふ通つうでは!?」

「付き合ってないですし」

「そうですけども！　ご無体な！」

　意味わかって使ってるのでしょうか？

「まだ付き合ってないのは残念ですが、仲が良いのはわかったので満足です」

　月つき合あいさんはすっきりしたようでニコニコしています。

「どうしてすっきりしているのですか!?　え？　もしかして目的はこれですか!?」

　リリさんの声量が普ふ段だんの倍増しぐらいになってますね。面おも白しろい。

「はい！　前々からこれは……！　と思っていたのです！　そうしたら恋れん愛あい相談室なるものを運営しているというではないですか！　私、いてもたってもいられなくなって、来ちゃいました！」

　来ちゃいましたかー。ですが、この反応。やはり同族の香りがします。カップルやそれに近しいものを見つけては悦えつに入いる、そんな性せい癖へきを持ってしまった同族の気配です。

「まさか同じ穴の狢むじなですか？」

「同じ穴の狢むじな？」

「カプ厨ちゆうかどうかという話です」

「カプ厨ちゆう？　なんですかそれ？」

　全くの無知！　今時カプ厨ちゆうを知らないとは！

　驚おどろきました！　自覚なきカプ厨ちゆうさんでしたか！

「カプ厨ちゆうというのはですね。『ありとあらゆる人間の関係性を『愛』という形ではちょっと大おお袈げ裟さなので、肩かたの力を抜ぬいた、もっと大きくおおらかなものでまとめたもの』が好きな人です！」

「よくわかりません！」

　よくわりませんかー。即そく断だんできて偉えらい偉えらい。

「こう、仲の良い知的生命体が仲良しこよししている様子って楽しくないですか？」

「楽しいです！」

　満面の笑えみで、机から乗り出さんばかりの勢いで答える月つき合あいさんです。

　尻しつ尾ぽがあったら滅め茶ちや苦く茶ちやフリフリしてそうな反応しますねこの子。

「付き合いたての男女！」

「初うい々ういしくて良いと思います！」

「宿命のライバル！」

「熱くて良いと思います！」

「マックで下ネタで盛り上がる男子たち」

「可か愛わいくて良いと思います！」

「電車で誰だれ々だれがかっこいいと話し合う女子グループ！」

「遠くからニヤニヤ眺ながめていたいです！」

「犬とじゃれつく飼い主！」

「ずっと見ていたいと思います！」

「犬とじゃれつく犬！」

「よく動画で見ています！」

「リリさん！　この子有望株ですよ！」

　柔じゆう軟なんな感性、どんなものにも絆きずなを見み出いだす目ざとさ、カプ厨ちゆうに必要な要素を彼女はもう持っています。

「黒板とチョーク」

「……？　何か書くのですか？」

「ああ！　駄だ目めですね！　これは駄だ目めです！　黒板とチョークに関係性を見み出いだせないのであれば、駄だ目めですね！　駄だ目め駄だ目めですね！」

「リリさん黒板とチョークに関係性を見み出いだせるのは上級者です！　それができない人を否定していたら古ふる強つわ者ものしか残りませんよ！　というか私も締しめ出だされてしまいます！」

　古いにしえのカプ厨ちゆうはこれら無機物にも関係性を見み出いだしたと聞きます。チョークの白い棒の部分を黒板に何度も突つき立たてる行こう為いに興奮を覚えるそうです。黒板の音がきぃきぃ鳴るのもたまらないそうです。白い粉が零こぼれ落おちるのも趣おもむきがあるそうです。

　私には未いまだ届かない領域です。無機物はまだちょっと無理ですね……。

　──届いてどうするんだという話でもあるのですが……

「でも、黒板の強さに耐たえかねてポキッと折れてしまうチョークには、感じるものがあります。短いと折れないんですけど長いと折れてしまうんですよね」

　意味はわかりませんけど深い！　ディープ！

「リリさん！　この子才能の塊かたまりですよ！　私たちよりセンスが上です！　チョークにそこまで哀あい愁しゆうを感じられる子は貴重ですって！」

「はいはい。貴重ですね。貴重、貴重」

「凄すごい、隠かくす気もなく不ふ貞て腐くされてる……！」

　リリさんは肩かた肘ひじをついて、私は不ふ機き嫌げんですを隠かくす気もない有あり様さま。こんな不ふ貞て腐くされガールに誰だれがしたというのです？　これはこれで可か愛わいいのでズルいですね。

　そんなことを考えてると、月つき合あいさんが立ち上がり私に堂々と耳打ちしてきます。

「これは、私と永と遠わ先せん輩ぱいの仲が急激に良くなって不ふ機き嫌げんなのでは？」

　凄すごいです。

　堂々と自主規制なく耳打ちできる豪ごう胆たんさ。この子の言う通りだとしたら、耳打ちの様子を見てリリさんが怒おこるに決まっているのにこの行動力！

　この子やはり天才なのでは？

「何の話ですか永と遠わ！」

　ほら、怒おこりました。

「おお、本当に怒おこってます。月つき合あいさん、けっこう正解かもしれませんよ？」

「ですよね！」

「何が正解ですか！　教えなさい永と遠わ！　月つき合あいさんでもいいです！　教えなさい！　私を仲間外れにするなんて泣きますよ！」

　少し目が潤うるんでるあたり、マジな感じです。

　リリさんは表情がコロコロ変わって本当に楽しいですね。カプ厨ちゆうな私ですが、リリさんは単独で推おせますね。長年いなかった私の推おしキャラがようやく埋うまりました。おめでとうリリさん。

「永と遠わ！　何緩ゆるんだ顔をしているのですか！　あなた一人で楽しそうにしているなんて羨うらやましい！　何を考えているのか教えてください永と遠わ！　後生ですから永と遠わ！」

「凄すごいですリリ先せん輩ぱい。私、永と遠わ先せん輩ぱいの表情の変化に全く気づきませんでした。どこが変わっているんですか？」

　いつの間にかリリさんの隣となりに移動している月つき合あいさん。

「え？　いや、あの口角を見ますと、ちょっとだけいつもより上がっています。あと目め尻じりですね、ちょっとだけ下がってます。あとこれはわかりにくいのですが、少しだけ鼻の穴が大きくなります」

　最後の部分が滅め茶ちや苦く茶ちや気になるんですけど！　私の鼻の穴、大きくなってます!?

「凄すごいです！　何がすごいって、全然全く全てわからないのに、まるでわかりやすいものとわかりにくいものがあるような言い方！」

「まぁ、これぐらい永と遠わの友人を続けていれば誰だれでもわかりますよ」

「いえいえ、そんなの絶対わかりません！　これは永と遠わ先せん輩ぱいをよく見ているリリ先せん輩ぱいだからこそできる芸当だと思います！」

「いやいや、そんなことはないですよ」

「いえいえ、そんなことはありますよ」

　リリさんが調子に乗り始めています。

　怖こわいですね。

　何が怖こわいって、今調子に乗らせているのは月つき合あいさんですからね。明らかにコントロールされた業わざ前まえです。調子に乗るだけ乗らせて相手を油断させ、そうなってしまえばあとは落とすだけです。

「これは永と遠わ先せん輩ぱいが大好きだからこそできることですね！」

「そうです大好きだからこそ──はっ！　違ちがいますよ！　友人としてだからですからね！」

　もう駄だ目めそうです。

「そういう意味で聞いたのですけど？」

「そういう意味で聞きましたかー！　大好きって表現をそういう意味で使いましたかー！　随分大おお袈げ裟さですねー！」

「フランスでは普ふ通つうなのではないですか？」

「普ふ通つうじゃないですー！　フランス人だって奥ゆかしいところもありますー！　偏へん見けんー！」

　普ふ段だん、フランスは、フランス人はって言っている人のセリフではないですね。

「しかし、月つき合あいさんはなかなかやりますねぇ！　リリさんがここまで防戦一方なのは初めてでは？」

「何言ってるんですか！　私は負けていませんし、今も攻こう撃げき中ちゆうです！」

　リリさんはガルルとうなりながらこちらを睨にらんできます。

　忠犬月つき合あいさんと猛もう犬けんチワワのリリさんって感じで楽しいです。

　チワワってあの容姿の割にかなりわがままらしいですね、飼い主になかなか懐なつかないし、よく吠ほえるそうです。でも、それって気高い精神の表れだと思うんですよね。だからこそ、人間にはそう簡単に懐なつかないし、自分の気高さをアピールするために吠ほえるわけです。

　そう、つまり今のリリさんはチワワなわけです。

　自分は凄すごいんだぞ、後こう輩はいなんかには負けないんだぞって必死にアピールしているわけですね。よりにもよって月つき合あいさんは主人によく懐なつくトイプードルだったわけです。

　このライバル登場にリリさんは気が気でないんですね。わかります。

「永と遠わ！　今失礼なこと妄もう想そうしましたね！」

　リリさんがプンプンスカスカしていますけど、これがチワワだと思うと可か愛わいいものです。頑がん張ばってトイプードルと喧けん嘩かしてくださいね。そのうち二人の間に友情が芽生え、主人である私を無視し始めるのも良いかと思います。

　いやいや、無視されるのはちょっと嫌いやですね……前もこんなことで弟を煽あおってひどい目にあった気がします。危ない危ない。

「リリさん……ご主人を捨てるような真ま似ねはやめてくださいね……」

「主人とは何です!?　私、まだ結けつ婚こんしていませんよ!?」

　リリさん、盛せい大だいに誤解していますね。

「いやいや、主人は私ですし、結けつ婚こんなんてさせませんって」

「永と遠わが主人!?　結けつ婚こんさせない!?　どどどどど、どういう意味です!?」

　おかしいです。

　せっかく誤解を解いたはずが、リリさんはこれ以上ないほど混乱しています。手が高速でうじゃうじゃ動いてますし、顔の汗あせも酷ひどいものです。

「クーラーの温度下げましょうか？」

「そこでその心こころ遣づかいは何なんですか!?　下げてください！　とても暑いです！　誰だれのせいですか！」

「私のせいでしょう？」

　私はクーラーの温度設定を下げながら答えます。

「わかっていたのです!?　ならば、どうしてこんな仕打ちをするのです！」

「どうしてなのかはわかってないんですけど……」

「理由もわからないのに謝罪する彼かれ氏しみたいな真ま似ねを！」

「そういうことする人いますよね！　謝罪しておけば許されると思っているんですよ！　最低ですよね」

「永と遠わはまだ謝罪してませんものねー。適当謝罪彼かれ氏しよりは全然マシですねー。底辺と比べられている自覚はありますか？」

「リリさんなら大たい抵ていのことは許してくれますし……」

「無む駄だに信用が高いです！　嬉うれしいですけどもっ！　この振ふり上あげた拳こぶしをどこに下ろせばいいのですか！」

「その拳こぶしをそのまま月つき合あいさんに振ふり下おろしまして、月つき合あいさんを怒おこらせてください。そんでもって月つき合あいさんは怒おこり返かえして殴なぐり返かえす。あっ！　もちろん手加減してくださいね？　ポカポカという擬ぎ音おんが出る感じでお願いします！」

「永と遠わ！　その様子は、また勝手に私を妄もう想そうに使いましたね!?　相手は月つき合あいさんですね！　どういう妄もう想そうをしたんですか！　事と次し第だいによっては許しません！」

「チワワとトイプードルの友情物語」

「うーん！　八十点です！　犬種の違ちがう犬同士の友情というわけですね。主人は永と遠わということですか？　私と月つき合あいさんが犬ということでしょうね。悪くはありません。ちなみにどっちがチワワですか？」

「リリさんです」

「……五十点に変へん更こうです」

　どうやらリリさんはチワワがお気に召めさないようです。

「チワワと言えばプライドが高いことで有名ですが、リリ先せん輩ぱいにもそういうところが？」

「月つき合あいさんは本当に凄すごいですね。どうして、そんな簡単に地じ雷らいを踏ふめるのでしょうか？」

「地じ雷らいですか？　それほどでも？」

「褒ほめてないです。今時、地じ雷らいというスラングを知らない子がいるとは思いませんでした」

　この子の育った環かん境きようが気になってきたのですが。

「永と遠わが私のことをプライドの高い女だと思っていたことは許しましょう。私は確かにプライドの高い女です。問題は永と遠わ。地じ雷らいを簡単に踏ふんでいるのは月つき合あいさんだけではありません。貴女あなたもです！　永と遠わ！」

「知ってますとも！」

「自覚があってこの行動！」

　リリさんが頭を抱かかえています。

　私が知らず知らずのうちに人の地じ雷らいを踏ふんでしまうのはよくあること、ですので普ふ段だんは黙だまっている私なのです。リリさんは地じ雷らいを踏ふんでも許してくれるので大だい丈じよ夫うぶなのです。

「信しん頼らいと友情の証あかしです」

「嬉うれしいですけど～！　たまには私も永と遠わを振ふり回まわしたい～！」

　いやいや、かなり振ふり回まわされてますよ私。

　少し前のネットでの愚ぐ痴ち事件だって、リリさんに嫌きらわれたのではないかと気が気ではなかったのですから。

「……なるほど」

「つ、月つき合あいさん？　な、何を納なつ得とくしたのですか？」

　リリさんの聞き方に怯おびえを感じます。

　月つき合あいさんはリリさんが怯おびえるほどの強敵ということです。さらに言うならば、ネットの知識に毒されていないナチュラルな状態でこれです。修しゆ行ぎようを積んだらどれほどのカプ厨ちゆうになるのか、見当もつきません。

「あのですね、リリ先せん輩ぱいはあと一歩押しが足らないのだと思います。もっとぐいぐい押しても問題ないと思いますが」

「押しが足りない……？　これでも押しているつもりなのですが……？」

「全然駄だ目めです」

「全然駄だ目め」

「私の見た限り、リリ先せん輩ぱいは押し方が回りくどいのです。勝負は直球が一番だと、私の父が言っていました」

「つ、月つき合あいさんのお父さんはその手の話にお詳くわしいのですか？」

「いえ！　市役所で課長をやっております！」

「そ、そうですか。課長さんなら確かに一理あるかもですね……」

　リリさんと言えば『攻せめている時は虎とら、攻せめられている時は猫ねこ』で有名ですが、ここまでボロボロなのは久しぶりに見ます。

「ですので、どうでしょうリリ先せん輩ぱい！　私のアドバイス聞いてみませんか？　こう見えて恋れん愛あいの手引きなどは数冊読んでおります！　がっかりはさせません！」

「……はい？」

　リリさんは何言ってるんだこいつといった反応をしています。

　実際のところ、私も何言っているんだこいつと思っていますが、それはそれとして、大変面おも白しろそうなので

「それは助かります月つき合あいさん！　是ぜ非ひリリさんを鍛きたえてあげてください！」

　友人を売ることにしました。

「はい！　永と遠わ先せん輩ぱいのハートを打うち抜ぬけるぐらい頑がん張ばりたいと思います！」

「ちょ……！　月つき合あいさん！」

「いいでしょう！　私のハートは鋼はがねですよ！　簡単に打うち抜ぬけるとは思わないでください！」

　単体萌もえはしない私を萌もえさせたらたいしたもんです。

「では、早さつ速そくやって差し上げましょうリリ先せん輩ぱい！　ちょっと廊ろう下かで相談してきますね！」

「どうぞどうぞ」

　やばいです。滅め茶ちや苦く茶ちや楽しいです。

「ちょっと待ってください！　強いです！　思ったより月つき合あいさん力強いです！」

　リリさんが月つき合あいさんに腕うでを引っ張られていきます。

「当然です！　私弓きゆう道どう部ぶなので！」

「断言するほど弓きゆう道どう部ぶと力の強さに関係性はありますか!?」

　抵てい抗こう空むなしく、リリさんは教室の外に連れ出されてしまったのでした。




　ケース１




　リリさんが顔を真っ赤にしながら教室に飛び込んできます。

「せ、世界で一番大好きです！」

「恥はずかしがっているところは加点ですけど、全体的に言い回しが幼よう稚ちです。小学生ならベストですけど、私たちは一応高校生なのでそのあたりが減点ですね。もう少し知的な言い回しをお願いします。海外ドラマなどを参考にするのも良いかと？」

「編集者か何かですか!?　ものすごく恥はずかしいのですけど！」

「そこがいいんじゃないですか」

「私は嫌いやなんですけど!?」

　リリさん凄すごい汗あせですね。

「正直すぎましたか。流石さすがに真ん中ストレートは甘いということですね。次です、次。行きますよリリ先せん輩ぱい！」

「これ、何度もやるのですか!?　助けてください！　永と遠わ！　永と遠わ!?」

「いってらっしゃ～い」

「きゃあああああああああああああああ!?」

　奇き声せいをあげながらリリさんはまたも廊ろう下かに連れ去られていきました。




　ケース２




「つ、月が綺き麗れいですね」

「別に月は出ていませんが」

「裏の意味を！　裏の方の意味です！」

「裏の意味と表の意味の違ちがいが遠すぎます。意味の伝わらない比ひ喩ゆなど愚ぐの骨こつ頂ちようです。月が綺き麗れいですねと言われて、誰だれが愛の囁ささやきだと思いますか？　思うのは知識だけはいっちょ前なインテリ気取りだけです。私のことは一いつ般ぱん的てきな女子高生だと想定してください。一いつ般ぱん的てきな女子高生が月が綺き麗れいですねと言われてどきりとしますか？　しないでしょう。もう少し一いつ般ぱん人じんの視点に立って表現してください。あと、言葉だけで終わらせるのは勿もつ体たいないですよ？　せっかく、体があるのですからボディーランゲージも使っていきましょう」

「発想は私ではないのに、私がボロボロになっている気がします……」

　頭こうべを垂れるリリさん。

「大だい丈じよ夫うぶですリリ先せん輩ぱい！　私は全く大だい丈じよ夫うぶです！　まだまだいけます！」

「どうして貴女あなたはそんなに強いのですか!?」

「そんなことはないです……ですが、永と遠わ先せん輩ぱいの指し摘てきは非常にごもっとも。これで、燃えるなという方が難しいです！」

「二人だけで燃え上がって欲しいです……私のことは放っておいてください……」

　リリさんは抵てい抗こうもなく引きずられていきました。順調に抵てい抗こうする気が失うせているようです。




　ケース３




　おや？　今度は月つき合あいさんが先に出てきましよ？

「パパパ～ン、パパパン、パパパン、パパパン」

　突とつ然ぜん歌いだす月つき合あいさん。

　あっこれ、結けつ婚こん式しきでよく聴くやつです。

　そして、盛り上がるタイミングで現れるリリさん。

「あ、アイラービュ、フォエーバー……なしで！　これはナシです！　見ないでください！　恥はずかしいにもほどがあります！」

　そうして、リリさんは真っ赤なお顔を隠かくしてしまうのでした。

「リリさんの反応は初うい々ういしく加点してあげたいところなのですが、初うい々ういしさとか可か愛わいらしさで釣つろうとか、女の武器丸出しなのは個人的に減点です。誘さそい受うけって感じが嫌いやなので、私は受けじゃないぞ攻せめだぞって気き概がいが欲しいですね。あと、結けつ婚こん式しきのテーマを他の人にやらせるのは卑ひ怯きようです。二対一じゃないですか。侍さむらいなら堂々としてください」

「私は侍さむらいではないのですが!?　そもそも侍さむらいって卑ひ怯きようだろうが勝てばいいのだってイメージがあるのですが」

「それは戦国時代までの話です。私が言っているのは明めい治じ維い新しん前後の話なので」

「戦国時代と明めい治じ維い新しん前後で意味が変わるのですか!?」

　私の中では変わりますね。

「ですので、明めい治じ維い新しん前後の感じでお願いします」

「明めい治じ維い新しん前後の感じって何です!?」

「明めい治じ維い新しん前後の感じですね！　わかりました！　やってみます！」

「わかるのですか!?　日本人は明めい治じ維い新しん前後の感じがわかるのですか!?」

　正直、大半の日本人はわからないと思います。




　ケース４




「永と遠わさん！　アンタの為ためなら俺の命なんか惜おしくねぇ！　アンタの為ために俺はどんな奴やつだって切ってみせる！」

　リリさんが決め顔で決めポーズです。刀の代わりに箒ほうきを装備する万ばん全ぜんの構えですね。

「自分で言っといてなんですけど、趣しゆ旨しからズレ始めてません？」

　これでは最も早はや、別キャラです。

「……ここまでさせておいて、それを言いますか？」

「なかなかポーズは決まっていましたよ？」

「そ、そうですか？」

　あっ、結構昔から考えていたポーズですねこれは。思いがけず披ひ露ろうする機会ができたのでやってみたら、評判が上々で喜びの所在を探している表情をしています。

「ちなみに点数はいくつですか？」

「明めい治じ維い新しん前後の感じを意識して、命なんて言葉を使ったのだと思いますが、当時の人の命は超ちよう軽いので、軽い命を懸かけると言われても……って感じです。命を懸かけるならむしろ現代の方が重さが出てよいかもしれません。あと言葉に知性が感じられません。農民上がりではなく、地方武士ぐらいの知性は欲しかったですね。あっ、でもリリさんの一いち人にん称しようは良かったです。ギャップ萌もえってやつですね。次回もぜひ生かしてほしいところです。四十点」

「全然駄だ目めじゃないですか！」

「ポーズは良かったですよ？」

「これいつ終わるんです!?」

「私がドキッと来るか、月つき合あいさんが折れるかのどちらかですね」

「絶望的じゃないですか……」

「さぁ、さぁ行きますよリリ先せん輩ぱい！　方向性は摑つかめてきました！　あとは煮に詰つめるだけです！」

「…………はい」

　いよいよ引きずられることもなく、自ら歩いて付いていきましたねリリさん。




　ケース５




「永と遠わさん！　俺の家のことなんてどうでもいい！　俺と一いつ緒しよに逃にげてくれ！」

「惜おしい！　実に惜おしい！」

「ほ、本当ですか！」

「家のことを出すということは、それなりに家名のある武士なのでしょう。武士は、自分のことよりも家こそが何よりも大事です。そんな武士が家なんてどうでもいいと言う……これは重い！　俺っ子をそのまま貫つらぬいてきたのもグーです。全体的に育ちの良さそうな口調なのに、俺という一いち人にん称しようがエッセンスとして加えられることによって、荒あら々あらしさを感じさせます！　知性の中に感じさせる野性味……とてもいいです……」

「では、これで終了ということで……！」

　リリさんが目を輝かがやかせます。これから曇くもることも知らずに、良い笑え顔がおです。

「でも、親しさが足りません。これだと、私は仲が良いのか悪いのかわからないですからね。たいして話をしたこともない人間にこんなこと言われたら引きますよ？」

「そ、そんな……」

　がっくりと肩かたを落とすリリさん。

　希望から絶望へ。光を失う瞳ひとみ。これはたまりません。うへへへ。

「しかし、解決に至る糸口は完全に見えたと言っていいでしょうリリ先せん輩ぱい！　さぁ！　あと少しですリリ先せん輩ぱい！」

「……テンションが乱高下しすぎて寒気がしてきたんですが」

「クーラーの温度上げます？」

「いえ、どうせやる時は暑くなるんでいいです……」

　リリさんの背中が心なしか小さく見えます……。




　ケース６




　おや？　また月つき合あいさんから先に出てきましたよ？

　月つき合あいさん腕うでを後ろに組んで？　応おう援えん団だんか何かですかね？

「時は慶けい応おう三年！　大たい政せい奉ほう還かんが行われ、武士の時代が終わりを告げた、その年である！」

　なんか始まりました。

「男の名は、美み知し令れい百ゆ合り江え門もん！　激動の時代を潜くぐり抜ぬけ一代で財を成した商人である！」

　びっくり男と言い切りました。

「参った。しかし参った。これは人生最大の難題だ」

　芝しば居いがかった言い回しでリリさんが教室に入ってきました。残念ながら演技力には難ありのようです。微び妙みような棒読みが哀あい愁しゆうを誘さそいます。

「百ゆ合り江え門もんは人生最大の難題に直面していた！　時代の荒あら波なみを自身の知略で乗のり越こえてきた男でもこの難題には頭を抱かかえるほかなかったのである！」

「どうすれば、お、お永えいを嫁よめにできるのだ」

「そう！　男は幼おさな馴な染じみの下女中お永えいを嫁よめにしようとしていたのだ！」

　お永えいって私のことですかね？

「俺とお永えいでは身分の差が…………側そば女めにするか？　いいや、これからは亜ア米メ利リ加カや英吉利イギリスの文化がどんどん流入してくるだろう。側そば女めなど旧時代の遺物となっていくはずだ。そもそも俺はお、お永えい以外の嫁よめなど欲しくない！　何とかしなければ……」

　さっきからお永えいと呼ぶたびにひっかかるのですが。

「お永えいは町人の四女！　対して百ゆ合り江え門もんは商人の長子！　身分の差は歴然としていた！　しかし、この男諦あきらめる気など毛頭ない！　何な故ぜならば、これまでも男は諦あきらめたことなどなかったからだ！」

　月つき合あいさんのナレーション？　は、熱い語り口で良いですね。こうなってくると、演技がぎこちないリリさんとのギャップが辛つらいところです。

「そうだ！　亜ア米メ利リ加カは自由の国と聞く！　亜ア米メ利リ加カにわたることさえできれば、俺の願いが叶かなうのではないか!?」

「そう！　のちの岩いわ倉くら使し節せつ団だんである！」

　そう！　ではないでしょう!?　岩いわ倉くら使し節せつ団だんっていきなり日本史の重要ワードをぶっこまないでいただきたいのですが!?　私が歴史に興味ない子だったらどうする気だったのですか！

「百ゆ合り江え門もんは密ひそかに金を回し、岩いわ倉くら使し節せつ団だんの成立に寄き与よしたのである！　しかし！　岩いわ倉くら使し節せつ団だんの使節に百ゆ合り江え門もんの名はない！　何な故ぜなのか！」

　何な故ぜなのか！　って百ゆ合り江え門もんが架か空くうの人物ですからですよね。歴史小説みたいな流れになってきてません？

「結局のところ明治政府の中ちゆう核かくは武士……すなわち士族が担になっていたからである！　いくら金を積もうとも、商人の百ゆ合り江え門もんには血という超こえようのない壁かべがそびえていたのである！」

　リリさんが手て持もち無ぶ沙さ汰たになってません？　所在なさげに教室をきょろきょろ見てますよ？

「しかし百ゆ合り江え門もんタダでは転ばない！　百ゆ合り江え門もんはならばと法律を変えることを試みる！　そう！　これが四民平等である！」

　日本史の授業ですかこれは？

「法律を変えた。世間の目はまだまだ厳しいが、これで堂々と婚こん姻いんできるぞ！」

「しかし百ゆ合り江え門もん！　重大な事実を忘れていた！　なんと！　お永えいに想おもいを伝えていなかったのである！」

　茶番ですかね？

　おや？　リリさんが私の元にやってきて？　片かた膝ひざついて？　右手を差し出して？

「えっと……お、俺とともにこれからも歩んでくれないだろうか？　身分の差は俺が払はらった。後は其方そちらの想おもいだけ……全てを成しえてきた俺に最後の栄光をくれないだろうか？」

　おおおおう。これはドキッとします……！

「……はい！」

　私はリリさんの右手を取りました。思わず取ってしまいました。

「ここに！　百ゆ合り江え門もんの願いは成じよう就じゆした！　めでたし！　めでたし！」

　月つき合あいさんが拍はく手しゆをしながら私たちに近づいてきます。

「さぁさぁお二方！　互たがいに手を取り、行く先はもちろんはねむーん！　坂さか本もと竜りよ馬うまの真ま似ね事ごとではございますが、亜ア米メ利リ加カ行きの乗船券、ここに揃そろえてございます！」

　月つき合あいさんがポケットティッシュをくれました……。

　乗車券の代わりですかね？

「さぁ行こうお永えい」

「……はい！」

　こうして私たちははねむーんに出かけたのでした。めでたしめでたし。




「と、言いたいところなんですがね」

「……はい」

　リリさんが俯うつむき返事をします。

「全体的に設定に引っ張られ過ぎと言いますか、やることやりたいだけならここまで大おお仰ぎような言い回しは必要なかったですよね」

「……あの、永と遠わ。手を……」

「ですが、この大おお仰ぎような言い回しにこそ惹ひかれたのではないですか？　もし、設定を語らず、最後のセリフだけだったなら永と遠わ先せん輩ぱいは『はい』と言えましたか？」

「むっ……確かに一理あります。私としたことが完全にペースを握にぎられました。しかし、強ごう引いんにペースに巻き込んで勢いで押し切ってしまうのはズルいのでは？」

「あの……手……」

「強ごう引いんは悪ですが、押し切ってしまうことは決して悪いことではないと思います！　押してダメなら引けとはよく言いますが、押し続けるというのも一つの手なのです！」

「くう！　月つき合あいさんの言う通りです！　ですが、押しが強かったのは月つき合あいさんのナレーションであって百ゆ合り江え門もんではないですね？　それは百ゆ合り江え門もんのキャラクターで押し切れなかったのはどう説明します？」

「手！　手です！　永と遠わ！」

　リリさんの声で気づきました。

　私としたことがリリさんの手を強く握にぎりしめてしまっていたようです。慌あわててリリさんの手を放します。

「痛かったですか？」

「いえ、全く……」

　忘れていました。私は恐おそろしく非力だったのでした。握あく力りよくは二桁けたギリギリでした。じゃあ、なんでリリさんは苦情を？

「押し切れなかったのは確かです。しかし、準備時間も短かったですし、次回こそは永と遠わ先せん輩ぱいも納なつ得とくさせるものができ上がるかと思います！」

「次回もあるんですか!?」

　リリさん驚きよう愕がく。

「いいでしょう！　受けて立ちます！」

「受けて立ってしまうのですか!?」

　リリさん絶ぜつ叫きよう。

「それでは、また来週です先せん輩ぱい方がた！　来週までには完かん璧ぺきな脚きやく本ほんを用意してみせますとも！」

「いいでしょう！　二人で楽しみに待ってますよ！」

「私は待っていないのですが!?」

　こうして謎なぞの後こう輩はい、月つき合あい加か奈なは颯さつ爽そうと去っていきました。

　なんでこんなことになったのとか、どうしてリリさんが苦情を入れてきたのかとかいろいろあった気がしますが、概おおむねどうでもいいことでしょう。

　そんなことよりも来週の月つき合あいさんの脚きやく本ほんが待ち遠しいです。彼女はやはり光るものを持っています。

　ここに暴ばく露ろしましょう。最後の百ゆ合り江え門もんは私の性せい癖へきドストライクだったと！　私の思おもい描えがく理想の幼おさな馴な染じみに限りなく近いキャラクターでした。もう少し見たい。ついでに、リリさんが慌あわてふためく様子も、もっと見たいのです。ぐへへへ。




　その日の夜のことです。

　私が日課の作家巡めぐりをしていますと、トークアプリからメッセージが来るではありませんか。

『風か邪ぜをひきました。熱が出て危険です。明日は学校を休みますのでよろしくお願いします』

　リリさんからのメッセージでした。

　今日はむしろテンションバリ高で元気百倍百ゆ合り江え門もんだと思っていたのですが、どうやら消える前のロウソクだったようです。確かに今日はクーラーがよく効いていましたからそのあたりも関係あるかもしれませんね。

　明日は一人でご飯かと思うと大変気が重いですが、友人の健康には替えられません。

『それはお大事にしてください。何か買っていきましょうか？』

　リリさんの自宅の場所は知っていますし、何度かお邪じや魔ましたこともあります。リリさんの体調に気づかずにさんざん振ふり回まわしてしまったお詫わびに何か買っていってあげましょう。

『駄だ目めです』

　ものすごいスピードで『駄だ目めです』のスタンプが送られてきました。この、スタンプのキャラはライトノベル『飛ひ龍りゆうの調ちよう教きよ師うし』のヒロイン、レインちゃんですね。『駄だ目めです』が口くち癖ぐせのドラゴンライダーの女の子です。

　主人公はタイトル通り飛ひ龍りゆうの調教師なのですが、実はヒロインの元先せん輩ぱいでわけあってドラゴンライダーを引退してしまうのですよね。それで、ヒロインに自分の夢を託たくそうとするわけですが、そこに至るまでが大変じれったくてやきもきしたものです。

　先月の新刊で、ようやく二人の仲に進展が見られてホッとしたのもつかの間、ライバルのサンちゃんからも矢印が出始めましてさぁ大変です。

『妄もう想そうより返事を下さい！』

　怒いかりのスタンプとともにリリさんのお𠮟しかりのメッセージが来ました。リリさんはエスパーか何かですか？

『リリさんはエスパーか何かですか？』

『そんなことはどうでもいいのです。来ないでくださいね？』

『そう言われると行きたくなるのが人の性さがでありまして』

『勝手に主語を大きくしないでください！　永と遠わの性さがでしょうが！』

『しょうがないですね。わかりました』

『わかればいいんです』

『ちなみに明日食べたいものとかあります？』

『来る気満々じゃないですか！　駄だ目めです！』

　このメッセージの後に連打される『駄だ目めです』スタンプ。ここまで拒きよ否ひされるとすごく気になります。何としてもお見み舞まいに行きたい。私のお見み舞まいをお見み舞まいしてあげたい……。

　残念でしたねリリさん、私はひねくれた女、嫌いやと言われれば言われるほどモチベーションが軌き道どうエレベーターの如ごとく伸のび上あがるのです！

　──良い子は真ま似ねしては駄だ目めですよ？




　リリさんの自宅は青あお春はる市しの隣となり町まちにあります。

　お兄さんと一いつ緒しよに知り合いのお宅にホームステイさせていただいているとのことです。どうして一いつ緒しよにとか？　お兄さんの仕事は何なの？　とかいろいろ思うところはあるのですが、ほら、プライベートなこととか聞くのしんどいじゃないですが、主に私が。

　私の知っていることと言えば、お兄さんは滅めつ多たに家に帰ってこないし、家主のおじさん、おばさんはとても優やさしいというぐらいです。

　──優やさしいので、ちょっと話術を駆く使しすれば懐ふところに入れるんですよねーこれが。

　リリさんがお二人に何を言ったかは知りませんが、見事お見み舞まい申し上げてみせましょうぞ。

　というわけで、今、私はリリさんの家の玄げん関かん前に立っているわけです。

「ほう、ここがリリ先せん輩ぱいのご自宅ですか！　二階建ての一いつ軒けん家や庭付きとは！　もしやリリ先せん輩ぱいのご両親はお金持ちですか？」

　問題は月つき合あいさんが付いてきてしまったことですね。

　リリさんが休みだと知るや否いなや、私のもとに駆かけ付つけ、隙すきのないストーキングテクで付きまとわれてしまいました。お見み舞まい用のお菓か子し類を購こう入にゆうしスーパーから出た際に笑え顔がおで待ち構えられていた際には、清すが々すがしさすら覚えました。

「リリさんはホームステイでこちらに居い候そうろうしているのです。リリさんの両親が金持ちかは知りませんが、ここの家主は結構稼かせいでいるのでしょうね。ところで、本当についてくるのですか？」

「もちろんです！　リリ先せん輩ぱいが熱を出してしまったのもきっと昨日のやり取りが原因です。私にもその責任の一いつ端たんがあるのです！」

「そうですか？　ただの偶ぐう然ぜんと思いますけど」

「…………永と遠わ先せん輩ぱい、鈍どん感かんって言われることないですか」

「最近、事あるごとに弟に言われています」

「……先せん輩ぱいは先せん輩ぱいのままでいてくださいね！　その方が面おも白しろ──私もやりがいがあるというものです！」

「それ、言い直す必要ありました？　馬鹿にしてますよね？」

　その言葉にどういう意図があるのかはわかりませんが、馬鹿にしているのはわかりました。

「いえいえ、むしろ嬉うれしいのです。私の好みだなと思っていたお二人がさらに私好みの関係性を抱かかえていらっしゃるので、これはもうどこまでもお付き合いしないと」

　キラキラした笑え顔がおで語る月つき合あいさんは、好きなカップリングを語るリリさんと被かぶるところがあります。他人から見た私たちは、このような理解し辛づらい単語を並べ立てる変人なのでしょうね。

「ですが流石さすがに日常生活を脅おびやかすようなストーキングは駄だ目めですよ？　私をストーキングするなら私に気づかれないようにしてくださいね？　気になって月つき合あいさんの願う私ではなくなってしまうかもしれないので」

「それは心得ておりますとも！　決してお二人には気づかれぬよう、不ふ肖しよう、月つき合あい加か奈な！　全力で気配を消して御ご覧らんにいれます！」

　遠回しにストーキングなんてするなって言ったつもりだったのですが……まぁ、気づかないレベルならどうせ気づかないですしどうでもいいですかね。

　私は早々に説得を諦あきらめたのでした。

「では、参りましょう。ほれ、ぽちっとな」

　あまり玄げん関かん前で騒さわぎ続つづけるのはご迷めい惑わくでしょうし、さっさとインターホンを押しましょうね。

「おや？　永と遠わちゃんじゃない？　リリちゃんに用かい？　ごめんねぇ、リリちゃん風か邪ぜをひいてしまってね、うつしたら悪いから、今日は帰ってもらえる？」

　インターホン越ごしにおばさんの声が聞こえます。優やさしくお願いするようにお見み舞まいを拒きよ否ひする、日本人の知ち恵えですね。まぁ今回はごり押すつもりなんですけど。

　コミュ力には自信がありませんが、ごり押しには自信があります。そう！　一方的主張を押し通すだけならコミュ力は不要なのです！

「大だい丈じよ夫うぶですおば様！　わたくし今回マスクを着用しております！　ついでに後こう輩はいの月つき合あいさんも連れてきました。おば様の好物の本格醬しよ油うゆ煎せん餅べいも持参しております！」

「そうなの？　でもね……リリちゃんが今日はうつしたら悪いから誰だれも入れないで欲しいって……」

「大だい丈じよ夫うぶですおば様！　私とリリさんはうつしうつされの関係です！　月つき合あいさんも是ぜ非ひうつされたいとおっしゃっていますし大だい丈じよ夫うぶです」

「あら？　そうなの？」

　そうなの？　ではないですね。

　リリさん家のおば様は優やさしいのですけど、物わかりが良すぎて詐さ欺ぎとかに引っかからないか心配です。

「はい！　むしろ私が来たことでリリさんの体調は良くなると断言します！　きっとリリさんも私を待っているはずです！　あとついでに月つき合あいさんも！」

　まぁ、今回はそこに付け込むのですけどね！

「永と遠わちゃんがそこまで言うなら、大だい丈じよ夫うぶなのでしょうね……二人とも入ってくださいな。後でお茶を持っていきますから」

「全くお構いなく！」

　こうして、私たちは脆もろすぎる牙が城じようを突とつ破ぱして内部に堂々と乗り込んだわけです。おば様には騙だましたお詫わびに本格醬しよ油うゆ煎せん餅べいを渡わたし、微かすかにあった罪悪感も取とっ払ぱらい、リリさんの部屋へレッツラゴーです。




　さて、勝負の時が来ました。

　私の性格を熟知しているリリさんです。私が見み舞まいに来ることを察知し罠わなをしかけているのは必然でしょう。リリさんは負まけず嫌ぎらいな女……昨日受けた辱はずかしめを忘れるわけがありません。必殺の構えで待ち受けているでしょう。

　インターホンで私の来らい襲しゆうに気づいているはずです。リリさんの部屋は二階にあり、階段を上ってくる音も聞こえたかもしれません。

　リリさんの部屋の前に立ち、私は息を吸い込みます。いくつかの対策が頭から浮うかんでは消えていきます。

　ここはゼロリスクを意識した守りの策で行きましょう。

「リリさん？　私です永と遠わです。来ちゃいました」

　深夜のマンションに「もう終電ないの」とヤル気満々でやってくる彼女を意識してみました。

　反応はありません。

　どうやら無視を決め込む様子です。

　寝ねている可能性はほぼないでしょう。私の声に反応して部屋から物音が聞こえました。ほぼ間ま違ちがいなく起きているでしょう。

「リリさ～ん。お見み舞まいに来ましたよ～。このまま無反応だと勝手に入りますよ～？」

　逆の立場なら絶対イライラすること間ま違ちがいなしです。

　勝手に入ろうとしてくるわ、妙みように語ご尾びを伸のばしてくるわ。中学生男子の無ぶ遠えん慮りよさを凝ぎよう縮しゆくしたような暴挙。

　……でも、そういうことしたくなる相手っているじゃないですか。好きな相手ほどいじめたくなるってやつです。私にとってリリさんはそういう人なのです。

「…………どうぞ」

　不服を全力で表現した「どうぞ」でした。

　でも「どうぞ」は「どうぞ」ですからね。承しよう諾だくと心得ました。

「月つき合あいさん。お先にどうぞ」

　私は月つき合あいさんに小声で促うながします。

　そう、今日はもう一人いるのです。

　リリさんのことです、扉とびらの上にぞうきんを用意するなどという古典的な嫌いやがらせを用意している可能性もあります。

　まずは先さき駆がけで状じよう況きようをうかがう。定石です。

「なんだかわかりませんが了りよう解かいしました」

　そう小声で返答し、月つき合あいさんはリリさんの部屋のドアノブに手をかけます。どうやらドアノブには何も仕し掛かけてなかった模様です。

　月つき合あいさんは素す直なおでいい子ですね。

　さぁ！　まずは月つき合あいさんで様子をうかがわせていただきますよリリさん。ぐふふふふ。

「リリ先せん輩ぱい？　大だい丈じよ夫うぶですか？」

「なんで月つき合あいさん!?」

　リリさんが驚きよう愕がくの声を上げます。

　瞬しゆん間かん、月つき合あいさんの頭上を真横から高速で通り過ぎるカラフルな球体。球体はそのまま壁かべに激げき突とつし、中の液体を辺りにまき散らします。

　……球体の中に液体？

　どうやら夜店でよく売られている水風船のようでした。

「ああ……そういうことでしたか、残念でしたねリリさん」

　全てを察してしまいました。

　月つき合あいさんの足元にはピンと張ったヒモ。

　これに足を引っかけると水風船が発射されるシステムだったようです。

　無む駄だに凝こったことを……。

　月つき合あいさんは小こ柄がらなので当たりませんでしたが、私だったら丁度頰ほおのあたりです。完全に私の身長を把は握あくしたうえでの攻こう撃げきでした。

　しかし、残念でしたね。私の方が一枚上手。もう一年近い付き合いなのです。この程度の攻こう撃げきを予知できない私ではありません。

　リリさんが悔くやしそうな顔で私を睨にらんでいます。

　ふふふふふ。超ちよう愉ゆ快かい。

　私は最高の気分で凱がい旋せんパレードの主役の如ごとく、リリさんの部屋に足を踏ふみ入いれたのでした。

「ぎゃふっ!?」

　瞬しゆん間かん。私の頰ほおに突つき刺ささる衝しよう撃げき。そして、体の半身に液体が付着する感覚が私を襲おそいます。

「……ふふふふふ。ふふふふふふふふ」

　私の目の前には先ほどとは打って変わり、顔を伏ふせ、笑いをこらえる金きん髪ぱつの悪あく魔まがいました。

「ははははははは！　見ましたか永と遠わ！　永と遠わの考えていることなどお見通しです！　永と遠わならばきっと一個目の水風船爆ばく弾だんを躱かわすだろうと、私予想していました！　二の矢は一の矢に隠かくして使うものなのですよ！　見てください！　このスマートフォンによるスイッチでいつでも二の矢は発射できる構えだったのです！　油断しきっていた永と遠わの顔しかと見させていただきました！　私の見み舞まいになど来るからです！　ざまぁ見ろです！　がははははは……ゴホッゴホッ！」

　金きん髪ぱつの悪あく魔まは言いたいことを言いきってからむせました。

　私の半身は程ほどよく濡ぬれていますが、それよりも悲ひ惨さんなのはリリさんの部屋です。水風船爆ばく弾だんにより、結構な範はん囲いがびちゃびちゃなんですが、これどうするのでしょう？

「リリさん大だい丈じよ夫うぶですか？」

「大だい丈じよ夫うぶに決まっています！　永と遠わを見事やりくるめたのです！　これで大だい丈じよ夫うぶなはずがないでしょう！」

　リリさんハイテンションで日本語間ま違ちがっています。

「可か愛わいそうなリリさん……。すっかり頭を悪くしてしまって……」

「何を言っているですか永と遠わ！　私はクール＆パーフェクト！　いつだって完かん璧ぺきです！」

　ヒート＆フールの間ま違ちがいじゃないですかね……。

「リリさん。部屋がびちゃびちゃなんですが大だい丈じよ夫うぶなんですか？　ビニールシートとか敷しいていればよかったのに」

「部屋？　何を言っているのですか永と遠わ……あ」

　リリさん自分のお部屋を見て硬こう直ちよく。

　どうやら何も考えていなかったようです。熱で朦もう朧ろうとした頭で変なこと考えるもんじゃないですね。

「…………部屋のお掃そう除じしましょうか？」

「…………お願いします」

　リリさんは両手で顔を隠かくしながら小声でつぶやきました。どうやら私の勝利のようです。おばさんにバレるとまずいので、月つき合あいさんに掃そう除じ道具を取りにいかせ、せっせとびしょびしょの床ゆかと壁かべを拭ふきます。

　リリさんには屈くつ辱じよくをかみしめたままベッドの上で待機してもらいました。病人に掃そう除じは酷こくですからね。

　掃そう除じを始めてから数分後。応急処置は何とか終わり、私の半身も自然乾かん燥そうし、ひと段落しました。

「大だい丈じよ夫うぶですよリリさん。昨日の痴ち態たいに比べたらこの程度へのかっぱですって」

「それでフォローのつもりなら、一生結けつ婚こんはできませんよ？」

　だいぶ減らず口が戻もどってきたようです。

「大だい丈じよ夫うぶです。私の理想の結けつ婚こん相手は私の全てを許してくれる人ですので」

「ハードルの高さにめまいがするのですが」

　どうせ跳とばれないハードルなのでどうでもいいのです。

「それにしても、どうして水風船なのですか？　流石さすがに室内で水風船はどうかと？　昨日も思いましたけどもしかしてリリ先せん輩ぱいって猪ちよ突とつ猛もう進しん？」

　どうして、この生意気な後こう輩はいはリリさんの傷をより深くえぐるのでしょうか？

「月つき合あいさん駄だ目めですよ？　そういうのを傷に塩を塗ぬると言うのです」

「ああ！　失礼しましたリリ先せん輩ぱい！　そんなつもりはなかったのです」

　そんなつもりがないならどんなつもりで言ったのでしょうか？

「いえ、私としたことが永と遠わの行動を完かん璧ぺきに読んだところで満足してしまったのです。後処理のことなどすっかり忘ぼう却きやくの彼方かなたでした。ふふふ、まだまだ私も甘いということです」

　リリさん精せい一いつ杯ぱいの強がりです。負まけず嫌ぎらいここにありですね。

　パジャマのすそをぎゅっと握にぎって強がっています。可か愛わいいですね、いじりたくなります。

　リリさんは私の家にお泊とまりに来た時に着ていた花はな柄がらのパジャマを着ています。リリさんのことだから何着も寝ね巻まきを持っていそうなもんですが、一着だけなんですかね？　それともたまたまでしょうか。

「掃そう除じしてて思ったんですけど、全体的にシックでいいお部屋ですね。綺き麗れいに整せい頓とんされてますし。もしかして事前に片付けしました？」

「私の話聞いてました月つき合あいさん？」

　月つき合あいさんリリさんを華か麗れいにスルー。

「引き出しの中とかに隠かくしたいノートとか入っているのがベターですけど、確かく認にんさせていただいてもいいですか？　あっ！　もちろんこれは私とリリ先せん輩ぱい、二人だけの秘密にしますので！」

[image: ]

「月つき合あいさん？　私の机の引き出しに見られたくないノートなんて入ってないですし、中には勉強道具しか入ってないので開けていただいても一向に構いませんが、開けたらプライバシーの侵しん害がいで訴うつたえますよ？　ガチです」

　リリさん必死の形相でこれを拒きよ否ひ。滅め茶ちや苦く茶ちや噓うそっぽいですね。

「ダメですよ月つき合あいさん。人の机の引き出しなんて一番覗のぞいてはいけないものです。クローゼットの中なんてどうでしょう？」

「永と遠わ？　クローゼットの中も特に何もないですが、覗のぞいたら一週間は絶交です。いいですね？」

　リリさん食い気味の早口。

　間ま違ちがいなく噓うそですね。ですが、一週間絶交は私にとって死活問題なのでこれ以上の詮せん索さくはやめざるを得ません。虎とらの尾おを踏ふんでしまったようです。

「そうでした。お見み舞まいなので、土産みやげを持ってきたのです！　リリ先せん輩ぱいが喜んでくれるといいのですけど……」

　月つき合あいさんナイス話題チェンジ！

「そう言えば、月つき合あいさんも何か持ってきてましたね。私は、スポドリとゼリーとヨーグルトをいくつか見み繕つくろってきました。早く治してほしいですからね、お昼に寝ねたふりを続けるのは限界があるので」

　藍あいが他のグループと食べに行ってしまうので、リリさんが休むと私のお昼は独りぼっちなのです。すなわち寝ねたふりでお昼を誤ご魔ま化かすしかありません。

　お昼ご飯を一人でパクつくなど、女子高生にとっては死と同じこと、私は疲つかれたふりをしてお腹なかを鳴らしながら寝ねたふりをするのです。いや、したのですけどね今日。

　というわけでリリさんには早く治していただかなければなりません。

「ところで、月つき合あいさんは何をごそごそと？」

　リリさんが尋たずねます。初めての人の家でこの勝手気ままなふるまい……恐おそろしい子ですね月つき合あいさんは。私は何度も来ているので勝手気ままが許されているのです。えへん。

「これです！」

　そう言って、月つき合あいさんが鞄かばんから取り出したのはファイルのようなもの。何かとじてあるようですが、何な故ぜでしょう、妙みように嫌いやな予感がします。

「なんんですかこれ？」

　あまりに嫌いやな予感がするので、月つき合あいさんに尋たずねますと。

「これですか？　永と遠わ先せん輩ぱいの隠かくし撮どり写真集です！」

「ブフォ！」

　なにも飲んでいないのに体に残った謎なぞの体液を噴ふき出だすリリさん。噴ふき出だしたいのは私なのですけど。

「残念ながら、私がお二人のことを気にかけてからの二か月分程度なのですが……」

「盗とう撮さつは駄だ目めです！　何をしているのですか!?　そんなものいりませんよ！」

　リリさん必死の拒きよ否ひ。そこまで拒きよ否ひされるとちょっと悲しくなってしまいますね。あと、さっきからテンション高くないですか？　お体に障さわりますよ？

「リリ先せん輩ぱいいつも永と遠わ先せん輩ぱいと一いつ緒しよなので、お二人が映った写真がほとんどですけどね」

「なお駄だ目めです！　私も一いつ緒しよとか！　肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいですよ！　ですので確かく認にんのため私が没ぼつ収しゆう──」

「月つき合あいさん。流石さすがに盗とう撮さつは駄だ目めです。その写真集は没ぼつ収しゆうで」

「ああああああああ！」

　リリさんが何か奇き声せいをあげています。私が没ぼつ収しゆうしたらまずいのでしょうか？　お体に障さわりますよ？

「何か問題でも？」

「そ、そうですね。それが良いと思います」

　リリさん凄すさまじい動どう揺ようを見せていますが、やはり盗とう撮さつですからね……気になるのも仕方のないことです。

「そうですか、ちなみにこんな写真があるのですけど」

　そう言って月つき合あいさんがファイルを開きますと、そこには屋上で校庭を覗のぞく私の写真。こうやって素の表情を撮とられる機会はないのでちょっと新しん鮮せんです。

「うわ！　こんなところ撮とられていたんですか……すげぇ無表情ですね私。もしかして表情筋死んでます？」

「いえ？　ものすごく楽しそうにしてますけど？」

　はい？

「え？　リリさんわかるんですか？　私自身もわからないのに？」

「いえ……どこをどう見ても笑え顔がおですよ？」

「むしろ、なんで自分のことなのにわからないのでしょう？　変な永と遠わ」

「変って……どう見ても無表情……」

　写真を見直しますが、そこにいる私は仏ぶつ頂ちよう面づらのつり目眼鏡でした。つまり、いつもの私です。

「流石さすがリリ先せん輩ぱいです！　私にもさっぱりわかりませんが、リリ先せん輩ぱいにはわかるということ！　まさにあい──」

「あ？」

　リリさん怖こわいです。一文字に感情を込めすぎです。可か愛わいいお顔からとんでもない低音が響ひびきましたよ？

「何でもないです」

　月つき合あいさん沈ちん黙もく。理由は不明ですが、逆らってはいけない雰ふん囲い気きだけは察した模様。そうなんです、吹ふっ切きれたリリさんは最強なので逆らってはいけないのです。

「というより、全然気づかなかったんですけど、月つき合あいさんどうやって撮とってるんですか？　あと、普ふ通つうに犯罪なので気をつけましょうね」

　私じゃなかったら逮たい捕ほですよ。

「こう見えて、私忍にん者じや検定上級なので！」

「忍にん者じや検定！　そんなもので!?」

　驚きよう愕がくのリリさん。

　忍にん者じやって検定でなれるのですか。

「あと、大だい丈じよ夫うぶそうな相手にしか見せませんので大だい丈じよ夫うぶです！」

「ダメじゃないですかね……」

　びっくりするほど人を見てますねこの子。

　わかっててやるタイプで間ま違ちがいなさそうです。私が基本的に怒いかりを見せないタイプだとわかってやっています。猛もう烈れつに既き視し感かんを覚えます。私はリリさんをちらりと見て、ため息をつきました。

　そう、リリさんですね。攻せめている時のリリさんです。

　相談者へのリリさんの態度そのものです。最初に一発かましてイニシアチブを握にぎる。リリさんの得とく意い技わざなのですが、やられる側になって初めてわかることもあるというもの。どうですか、リリさん。辛つらいでしょう、面めん倒どうでしょう？

　私を見習ってもう少し受動的に生きるべきなのですリリさんは！

　多分、一いつ切さい反省してないでしょうけど。

「ミシェーレ家には『やられる前にやれ、先手必勝は世の理ことわりなり』という家訓がありましてね！　次は絶対に負けません！　いえ！　今回も負けてないですけどっ！」

　反省してませんねこれは。負まけず嫌ぎらいが大いに勝っています。

「まぁまぁ。取りあえず、ゼリーでも食べて落ち着きましょうリリさん」

　私はそう言ってゼリーとプラスチックスプーンをリリさんに差し出します。なぜか不満そうな表情のリリさん。ゼリーは好きだったはずですが？

「あーんはしないんですか？」

「ふっ、月つき合あいさん。その攻こう勢せいは読んでいました。あーんは恋こい人びと同士でやるものです。永と遠わと私は友人！　そんなことはやらないのですよ！」

　語気を強めて言うことですかそれ？　それともあーんして欲しかったのですか？

「いえ、別に友人同士でもやるんじゃないですか？　家族同士でもやりますし。はい、リリさん。あーん」

　そうして私はゼリーをスプーンですくい、リリさんの顔に近づけます。

　異国の地で両親と離はなれ離ばなれの生活ですもんね。時には家族に甘えたい時もあるでしょう。私では力不足かもしれませんが、甘えてもいいんですよ？

「ああああああああああ！」

　何な故ぜ奇き声せい。失礼な。

「ちょっと待ってください永と遠わ！　心構えが心構えが！」

「そんなもん必要ないでしょう。今日は私がお母さんだと思って甘えていいんですよ？」

「何な故ぜお母さん？」

「違ちがうんですか？　あーん」

「違ちがうと思いますが……あ、あーん」

　リリさんは恥はじらいながらも私の差し出したゼリーを食べてくれました。子ども扱あつかいは恥はずかしいかもしれませんが、時には甘えることだって必要なはずです。

「おいしいですか？」

「……おいしいです」

　ところで、後ろでカメラを隠かくしている月つき合あいさんが気になりますね。すでに撮り終えた後ですねこれは。凄すさまじい早はや業わざ。上級忍にん者じや検定合格は伊だ達てではないということでしょうか。

「月つき合あいさん。言いたいことはわかりますね」

「は!?　いつのまにやら勝手にカメラを……！　失礼いたしました！　腹を切ってお詫わびいたします」

「データを消すだけでいいですからね？　その謝罪は最も早はや攻こう撃げきですよ？　相手に精神的負ふ担たんを与える謝罪は謝罪ではないですからね？」

「了りよう解かいです！　データだけ消させていただきます！」

　返事は立派なのですが、この子の将来が不安です。

「ところで永と遠わ、そのゼリーとヨーグルトの山なのですけど、私はそんなに食べられませんよ？」

　リリさんが盛り上がっているビニール袋ぶくろを指差します。

「確かに、買い過ぎてしまいましたかね？」

　ビニール袋ぶくろを開けますと、そこには二桁けたはくだらない数のゼリーとヨーグルトが……。ぬるいと味が半減してしまいます。

「残りは冷蔵庫に入れてもらった方が良いのではないですか？　冷えてた方が美お味いしいですし」

「そうですね、ちょっと下に行って冷蔵庫に入れさせてもらえるか聞いてきます」

　月つき合あいさんにしてはまともな提案に促うながされ私は下に降りていきます。

　下の階には当然とはいえおばさんがいらっしゃいました。

　おばさんにゼリー類を託たくし、さっさと戻もどるつもりだったのですが。

「最近のリリちゃんの様子はどう？」

　ここから始まる強制世間話に捕つかまり、きっちり一時間拘こう束そく。ようやく解放された私はトボトボリリさんの部屋に戻もどったわけですが……。

「おや、もう帰ってきたのですか？」

　がっつり摑つかまった私にリリさんから返ってた言葉がこれでした。明らかに嫌いやがっていた月つき合あいさんと一時間も二人きりでしたのにこの余よ裕ゆうの態度はなんでしょう？

「早かったですね先せん輩ぱい！」

　月つき合あいさんも、一時間を十分程度にしか思っていない反応。フィクションなら時間軸じくのずれを気にするところですが、私の住む世界はフィクションではないので、当然これには理由があるはずなのです。

「二人とも何かありました」

「別にないですよ？」

「普ふ通つうですよ？　ねぇリリ先せん輩ぱい？」

「ええ、何もありませんでした。ねぇ月つき合あいさん？」

「「ねぇ～」」

　……間ま違ちがいないですね。何かありました。

　つまりは一時間が十分程度に感じられるほどに二人は盛り上がったということ！

　楽しい時間はあっという間！

　私の拷ごう問もんのような一時間の間に二人はよほど楽しい会話をしていたのでしょう！

　そうでなければ、顔を突つき合あわせて「ねぇ～」なんてする仲にどうすればなるのですか！

「絶対何かありましたよね!?」

「駄だ目めですよ永と遠わ。私は病人。病人の前で大声を出してはなりません」

　先ほどまで一番奇き声せいをあげていた人間が何を言っているのでしょう。あれほどズタボロだったリリさんのメンタルが復活しています。

「月つき合あいさん！」

「ごめんなさい」

「いえ、謝るのではなく、何があったか教えてください」

「ごめんなさい」

「間ま違ちがった選せん択たく肢しを選ぶとループに入るＮＰＣじゃないんですよ!?」

「ごめんなさい」

　今時ファミコン並みの返答しかできない後こう輩はいはほっときましょう。

「リリさん。二人に何があったのです？　教えてくれたっていいじゃないですか！」

「ごめんなさい」

「こっちもＮＰＣに!?」

　完全に私をおちょくっています。

　攻こう守しゆ逆転。形勢不利。

　それ以降、私に逆転の芽はなく、はぐらかされ続け解散となってしまったのでした。




　リリさんの風か邪ぜは結局次の日には治り、私の寝ねたふりは一日で終わりました。

　お昼は他愛のない話をし、つまらない午後の授業を耐たえ、いつものように恋れん愛あい相談室に二人集まったわけです。

　昨日、一時間の拷ごう問もんから帰ってきた私を待ち構えていたのは、あれほど水と油だった二人の意気投合でした。

　間ま違ちがいなく何かがありました。私はそう確信しています。

「それにしても、今日は月つき合あいさんを見ませんね。昨日の様子なら今日も来るかと思っていたんですが。やはり来週までは来ないつもりなのでしょうか……」

　恋れん愛あい相談室に着いて早々、私はリリさんに牽けん制せいします。さっさと昨日二人に何があったのか話しやがれ。

　私を置いて二人で隠かくし事ごととかいい度胸です。必ず暴いて差し上げますからね……！

「永と遠わは加か奈なに会いたいのですか？」

「会いたいですよ？　リリさんに似ていますし、面おも白しろい子ですし、何より才能を感じます」

「……その評価には納なつ得とくしかねるところがありますが、まぁいいでしょう」

　相変わらずリリさんの不満ポイントは理解不能ですが、昨日よりは話が通じそうな予感です。

　そう私が推測していると、突とつ如じよ、リリさんは手を二回叩たたきます。

「……ここに」

「うわっ!?　月つき合あいさん!?」

　突とつ如じよ、私の後ろに月つき合あいさんが片かた膝ひざをついて現れます。凄すごい忍にん者じやっぽいのですが!?

「え？　どういうことです？　これ？」

「契けい約やくしました。私と永と遠わのことを好きに見ていい代わりに、校内の情報収集や、必要な交こう渉しようなどを手伝うとようにと」

「契けい約やく」

　凄すごく忍にん者じやっぽいじゃないですか！

「もちろん、勝手に決めてしまったことなので永と遠わが嫌いやなら解消します。今日はそのために加か奈なに待機してもらっていたのです。ちなみに私と永と遠わが来る三時間前から待機していたそうですよ？」

　授業はどうしていたんでしょうか……。

「永と遠わ先せん輩ぱい！　ここはどうか！　拙せつ者しやの心の安あん寧ねいのために！　了りよう承しようしていただけるとありがたいでござる！」

「拙せつ者しや？　ござる？」

「形から入るタイプだそうです」

　今時ござる調の忍にん者じやもどうかと思うのですが。

「本人が楽しいならいいかなと思いまして。そのうち忍にん者じやの衣い装しようとか着せてあげたいですね永と遠わ」

「自前のものがありまするでござる！」

「そうですか」

　リリさん少しは興味を持ってあげてください。

「で、どうでしょう永と遠わ。迷めい惑わくはかけないと本人は言っているので……」

「……昨日はそれを相談していたのですか？」

「はい。今日のサプライズ推参のため永と遠わには黙だまっていたのです！」

「サプライズ推参……」

　そんなことのために私は昨日から一日悶もん々もんとしていたわけですか。そうですか。

「よかったですね加か奈な。永と遠わから許可が下りましたよ」

「まだ承しよう諾だくしていませんが!?」

「ありがとうございます！　拙せつ者しや！　これからお二人のために粉ふん骨こつ砕さい身しんの思いで任務に当たらせて頂きますでござる！」

「まだ認めていませんが!?」

　こうしてなし崩くずし的に恋れん愛あい相談室の新しい仲間が増えました。

　しかし、リリさんと月つき合あいさん……この二人の組み合わせに私の第六感が『やばいよ』と告げています。

　アクセルしかない車、無重力状態での直進、坂道を転げ落ちるボール……。

　私はこの二人を止めることができるのでしょうか？

　……。

　…………。

　無理ですね！
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「…………」

「…………」

　えげつない沈ちん黙もくが教室内を包んでいました。

　季節は夏。終業式が終わり、夏休みに入っています。

　恋れん愛あい相談室は週二回営業に変わり、それなりの盛せい況きようを見せています。

　ですが、普ふ段だんはリリさんと相談者で和気あいあいとする恋れん愛あい相談室は収容所のように冷たく、張りつめた空気が漂ただよっています。

　ふふふ、夏なのでちょうどいいですね。

　リリさんは寝ね起おきが悪いので、まだ教室にはいません。

　今いるのは私と、

「…………」

　えげつない沈ちん黙もくを続けている相談者だけ。

　こういう時、場を和なごませるジョークや、重苦しい空気を吹ふき飛とばす会心のボケが私にできればよかったのですが、私は自他ともに認めるコミュ障なので、沈ちん黙もくには沈ちん黙もくで返すほかありません。

　いや、最初は頑がん張ばったんですよ？

　ちゃんと「粗そ茶ちやです」って緑茶を出す心こころ遣づかい。

　相談者の見た目が『和』って感じだったので、紅茶ではなく緑茶という気の配りよう。これにはいないリリさんもにっこり。

「…………」

　そんな私の気き遣づかいをよそに、相談者は俯うつむいて、差し出された緑茶をじっと見つめているだけ。

　相談者の見た目は私によく似た眼鏡陰いんキャですが、私と違ちがって目がおっとりとしていて、大変育ちが良さそうな雰ふん囲い気きを身に纏まとっています。

「…………」

　私は教室の隅すみに座って、昨日図書室で借りた、ライトノベルに手を出します。もちろん内容は頭に入ってきません。相談者にくぎ付けです。

　うん？　そう言えば？　あの人、昨日図書室で見たような？

「……あ！」

　思わず声に出てしまいました。

　私の声に反応して思わずこちらを見る相談者の方。

「……あ、お気になさらず」

「……そ、そうですか」

　十五分ぶりの会話でした。そして終わってしまいました。

　再びえげつない沈ちん黙もくが教室を支配します。

　ですが一歩前進したことがあります。先ほどの会話で一いつ瞬しゆん目が合ったことで、私の記き憶おく違ちがいでないことがわかったのです。

　相談者は昨日図書室で受付をしていた図書委員の人だと！

　素す晴ばらしい進歩です。自己肯こう定てい感かんの低い私でも思わず自分を褒ほめてしまう前進です。このままのハイスピードなら、あと一時間後には自己紹しよう介かいできてしまうのでは？

　お互たがいの名前を把は握あくしてしまうのでは？




「…………永と遠わ？　相談者を放っておいて何をしているんです？」

　三十分ほど後にリリさんが現れました。

「放っている？　おもてなしはしましたが？」

　粗そ茶ちやは出しましたし。

「相談者は凍こおり付ついていますし、そんな相談者に向き合いもせず、部屋の隅すみっこで本を読みふける人初めて見ました。というか最初で最後でしょうね。こんな人、永と遠わが最後でお願いしたいです」

　あれ？　思ったより辛しん辣らつじゃないですか？

「ですけど、相談者は図書委員の人ですよ」

「……それは尋たずねたのですか？」

「いえ？」

「なに、『そんな当たり前のこと聞いてどうするんですか？』みたいな顔しているんですか？　勝手に自分で納なつ得とくしただけじゃないですか。その納なつ得とくを相談者とシェアしないと駄だ目めでしょう？　そうでないと話が進まないでしょう？」

「話を……進める……？」

「……わかりました。人には向き不向きがあるものです。ここまで不向きだとは思わなかったですが、私が妥だ協きようすればいいだけのこと」

　リリさんが何を一人で納なつ得とくしているのかは知りませんが、失礼なことを言っていることぐらい私にだってわかりますよ？

「ちょっと待ってくださいリリさん！　私だってこの半年間、ただお茶をくんでいたわけではありません！　そこら辺のコミュ障よりはよほどまともに育ったつもりです！」

「では、私の代わりに相談相手になってください」

「すみません無理です、ごめんなさい。私がわるうございましたすみません。私は世界一のコミュ障です。三年連続不動の一位です」

　実はそろそろ限界だったのです。沈ちん黙もくに耐たえかねて発はつ狂きようしそうだったのです。

「妙みように自己肯こう定てい感かんの高い自己否定ですね……」

　リリさんはそうつぶやきます。また馬鹿にしました？

「それでは相談者の方。息苦しい思いをさせて申し訳ありませんでした。ここからは安心安全のリリ・ミシェーレがお聞きします。まずはお名前を伺うかがっても？」

「……白しら河かわ深み雪ゆきです」

　噓うそでしょう？

　私があと一時間かけてする予定だった自己紹しよう介かいを、開幕十秒で成なし遂とげてしまうのですか？

「白しら河かわ先せん輩ぱいでしたか。すみません、名前と顔が一いつ致ちせず、図書委員の子から聞いています。本に詳くわしく、真面目で、可か愛わいらしい先せん輩ぱいがいると」

「そ、そんな私なんて……！　何の取とり柄えもない愚ぐ図ずですから……」

「ノンノン。立場上、色々な噂うわさを耳にしますが、先せん輩ぱいのことを悪く言う噂うわさを聞いたことがありません。それだけ皆みなに慕したわれているということ。先せん輩ぱいが思っている以上に世間の先せん輩ぱいの評価は高いのですよ？」
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「…………は、恥はずかしいです」

　なんだこの先せん輩ぱい、超ちようキュートじゃないですか。

　何が私と似ているですか。全然別物でした。

　純白と漆しつ黒こくじゃないですか。

　よく見たら、私の髪かみよりさらさらで綺き麗れいな黒くろ髪かみをしてますし、肌はだは私より真っ白ですし、私と違ちがって二にの腕うでがぷにぷにしてなさそうなほどほっそりしています。こんな深窓の令れい嬢じようと私が似ている部分なんてどこにもなかったんです。穴があったら入りたい……。

「それで、ここに来たということは、人によっては話しにくい内容だということ。お話がしづらいようでしたら、筆談という手もありますが？」

　リリさん、流石さすがのホスピタリティです。しゃべるより書く方が気持ちを伝えられるってこともありますからね。私の対応とはえらい違ちがいですね。

　何な故ぜだか知りませんが、絶対に知りませんが、目め頭がしらが熱くなってきました。

「い、いえ。大だい丈じよ夫うぶです。これでも相応の覚かく悟ごは決めてきたつもりです。大だい丈じよ夫うぶです」

　そう言って白しら河かわ先せん輩ぱいは大きく深呼吸。

「じ、実はですね……」

　両手の人差し指をつんつんさせ、うつむきながら話す白しら河かわ先せん輩ぱいは一言で言うとあざといですね。

　リリさんもあざといですが、白しら河かわ先せん輩ぱいも別のベクトルであざといですね。

「最近、私に付きまとう人がいるのです」

「付きまとう？」

「はい。ここ数週間、私の周りを生まれたてのひな鳥のように付け回してくる子がいるのです」

　ひな鳥ですか。

　リリさんもひな鳥っぽいところあるんですよね。たまに餌え付づけしたくなると言いますか、今度ひもグミでも買ってきて食べさせてあげましょうかね。

「それは……嫌いやなのですか？」

「……それが、不思議と嫌いやではないのです。ひな鳥は私の周りをピヨピヨと騒そう々ぞうしく動き回るのですが、それを心ここ地ち好よく感じている私がいます。こんな感情初めてで……私はどうしてしまったのだろうと相談に参った次し第だいなのです」

　一字一句丁てい寧ねいに、間ま違ちがわないよう嚙かみしめて話す白しら河かわ先せん輩ぱいの声こわ色いろは、大変に色を帯びていて、一言で申しますと『かわよ』でした。

　いいですね。本にしか興味のない（決めつけ）文学少女をここまで色づかせる相手はどんな人なのでしょう？

　ひな鳥と表現するからにはぴーちくぱーちく五う月る蠅さい人なんでしょうね。藍あいかな？

「……違ちがいますね先せん輩ぱい」

　何が違ちがうのですリリさん？

「先せん輩ぱいほどの聡そう明めいな方が、自身の気持ちに名前を付けないはずがありません。きっとすでに先せん輩ぱいの中でその気持ちの答えは出ている……。だからこそ、この教室に足を運んだのではありませんか？」

　この教室の名は恋れん愛あい相談室。

　恋れん愛あい相談をする教室なのです。

　つまりは──

「…………はい。私は……恋こいをしているのだと思います」

「メルヴェイユー……！」

　リリさんが嚙かみしめるようにガッツポーズ。

　これには私もメルヴェイユーです。

「様々な文学で語られる色とりどりの恋こいという言葉……それが私の心情に一いつ致ちするということはわかっているのです。ですが、どうすればいいのかわからない。私はどうすればいいのでしょうか？　気づいてしまえば普ふ段だん通りに接することすら難しく」

「本では教えてくれませんか？」

「いいえ」

　リリさんの問いに白しら河かわ先せん輩ぱいはきっぱりと答えます。

「恋れん愛あいをテーマにした本がいくつあると思いますか？　その中でこのもどかしさを語る本がどれだけあると思いますか？　答えは私にもわかりません。答えは無限に用意されているのです」

「では、ここに相談に来る必要はないのでは？」

「……それが、知識だけでは如何いかんともしがたいわけでして」

「ほう」

「……緊きん張ちようして話せないんです」

　私とも全然話せない人ですもんね。

　恋こいした相手なら尚なお更さらというものです。

「それは大変難しい問題ですね」

「やはり難しいですか……？」

「ウィ。それは誰だれしもが抱かかえる問題ですから。何な故ぜ、恋こい心ごころを抱いだいた人間はこうももどかしいのか。人類永遠の問いです」

「人類永遠の問いですか……」

　リリさんなので大おお袈げ裟さなだけです。

「ウィ。ですから、私から言える言葉はとても少ないのです。何な故ぜなら白しら河かわ先せん輩ぱい、貴女あなたはすでに答えを出しているからです」

「私が……答えを？」

「ウィ。これからどうすればいいのか、いくつか考えているのでは？」

「それはそうですが……」

「でしたら、私にできることは一つ。先せん輩ぱい。貴女あなたの背中を少し押すだけです」

「背中を押す……？」

「ウィ。その恋こい心ごころ、どこへ向かうかは神のみぞ知るですが、その選せん択たくを私は肯こう定ていします。白しら河かわ先せん輩ぱい。貴女あなたが悩なやみ選んだ答えに間ま違ちがいはありません。それがどのような結果を招こうとも、最後はハッピーエンドにたどり着く。この私、リリ・ミシェーレが保証しましょう」

「……随ずい分ぶんと自信があるのですね」

「ビアン・スュールもちろん！　私は人を見る目には自信があるのです。いくつもの実績を積み重ねこの自信は揺ゆらぎのないものとなりました。そんな私が言うのですから、大船に乗ったつもりで安心してください」

　リリさんは自身の胸を強く叩たたきました。

「……私にできるでしょうか？」

「どんな選せん択たくになろうとも問題はありません。私が保証します」

「……ありがとうございます。ようやく決心がついた……気がします」

「いえいえ。応おう援えんしてます白しら河かわ先せん輩ぱい！」

　こうして、リリさんの励はげましに勇気をもらった白しら河かわ先せん輩ぱいは教室を去っていきました。

　大した根こん拠きよもなくただひたすら背中を押すリリさんなんですが、あれが効くんですよね。占うらないのようなもので、自分なりの回答を持っている人が欲しがるのはアドバイスではなく応おう援えんなのですよね。

　このタイプは下手にアドバイスしてしまうと、むしろ反発されたりするのです。

　つまり私です。

「さて」

　リリさんが景気よく柏かしわ手で二つ。

　そうしますと、どこからともなく

「……ここに」

　月つき合あいさんが片かた膝ひざをついて登場です。体操服の上に忍しのび服ふくのようなものを着込み、何とも言えないコスプレ感が哀あい愁しゆうを誘さそいます。

「話は聞いていましたね？　でしたら答えはわかっているはずです」

「白しら河かわ先せん輩ぱいの身辺調査ですね」

「ウィ。流石さすが私の加か奈な」

「勿もつ体たいないお言葉でござるお館やかた様」

　何ですかこの茶番？

「では、行きなさい加か奈な！　白しら河かわ先せん輩ぱいの身辺をまるっと洗い出し、私たちがニヤニヤできる情報をするっと持ってくるのです！」

　さきほどのかっこいいリリさんはどこへやら。カプ厨ちゆうの本ほん性しようが隠かくせないようです。とてもわかります。

「ラジャー！」

　そう言って、月つき合あいさんは教室を駆かけ足あしで出ていきました。

　そこは『御ぎよ意い』ではないのですか？　中ちゆ途うと半はん端ぱな……。




　月つき合あいさんの調査は三日で終わり、今、私たちは図書室に待機している月つき合あいさんのカメラを通して白しら河かわ先せん輩ぱいの様子を確かく認にんしています。

　これ、犯罪じゃないですよね？　大だい丈じよ夫うぶですよね？

「加か奈な。もう少しアップにして。先せん輩ぱいを中心に」

　インカムでリリさんが指示を出します。バラエティ番組とかのドッキリでよくあるやつですね。

　リリさんが用意したタブレットに映された映像には白しら河かわ先せん輩ぱいと、隣となりにひっつくように座っている茶ちや髪ぱつというよりオレンジがかった髪かみの色をしている少女。

　……少女？

「どうやら、あれが先せん輩ぱいのお相手のようですね。一年Ｃ組、赤あか井い晴はるさん。陸上部の期待の新人ですね。となると藍あいの直属の後こう輩はいですね？　今度、話を聞いておくべきでしょうか……」

「うーん」

「どうしました永と遠わ」

「女の子かー女の子かー」

「女の子同士ではご不満ですか？」

「いえ、そうではないのですけどね？　昨今百ゆ合りものブームじゃないですか」

「……そうですか？」

「そうなんです」

「……はぁ」

　リリさんともあろう方が大変返事のノリが悪い。

　日常系百ゆ合りから、ファンタジー百ゆ合り、年の差百ゆ合りから、ＳＦ百ゆ合りまで。

　視界に広がるは百ゆ合り畑ばたけですよリリさん。

「私のよく見るアマチュア小説投とう稿こうサイトも百ゆ合りブームにのっかって百ゆ合り百ゆ合りしいんですけど」

「百ゆ合り百ゆ合りしい」

「百ゆ合りって濃こいじゃないですか」

「濃こい」

「最近濃こいものばかり摂取してきたので食傷気味と言いますか」

　いくら好物でも、ラーメン一か月は体に悪いってやつです。別に百ゆ合りは好物ではないですけど。

「食傷気味」

「たまにはボーイミーツガールが見たいなって」

「それ永と遠わが言っちゃいます？」

　私が言っちゃまずいです？

「永と遠わ。確かに百ゆ合りものは増えたかもしれませんが、数パーセントが十数パーセントに増えただけではないですか？　ボーイミーツガールがあまりにも普ふ遍へん的てきすぎて気づいていないだけだと思いますよ？」

「あーあ。確かに」

「一いつ般ぱん的てきにはやはりボーイミーツガールですよ。私としてはもっと一いつ般ぱんにガールミーツガールあるいはボーイミーツボーイが広がって欲しいと思います」

「おや？　リリさんそちらの方にも明るい？」

「当然です。無機物から有機物までが我々の理想でしょう？　ガールミーツガールもボーイミーツボーイも普ふ通つうですよ普ふ通つう」

「確かに、我々からしてみると男女の差は無いようなものですね」

「ウィ、ウィ」

　リリさんが強く頷うなずきますが、妙みように回数が多いのは何な故ぜでしょうね。

「それにしても、赤あか井いさんぐいぐいいきますね」

　映像の中の赤あか井いさんはぐいぐい肩かたを寄せながら、何やら小声で話しています。図書室ですので私語厳禁でしょうから、白しら河かわ先せん輩ぱいは困った様子で寄ってくる赤あか井いさんを押おし返かえしています。

　これ、相談した相手、逆じゃないですよね？

「これは、不良がぐいぐい迫せまってくるので、何度もあしらっているうちに、不良の良さに徐じよ々じよに気づいてしまって、いつの間にか惹ひかれているってやつですね！」

　リリさんが興奮した様子で肩かたを上下させます。

「少女漫まん画があるあるですね！」

　相手は女性ですし、不良ではないですけど！

「少女漫まん画がですと、先せん輩ぱいにはイケメン王子様系の想おもい人びとがいるはずですが……」

「流石さすがにそれは古いのではないですか？　今時王子様系はちょっと」

「そんなこと言ったら不良も古くないですか？」

「いやいや、不良は永遠の概がい念ねんですよ。私は嫌きらいですけど」

「不良は駄だ目めです？」

「やっぱり真面目が一番ですよ。そして経済力！」

「永と遠わは真面目で経済力がある人が好み──と」

　何な故ぜメモを取るのです？

「しかしです永と遠わ。不良と真面目系図書委員。このカップリングは王道の中の王道。ど真ん中のど真ん中。これは逆に燃えますね」

「確かに、逆に燃えますね。王道すぎて最近は避さけられてきたシチュです。皆みなさんかぶりを気にしすぎてちょっと捻ひねったものばかり書くから……」

「時にはありきたりすぎる王道もいいですよね！」

「作者の技量が試ためされるので私は絶対に書きたくないですけどね！」

　妄もう想そうなら他人の評価など気にせずです。

「しかし、あの二人は何を話しているのでしょう？」

　リリさんがこてんと首をかしげます。あざとい！

　そのリリさんのあざとさにインスピレーションを受けたかどうかはわかりませんが、私の頭の中で唐とう突とつに閃ひらめいたものがあります。

　私はおもむろに咳せきばらいをしつつ──

「『聞いてくださいっスよせんぱーい。陸上部の男子ったらでりかしーの欠かけ片らもねーのですよ』」

　少し低めのボーイッシュな女の子を意識して、リリさんに話しかけます。

　アテレコってやつですね。赤あか井いさんのキャラがわからないので、適当に語ご尾びを「っス」にしておきました。あざとさポイントアップです。

「ほう、アテレコですね？　望むところです永と遠わ。『……あの、困ります晴はるさん？　ここは図書室です。私語厳禁ですので』」

　リリさんが若じやつ干かん棒読みながらもついてきます。

　ふふふふ。リリさん私についてこれますかね？　こう見えて私の母はその道のプロ！　私にも母の血が流れているのです。妄もう想そうと演技の両立──貴女あなたにできますかね？

『じゃあ、せんぱいも一いつ緒しよに来てくださいよー。私的にせんぱいと話したいことが山ほどあるんスよ？』

『あ、あの。困ります。今日は東とう西ざい先生の新刊の発売日でして、読まなければならないのです』

『私と話すより大事なんっスね……悲しいっス……』

『はわわわ……』

　──た、楽しいです！

　思ったより結構楽しい！

　映像に合わせて妄もう想そうを掛かけ合あいしていく──お母さん、これが演じるってことなんですね！

　そうやって感かん慨がいにふけっていると、映像に変化が訪おとずれます。

　白しら河かわ先せん輩ぱいの顔が真っ青になり、怒おこった様子で赤あか井いさんが画面からフェードアウト。

「あれ？　これヤバいやつなのでは？」

　演じることも忘れ、私がリリさんに尋たずねると

「『はわわわ。どうしましょう。晴はるさんが急にご機き嫌げん斜ななめに……どうしましょう……はわわわわ』」

　リリさんは未いまだ上演中でした。はわわわが気に入ったのかもしれませんが乱用し過ぎではないでしょうか？

「リリさん。事態が変わりました。夢から覚めてください」

「はわわわ……はわわわ……っは！　永と遠わ、私は一体何を!?」

「トリップし過ぎではないですか!?」

　もしやリリさんとんでもない才能を秘めているのでは？

「映像を見てくださいリリさん！　赤あか井いさんがいなくなって、呆ぼう然ぜんとしている白しら河かわ先せん輩ぱいだけが残っています！　これはゆゆしき事態では!?」

「ふっ。慌あわてることはありません永と遠わ。この程度先せん輩ぱいのコミュ障ぶりから考えれば予想できる範はん囲い内ない。きっと煮にえ切きらない先せん輩ぱいに赤あか井いさんがちょっとだけ引いてみたのでしょう。押してダメなら引いてみる。恋れん愛あいの鉄則です！」

　凄すごいです！　リリさんが一いつ切さい動どう揺ようを見せていない……！

　いつだったか、藍あいのデート事件ではさんざんな痴ち態たいを見せていたリリさんが……！

　リリさん、成長しましたね……！

「何かひどいことを考えていません？　永と遠わ？」

「いえ？　何も？」

　こういう時表情筋が死んでいるのはお役立ちですね。噓うそが大変バレにくい。

「本当ですかぁ？　噓うそをついている時の永と遠わの顔なんですけどぉ？」

　リリさんはエスパーか何かですかね？

「そ、そんなことより！　これからどうしますか！　先せん輩ぱいを慰なぐさめに行きますか？」

「いえ、覚かく悟ごが決まっている人に慰なぐさめは不要でしょう。ここは待ちです永と遠わ。先せん輩ぱいが答えを出したら、きっと自分から相談に来るでしょう。私たちはゆっくりと待ち構えていればいいのです。恋れん愛あいにアクシデントはつきものなのですよ！」

　がっはっは、と高笑いするリリさん。

　どうしましょう。

　私占うらない師しではないのですが、この後の展開が占うらなえてしまうのですが……。

　ヒントは、リリさんが一級フラグ建築士ってことですね。




　次の日




「来ませんね」

「乙おと女めの悩なやみですから、当然です。一日、二日では来ませんよ？　せめて一週間経たってからでないと」




　一週間後。




「来ませんね」

「……きっと思った以上に深い悩なやみだったということです！　心配しなくても明日にはやって来ますよ」




　二週間後。




「来ませんね」

「…………」




　三週間後。




「全く、微み塵じんも気配がありません」

「……コロシテ」




　一ヶ月後




「これ、大だい丈じよ夫うぶですか？」

「……大だい丈じよ夫うぶではないです」

　あの一件からすでに一か月。

　待っている間に夏休みが終わり、秋の気配が近づく今日このごろ。と言っても最近の秋は夏みたいなものなので、当分は半そで生活でしょうけど。

　恋れん愛あい相談室の冷れい房ぼうは未いまだにフル稼か働どうです。

　そんな九月ですが、予想以上に音おと沙さ汰たがありません。

　私の予想では、二週間後ぐらいに何らかの情報があると思ったのですが……。先せん輩ぱいからの音おと沙さ汰たは全くなし。さらに言ってしまうと──

「月つき合あいさんからの連れん絡らくは──」

「……連れん絡らくなしです」

　月つき合あいさんからの連れん絡らくも途と切ぎれてしまいました。

　夏休み中でしたので、校内でたまたま会うといったこともなく。夏休みが終わった今でも、月つき合あいさんは音信不通なのです。

「授業には出ているのですか？」

「……欠席しているようです」

　あの日以降、一いつ切さい連れん絡らくが取れなくなり、あまつさえ欠席している月つき合あいさんに、何の報告もない白しら河かわ先せん輩ぱい。

　何な故ぜでしょう？　とても嫌いやな予感がします。

　私たちは何か、巨大な陰いん謀ぼうに巻き込まれているのではないでしょうか？

　例えば、月つき合あいさんは実は暗殺を請うけ負おう巨大な裏組織の一員で、暗殺の対象が白しら河かわ先せん輩ぱいで、それを知った赤あか井いさんが命を懸かけて白しら河かわ先せん輩ぱいを守り、相打ちとなった月つき合あいさんは傷が癒いえず、療りよう養よう中ちゆうとか……。

　はたまた逆に白しら河かわ先せん輩ぱいが裏組織の重要人物で、月つき合あいさんをスカウト。それを断った月つき合あいさんが命を狙ねらわれているため、私たちの前に顔を出さない……とか。この場合、赤あか井いさんは白しら河かわ先せん輩ぱいを表世界に戻もどそうとする健けな気げなヒロイン役になるので、頑がん張ばって先せん輩ぱいを闇やみから救い出してほしいところ。

　ないな（確信）。

　しかし、日に日に弱体化していくリリさんを見るのは、流石さすがに忍しのびなく、私としても二週間ぐらい前から独自に調査しているのですが、有力な情報はなく。

　藍あいにそれとなく赤あか井いさんの情報を聞いてみたものの、なしのつぶて。

　いよいよ進退窮きわまっているリリさんに提示できる良案はなく、無情にも時間だけが過ぎていくのでした。

「失敗した……失敗した……ごめんなさい……ごめんなさい……正直調子に乗っていました……忍にん者じやが仲間になって無敵だと思っていました……人様の恋れん愛あい事情に勝手に口出して、勝手に妄もう想そうして天てん罰ばつが下ったのです……私のことはどうでもいいので加か奈なの命だけは……お願いですから……」

　リリさんのマイナス思考も行ってはいけない方向に向かっています。命を狙ねらうような闇やみの組織はいませんよ？　いつぞやの猫ねこと女の子の話じゃないのですから。

「リリさん。失敗は誰だれにでもありますよ？　確かに月つき合あいさんと連れん絡らくが取れないのは気になるところですが、もし行方不明なら校内で噂うわさになるはずなので……」

「ですけどぉ。情報収集のために働かせすぎたんじゃないかって……週休二日制にすべきだったんじゃないかって……」

　涙なみだと鼻水で顔をぐずぐずにするリリさんですが、その言いぶりだと週休二日以上のペースで働かせていたのですか……？

「ブラック企き業ぎように厳しい昨今ですからね……次、月つき合あいさんに会ったら週休二日は約束しましょうね……」

　そう言って、私は鞄かばんからポケットティッシュを取り出し、リリさんに差し出します。

「メルシー……」

　ちーんと鼻をかむリリさん。大変可愛らしいく庇ひ護ご欲よくを搔かき立たてられます。こんな妹欲しかったなー。妹みたいな弟はいますけど。

「先せん輩ぱいたちがどうなっているのか確かく認にんできないのも気になります。最近の二人はどうなっているのでしょう？」

　ひとしきり鼻水を出し切ったのか、少し落ち着いたリリさんです。

「藍あいから聞く限り、赤あか井いさんはあからさまに口数が減ったようです。ボーっとしている日が多くなったと」

「先せん輩ぱいの様子は……加か奈ながいないとわかりませんね。図書委員を続けていることはわかるのですが……」

「先せん輩ぱいに話しかけてみたのですか？」

「それが……何度か接せつ触しよくを試みたのですが、会えず……。もしかして私、避さけられてません？　──いえ、そうですよね……あんな適当なアドバイスをどや顔でして、挙句の果てに仲なか違たがいのきっかけを作ってしまった私となんか会いたくないですよね……」

　おやおや、またもやマイナス思考リリさんです。

　リリさん頭でっかちなところがあるので、一度ドツボにハマると、なかなか抜ぬけ出だせないんですよね。普ふ段だんならいじりすぎない程度にちょっかいを出すのですが、今回は内容が笑えないので流石さすがの私も自重します。

「まぁまぁ。たまたま連れん絡らくがつかなかっただけかもしれませんし、リリさんのアドバイスも、別に何かしろって言ったわけでなく、背中を押しただけじゃないですか？」

「せっかくアドバイスを求められたのにー。確かな答えを授さずけるでもなくー。曖あい昧まいな精神論で高こう揚よう感かんだけ高めてー。失敗は努力が足りないせいー。ふっ……最低ですね私」

　……めんどくさい！




「あの……空いて……るっスか？」

　リリさんの相手が面めん倒どうになってきたその時でした。教室のドアが控ひかえめに開けられ、これまた控ひかえめに顔を出す少女が一人。

「……空いてないです」

　リリさん！

「あっ、すみませんっス。矢や田だ先せん輩ぱいから話を聞いたから、来たんっスけど」

　オレンジ髪がみの少女は特とく徴ちよう的てきな語ご尾びで、その語ご尾びの割には丁てい寧ねいな反応です。

　と言うか……っス？　マジでっス？

「申し訳ないっす……。藍あいから何を聞いたのか知らないっすけど、私みたいな愚ぐ図ずに価値はないっす……」

　リリさん！

「よくわからないっスけど、タイミングが悪かったみたいっスね……」

　残念そうに、ドアを閉めようとするオレンジ髪がみ。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　気づけば声が出ていました。

　だって、あまりにも勿もつ体たいない。

　このタイミングでやって来た見覚えのあるオレンジ髪がみ。これをチャンスと言わずしてなんと言うのでしょう。

　もしかしたら、ありとあらゆることが解決に向かうことになるかもしれない。この好機を逃のがすなんていくら私でもできるはずがないのです。

「ふふふ。永と遠わがそんなに声を張り上げるなんて、私もそこまで堕おちたつもりはなかったのですが……、いよいよ年ねん貢ぐの納め時ということですか……」

　リリさん！

「入っていいんスか？」

　オレンジ髪がみが再びドアから顔を覗のぞかせます。

　よし！　この前の先せん輩ぱいと違ちがってコミュ力高そうですこの子！　この子なら、私も最低限の対応はできるかもしれません！　リリさんがゴミカス状態な今！　私がなんとかしなければ！

「ど、どうぞ入ってください」

「では失礼っス」

「失礼なのは私っすよ。本当失礼なので私が失礼するっす」

　リリさん黙だまって！

「あの、この人大だい丈じよ夫うぶっスか？」

「駄だ目めなので、私がお話をうかがうっす」

　やべ、語ご尾びがうつった。

「りょ（了りよう解かい）っス。とりま（とりあえず）とっきゅ（急ぎで）で話があるんスけどいいっスか？」

「だ、大だい丈じよ夫うぶっす」

　私になじみのない言葉が散見され大だい丈じよ夫うぶではないですが、ここは何とか耐たえしのぐしかないっす。

「ウチは赤あか井い晴はるっス！　気になる人というか、愛しちゃってる人？　みたいな？　そんなバチアゲ（とても気持ちが高こう揚ようする）なパイセンがいるんスけど。そのパイセンが超ちようクール（冷たい）なんっスよ……」

　微び妙みようにわかりづらい！

　自分で勝手に言葉を改造して、伝わる人が少ないやつです！　よっぽど近い人にしか通じないし、通じなくても気にしないマイルドヤンキーならではのごり押し語です！

「奇き遇ぐうっすね……わぁしも超ちようクール（冷えてる）っす……」

　リリさん！

「も、もう少しわかりやすく話してくれるとありがたいっす……」

「あっ、ごめんなさいっス。深み雪ゆきパイセンにもさんざん言われたんっスよ。『せめてまともなギャル語で話してくれません？』って」

　まともなギャル語ってなんです？

「そ、それで、どうしてここに？　貴女あなたならゴリゴリ押して行けそうっすけど？」

「ウチとしても、ゴリゴリゴリラ（攻せめの一本）で行きたかったんスけど。パイセン、暖の簾れんに腕うで押おしっつーか、ウチがゴリる（攻せめる）とマジ脱だつ兎と（逃にげる）なんスよ！」

　ゴ、ゴリ？　兎うさぎ？

「で、ウチも悩なやんで、他のリスぺ（リスペクト）なパイセンとかにも聞いてみたんスけど、そーしたら、押してダメなら引いてみろって言われたんで、物は試ためしつー感じでチャレ（チャレンジ）したら、引きっぱなしで音おと沙さ汰たなしみたいな感じっス」

　勝手にぺらぺら話してくれるのは嬉うれしいんすけど、話している内容が二割くらい伝わらないっす……。

　中ちゆ途うと半はん端ぱに理解できるのより面めん倒どうなんすけど。中国語のネットスラングみたいな感じなんすけど……。

「わぁしなんか、マジフール（馬鹿）なんで……。生きてる価値なんてない寄りのないみたいなぁ……？」

　まぁリリさんはスルーしていくんすけど。

「えっと……では、押してダメなら引いてみろって思って引いたら、本当に引かれてしまって何の連れん絡らくもないってことっすかね？」

「それっス」

　どうやら正解のようでした。

　白しら河かわ先せん輩ぱいの様子を見ていると、引くのは悪あく手しゆでしょうね。自分から積極的に何かできるタイプではないでしょうし……。

「ウチ、嫌きらわれてしまったんスかね……」

　肩かたを落とす赤あか井いさん。

　言こと葉ば遣づかいは若じやつ干かん意味不明ですけど、真しん剣けんなのは伝わってきます。

「わぁしも嫌きらわれて当然すよね……」

　リリさん実は構って欲しいのでは？

「決して、嫌きらわれてはいない……と思うんすけど」

　こういう時、きっぱり言い切れない自分が嫌いやになりますね。

　リリさんならきっと相談者が自信を持って帰れるような魔ま法ほうの言葉を紡つむげるのでしょうけど。

「いえいえ、わぁしは嫌きらわれてるっすよ」

「リリさんのことではないです」

　貴女あなたが万ばん全ぜんだったらこんな苦労はしていないんですよ！

　ホラっ！　私がろくな回答を出せないから、これだけぺちゃくちゃしゃべっていた赤あか井いさんも黙だまってしまったではないですか！　私は沈ちん黙もくを作る天才ですかね!?

　──サイレント・トワ……。

　ないな！

　ちょっといいかもって思うところが駄だ目めですね。

　ホラっ！　私が脳内で葛かつ藤とうしている間に沈ちん黙もくがより深くなったではないですか！　もはや、私の実力ではこの沈ちん黙もくを破ることは叶かなわず。何か、この沈ちん黙もくを破る機械仕掛けの神デウスエクスマキナが必要です。

　そう、何か……！　何かかが……！　忍にん者じや的てきなサムシングが……！

「お館やかた様ー！　永と遠わ先せん輩ぱいー！」

　その忍にん者じや的てきなサムシングは、閉じられたドアを勢いよくぶち破り現れました。

「月つき合あいさん！」

　そこにいたのは、ボロボロの忍しのび装しよう束ぞくと泥どろだらけの顔の月つき合あいさんでした。

　ところで、私はお館やかた様ではないのですね。別に他意はないですけど。念のため。

「すみません想像以上に敵に腕うでが立つ者がおり、連日の激げき闘とうで連れん絡らくが取れませなんだ！」

　そっちはそっちでバトル漫まん画が繰くり広ひろげてたんです？

「ですが！　きっちり情報は奪うばってきました！　キーワードは『志し津づ蓮れん』！」

「し、志し津づ蓮れん！」

　教室内に衝しよう撃げきが走ります。

「だれスかそれ？」

　一人、赤あか井いさんだけが、その名の持つ意味を理解していないようです。そりゃあそうですね、赤あか井いさんは一年生ですし、忍にん者じやの月つき合あいさんは置いといて、その名の意味を知るのは私たち二年生からです。

「志し津づ蓮れん。元生徒会副会長。品行方正、容姿端たん麗れい、正道を歩くことを約束されたような人物でした。ですが、およそ半年前、バレンタインデーに事件は起こります。そうでござりますよね永と遠わ先せん輩ぱい？」

　月つき合あいさんが息を切らしながら答えます。

　やっぱり言いい間ま違ちがいではないのですね。私はお館やかた様ではないのですね。別に構わないですけどね。

「そうですね。『血のバレンタインデー』。あれに関わった人間はそう呼びます」

　主にリリさんが。

「ち、血の……？　な、なにがあったんスか……？」

「恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会が消しよう滅めつした日です」

「れ、恋れん愛あい……なんスか？」

「恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会」

　聞き取りやすいようにもう一度赤あか井いさんに伝えます。

「なんか突とつ然ぜんスケールダウンした気がするんスけど……」

　実際気は抜ぬけます。

「恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会。学校生活の健全化を指針に、恋れん愛あいにまつわるあらゆる私語を禁止し、独自の秘密監かん視し員いん『フェア』が校内をくまなく監かん視し。結果として、校内のカップルは一いつ掃そうされ、校内で恋れん愛あいトークをする人間は皆かい無むになりましたでござる」

　月つき合あいさんの説明で正解です。

　当時の状じよう況きようは最悪でした。

「組織の力は強大でした。何しろ生徒会と癒ゆ着ちやくし絶大な権力を誇ほこっていたうえに、そこそこ賛同者が多かったのも問題でした。特にモテない女子からの支持は強力で、組織の支持率は常に四十パーセント前後はあったのですござる」

　デスござる？　新手の音楽ジャンルですかね？

「えええ……くそどうでもいいんスけど……」

　赤あか井いさん。気持ちはわからないでもないですが、歴史を振ふり返かえれば、割とどうでもいいことで争いって起きるんですよ。

「恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会は支持層こそ盤ばん石じやくでしたが、反対勢力も盤ばん石じやくだったのです。しかし、絶大な指導者がいる恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会に対して、反対勢力をまとめる人間がいなかったのです。ですが、そこに一筋の希望が生まれますでござる」

　大体察しはつくと思いますが、私の隣となりの溶とけかけているスライムみたいな人がその人です。

「だうー」

　スライムみたいなリリさんは、人語を忘れかけているようです。駄だ目めそう。

「流星のごとく現れた一年生リリ・ミシェーレによって、ばらばらだった反対勢力がまとまります。さながらレジスタンスの如ごとく膨ふくれ上あがった反対勢力により、恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会は解散に追い込まれたのでしたでござる」

　当時の抗こう争そうは血で血で洗う、それはそれはおぞましいものでした。

　レジスタンスの抵てい抗こうは昼夜問わず続き、恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会の攻こう勢せいは緩ゆるみませんでした。

　どれほどの人間が傷つけ合い、どれほどの人間が愛という言葉の重さを知ったのでしょうか。いくつもの名言が生まれては死にました。互たがいにボロボロになるまで言い争い、最終的にはタフな者が勝ったと言うべきでしょうか。

　屍しかばねの山の上に肩かたで息をしながらも最後の一人になっても立ち続けたリリさんは、まさに英えい雄ゆうでした。

　まさにフランス版ジャンヌ・ダルクと言っても──ジャンヌ・ダルク、フランス人じゃないですか！　じゃあフランス版新にい島じま八や重えということで。

「だうーん」

　まぁ、今は見る影かげもないのですが。

「それが志し津づ蓮れんとかいうのとなんの関係があるんスか？」

「関係は大ありです。恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会は『フェア』という物理的な暴力と、『リリーフ』という精神的な暴力を有していたのです。志し津づ蓮れんは『リリーフ』の生き残り。いえ、統とう括かつ者しやでしたでござる」

　月つき合あいさん、言い回しが妙みように仰ぎよう々ぎようしくありません？　あと語ご尾びの「ござる」が雑すぎません？　聞き取りにくいのですけど？

「はぁ……」

　赤あか井いさんも引いてるじゃないですか！

　いきなり恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会とか言われても引きますって！

　だって、名前がもうダサいもの！

「白しら河かわ先せん輩ぱいには何人か友人がいますが、その中の一人がこの一か月、急接近していました。それ以降白しら河かわ先せん輩ぱいの様子が激変しています。そして、調査中の私に襲おそい掛かかってきた刺し客かく……。刺し客かくを退けた私は、更さらなる調査を開始、そして全てが点と線でつながったのです！　敵は志し津づ蓮れんでござるでしょう！」

　志し津づ蓮れんはあの一件以来、生徒会の職を辞して受験勉強に邁まい進しんしているはずですが……カップルが憎にくい性さががまた、目覚めてしまったのでしょうか。

「でうー」

　そして、このスライムさんはいつお目覚めになるのでしょうか。

「とにかく！　先せん輩ぱいが最近ウチに構ってくれない理由はそいつのせいなんスね！　じゃあぶっとばすしかねぇっス！　さぁいくっスよ！」

　原因がわかるや途と端たん、これです。

　流石さすが『っス』が語ご尾びの子は行動力が違ちがうっすね。恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会が如い何かに面おも白しろ──恐おそろしい組織か理解してないでしょうに。

　問題はスライムさんがスライムさんであることなんですが、どうにかなるでしょう、多分。

　なんせ、フランス版新にい島じま八や重えですし。




「はいドーン！」

　テンションバリアゲのっス子に敵はいません。

　生徒会室のドアをノックもなしにフルオープンする所業は見ていて痛快ですが、それはそれとして大変迷めい惑わくなのでやめましょうね。

「志し津づ蓮れんはどこっスかー！　ウチが成敗しに来たっスよー！　さっさと首を出すっス！」

　何を取る気ですか。

　いつもはけたたましい声が教室の外からでも聞こえてくる生徒会室が今は噓うそのように静まり返っており、生徒会長も他の役員もいないようでした。ただ一人、志し津づ蓮れんを除いては。

　引退したのに生徒会室にいるとか、未練がましいですね。これだから恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会は。

「待っていたわ……リリ・ミシェーレ」

　志し津づ蓮れんは立ち上がり、落ち着いた口調でリリさんの名前を呼びます。すみません、今ちょっとその子スライムなんですよ。

「貴女あなたたちがここに来ることはわかっていたわ」

　志し津づ蓮れんはロングストレートの黒くろ髪かみをたなびかせ、泰たい然ぜん自じ若じやくの様相です。矢や尻じりのようにきつい目で睨にらんできます。

　どうやら、私たちがここに来ることは筒つつ抜ぬけだった模様です。

「パイセンをたぶらかしたのはアンタっスね！　よくもウチのハッピータイムを！」

　赤あか井いさんテンション高いなー。いいなー。

「あら赤あか井いさんいたの？　ごめんなさい目に入らなかったわ」

「なっ!?」

「私が白しら河かわ先せん輩ぱいをたぶらかす？　冗じよう談だんはよしこさんよ？　私は天てん秤びんを本来傾かたむける側に傾かたむけただけ。白しら河かわ先せん輩ぱいのぐらぐらっぷりったら滑こつ稽けいだったわよ？」

　志し津づ蓮れんはいやらしく口角を上げ、ねちっこく言い返します。

　この人、相変わらず言い回しが仰ぎよう々ぎようしいですね。そういうところはリリさんとそっくりです。

　場の空気に流されやすくて、バリアゲなテンションのまま、恥はずかしい言動を繰くり出だしてしまうタイプです。

「くっそー！　パイセンを返せよー！　ウチのパイセンっスよー！」

　もうすでに負けそうなんですけど赤あか井いさん。

「貴女あなたのもの？　基本的人権を無視した発言はよしこさんよ？　白しら河かわさんは白しら河かわさんのもの。誰だれのものでもないでしょう？」

「…………菊きく野のセンパーイ」

　赤あか井いさん弱っ！

「あら永と遠わさん、貴女あなたもいたの？　ごめんなさい、影かげが薄うすすぎて気づきませんでしたわ」

「影かげが薄うすいことを自じ認にんしている人間に言っても嫌いや味みにはなりませんよ志し津づ先せん輩ぱい」

「あら？　リリさんがそんな状態で言い返す気力があるなんて。いささか驚おどろきましたわ」

「ええ、リリさんがスライムさんなんで、力不足ではありますが私が前に出ているというわけです」

「あら、あら、あら」

　志し津づ蓮れんの瞳どう孔こうが小さくなります。

「その口調、マダムのつもりか何かは知りませんが、ウケ狙ねらいか何かですか？　文化祭にはまだ早いですよ？」

「ごめんなさい？　文化祭にはリリさんと出たいの。貴女あなたでは力不足。おわかり？」

「ふふふふふ」

「ほほほほほほ」

　この嫌いや味み百パーセントの言い回し！

　思い出してきました。こいつの嫌いや味みにどれだけのカップルが失意の中、別れたか！　その才能の活かし方他にもあったでしょうに！

「志し津づ先せん輩ぱい。何度も言いますが、今のリリさんはスライムさんなので、相手にはなりませんよ？」

「だからいいんじゃない！　私の目的は復ふく讐しゆうなんだもの！　どうして万ばん全ぜんの相手と戦わなくてはならないの？　叩たたき潰つぶすなら弱ったところを──でしょう？」

　みみっちい！

　態度は大おお仰ぎようなのに、思考は小市民！

「ほら、恋れん愛あいでも言うじゃない、相手が弱っている時こそチャンスって」

「そういう下心丸見えの輩やからは嫌きらわれますよ？」

「なんだかんだ言って成功率が高いから言われているのよ？　所しよ詮せん恋れん愛あいなんてそんなものだもの、ちょっと脳に刺し激げきを与あたえれば簡単に人は転がせるんだから」

「簡単に人を転がせる割には、最近ずっと大人しかったではありませんか。なんででしたっけ？　あっ！　忘れてました。先せん輩ぱいの居場所、なくなっちゃったんでしたね。転がしすぎちゃいました？」

「本当に優すぐれた人間は組織に縛しばられないの。あの場所を維い持じする必要性がなかったからしなかっただけ、まさか自分たちの実力で勝ったとでも？」

「正面からリリさんに挑いどまない時点で負けを認めたようなものでは？」

「正面から戦うだなんて野や蛮ばん人じんの作法でしょう？　私殴なぐられるのは嫌きらいなの。一方的に殴なぐり続つづけるのが大好きなの」

「ぐぬぬぬぬ」

「うふふふふ」

　論戦とは、論理を戦わせ、どちらの意見が正しいかを決めるのではなく、どちらの意見も聞きながら、より良い解決方法を模も索さくすることに意義があります。

　ですが、このように真っ向から対立した場合、如い何かに相手の隙すきを見つけねちっこく舐ねぶるかとう戦いに終始しがちです。

　この論戦での勝敗で得るものは何もありません。

　私たちにとって勝利は『白しら河かわ先せん輩ぱいと赤あか井いさんがくっつく』ことです。しかし、この論戦で、私が志し津づ蓮れんを論破したところで、何も変わりません。

　白しら河かわ先せん輩ぱいを元に戻もどす。

　これが勝利するために必要な条件です。

　ですから、私は策をうちました。

　私たちは囮おとり。

　本命は月つき合あいさんにあります。

　私たちを囮おとりにして月つき合あいさんを白しら河かわ先せん輩ぱいのもとに向かわせます。そして、ここに連れてきてもらいます。ここまで来てもらえればこちらの勝利は確定したようなものです。真相と赤あか井いさんの熱ねつ烈れつプッシュがあればいくら白しら河かわ先せん輩ぱいでも元に戻もどるでしょう。

「そう言えば、あと一人足りないわね？」

　ギクッ……！

「どうせ、貴女あなたのことだから、あの忍にん者じやかぶれを深み雪ゆきちゃんのところに飛ばしているんでしょうけど、残念ね。私にもいるのとびっきりの影かげが、ね」

「……まさか、月つき合あいさんが襲しゆう撃げきされたっていうのは」

「そう！　あの忍にん者じやかぶれの能力は身に余るものがあったから、封ふうじさせてもらったわ。暴力には暴力、影かげには影かげ。当然でしょう？　一番の不安どころに護衛を付けないと思った？」

　万ばん策さく尽つきました。

「孤こ立りつさせて、周りの意見を聞かせないようにする。洗脳の初歩よ？」

　こいつ、洗脳ってはっきり言いやがりましたわよ！

「あんなこと言わせていいんっスか菊きく野のセンパイ！　さっきまでいい感じだったじゃないっスか！」

「いや、さっきまでのが奇き跡せきと言いますか、勝ちを確信しての強気の結果と言いますか、まさか月つき合あいさんが封ふうじられるとは思ってなかったので、万ばん策さく尽つきたと言いますか……」

「万策尽つきるの早くないっスか!?」

「じゃあ赤あか井いさんなら何か思いついたって言うんですか！」

「それは…………！」

　赤あか井いさんが黙だまり込こみます。

　ここで追つい撃げき！　と思ったところで志し津づ蓮れんのニヤニヤ顔が目に入り、ギリギリ踏ふみとどまりました。

「あら？　もうやめちゃうの？　もっと小こ汚ぎたなく罵ののしり合あってもいいのよ？」

　くあーっ！

　なんという嫌いや味みったらしい笑え顔がおでしょうか！　あちらの手のひらで踊おどらされているのがわかっているのに何もできないもどかしさ！　そのもどかしさからくる言い争い！　蜘く蛛もに囚とらわれた蝶ちようとはまさにこのことです！

　私たちが蝶ちよう？　調子に乗んな？　蝶ちようだけに？　はぁ～うるせ～！

　脳内で一人ツッコミしてしまうほどに悔くやしいです。

「……永と遠わ、晴はる、ここは私に任せてください……」

「ス、スライムさん！」

「リリです……」

　リリさんが！　何もされてないのに勝手にボロボロのリリさんが！　どう見ても全然回復してないリリさんが！　気力だけで立っています！

　流石さすが、フランス版新にい島じま八や重え！

「ですが、大だい丈じよ夫うぶなのですかスライムさん」

「リリです。正直、通常の三十パーセントぐらいですが、ここはやるしかありません。罪なきカップルを救うのが私の使命なのですから」

　そんな大層なものでしたっけ？

「あら？　そのカップル未満を無む駄だに焚たきつけ、カップル未完にしたのはどこの誰だれでしたっけ？」

「ぐはっ……！」

「ス、スライムさん！」

「リリです」

　何と酷ひどい志し津づ蓮れんの一いち撃げき。

　その通りですから、言い返しようがありません。

「いつも偉えらそうにアドバイスしているみたいですけど、貴女あなた自身の経験はあるのかしら？　まさか未経験でアドバイスしていたのかしら？」

「ぐふっ……！」

「スライムさーん！」

「……リリです。さては気に入りましたね永と遠わ」

　バレましたか。

「…………」

「ふっ、どうしたのですか蓮れん。もっと私の痛いところをついてみては？　こう見えて、私痛いところだらけですよ？」

「……面おも白しろくないわね。貴女あなたマゾ？　痛いところ突つかれてなんでむしろ元気になっているの？」

「いいえ、蓮れん。私はマゾではありません。実際、貴女あなたの攻こう撃げきは私の心臓を深くえぐり致ち命めい傷しようを与あたえています。ふふふふ、未いまだ足がおぼつかなくふらふらしているのがその証あかし」

「スライムさん！」

「リリです」

　私のボケに対するリリさんの切り返しがだんだん速くなっていきます。足は生まれたての小鹿のようにプルプルしていますが、精神面では復調の気配です。

「いいですか、蓮れん。私、スライムさんなんて永と遠わに呼ばれたの初めてなんです」

「……だから？」

「え？　嬉うれしくないですかニックネーム付けてもらうの？」

「…………は？」

　…………は？

「私のことを少し腫はれもの扱あつかいしているきらいがあった永と遠わが、ちょっと小ばかにしたようなニックネームを付けてくれるなんて…！　ヤバいです！　思ったより嬉うれしいことでは!?」

「思ったより気持ち悪いわ」

　志し津づ先せん輩ぱい、業ごう腹はらながら同感です。

「あっ、口に出したら元気になってきました！　だいぶ元気になってきました！　先ほどはよくもぺらぺらと失礼なことを言ってくれましたね！

　焚たきつけた？　いいえ違ちがいます！　背中を押したのです！　大体、貴女あなたが妨ぼう害がいしているからこんな面めん倒どうなことになっているんでしょうが！　むしろ私は被ひ害がい者しやじゃないですか！　反省して損しました！

　経験がない？　ええ、経験はないですよ？　でも、それが何か？　恋れん愛あい経験のない人間が恋れん愛あいのアドバイスをしちゃいけないなんて誰だれが決めたんですか？　恋れん愛あい経験がない作家はラブコメ書いちゃいけないんですか？　違ちがうでしょう？　はい論破」

　怒ど濤とうの反はん撃げきでした。

　このスピード。

　我らがリリ・ミシェーレが帰ってきました。若じやつ干かん気持ち悪い理由で。

「論破しに来たわけではないではないわよねリリさん？　私を論破したところで何も解決はしない。そうよね？」

　悔くやしいほどの正論です。論破することが私たちの勝利条件でない以上、この行こう為いは無む駄だでしかありません。

「確かに何も解決しないですが、少なくとも私の気持ちはスッキリします！」

　リリさん！

「論破して？　スッキリして？　満足して？　それで、その先に何があるというの？」

「私の心がスッキリしたじゃないですか？　すごい前進では？」

　リリさん！

「…………論戦はスッキリするために使うものではありません」

　志し津づ先せん輩ぱい！　その正論を言う側ではないでしょう貴女あなたは！

「争いは同レベルでしか発生しないのです。私と貴女あなたでは持っている戦力が天と地の差。これは論争ではなく蹂じゆう躙りんなのですよ？」

　リリさん！

「今の言い合いのどこに蹂じゆう躙りんの要素があったの!?」

「感情が乱れていますよ、蓮れん？　その点、私は何ら乱れていません。つまり私の勝ちです。ＱＥＤ」

「……菊きく野のぉ！」

　わたしを睨にらんでもどうしようもないですよ？

　すでにメッキがはがれて常識人っぽいところが出てますが大だい丈じよ夫うぶですか志し津づ先せん輩ぱい？　正直常識人ではリリさんに歯が立ちませんよ？

「いいもんね！　べつにいいもんね！　結局アンタたちの欲しいものはもう手に入らないんだから！　気のすむまで私を論破すればいいさ！　スッキリすればいいじゃん！　それでも私の勝利はゆるぎないもんね！」

　変なところ、思い切りがいいな志し津づ先せん輩ぱい！

　ですが、先せん輩ぱいの言っていることは事実。このままでは論破して気持ちいいだけです！　どうしますかリリさん！

「あっ、そっちの方も解決策思いつきました」

「……は？」

「まずですね暴力を使います」

「は!?」

　そう言って、リリさんはずかずかと志し津づ先せん輩ぱいに近寄っていき、あっという間に羽は交がい絞じめにします。

「な、何をするリリ・ミシェーレ！」

「永と遠わー！　あれをやりますよ！」

「あれ？」

「こちょこちょ！」

「ああ……！」

　私はポンと手を叩たたき納なつ得とくします。

　その手がありましたか！

「赤あか井いさん！　手伝ってください！　息の根が止まる勢いでやりますよ！」

「よ、よくわからないけど、りょっス！」

「よくわからないなら、協力しないでくれる!?」

　それが志し津づ先せん輩ぱいの最後の言葉でした。

　いや、別に最後の言葉ではないですが、気分的に。

「ぎゃはははははははは！」

「下品な笑いですね。先ほどまでの冷れい徹てつな女幹部の振ふる舞まいはどうしたのですか？」

　リリさんがニヤリと微ほほ笑えみます。

「ぎゃははははは？　む、無理、こんなのむ、むり」

「冷れい徹てつな女幹部、作戦の失敗、何も起きないわけがなく……」

　赤あか井いさん、その知識どこから手に入れました？

「ぎゃははははっは！　や、やめなさい！　べ、べつに変なことにはなってないでしょう！」

「変なことに？　よだれ垂らして、息絶え絶えの様子が、変な状態でない？　私の常識が間ま違ちがっていたのですかねリリさん？」

「間ま違ちがっていたのでしょうね永と遠わ。これは、さらに加速して彼女の言う変なことにしなくてはいけませんね？」

「も、もうやめて──えっ、本当にやめたの？　やったー──ちょっと待って！　安心したところに急に始めないでー！　ぎゃははははは！」

　そして、とうとうその時が来ました。

「──た、助けてしのぶぅ！」

「──！　とうとう呼びましたね！　ならばこちらも！　加か奈なー！」

　志し津づ先せん輩ぱいとリリさんがほぼ同時に名前を呼び

「……ここに」

「……しのぶ、見参しました」

　二人の忍にん者じやが現れたのです。

　いや、マジで月つき合あいさんレベルの忍にん者じやがいるの、めっちゃ怖こわいんですけど！　月つき合あいさんレベルって、月つき合あいさんの忍にん者じや力りよくが意味不明なんですけどね。

「永と遠わ先せん輩ぱい、すみません。お役目果たすことができず、彼奴あいつと私、実力が拮きつ抗こうしておりまする」

「いえ、あちらの戦力が予想外でした。というか、予想できるわけないでしょうが！」

　二人だけバトル漫まん画がの世界は勘かん弁べんしてもらいたいものです。

「な、なにが狙ねらいかは知らないけど！　加か奈なさんを呼んだからって、私のしのぶが負けるはずがないでしょう！　ねぇしのぶ」

　しのぶと呼ばれた忍にん者じやは、布で顔を隠かくした、月つき合あいさんより高そうな忍しのび装しよう束ぞくを着ています。

　私の目では男か女か判別は難しいですが、とにかく圧が凄すごいです。すごい仕事ができそうです。月つき合あいさんと違ちがって。

「申し訳ありません主あるじ殿。アレはああ見えて頑がん強きよう。私の力では五分に持っていくのが精せい一いつ杯ぱいと存じます」

「マジで？」

「マジです」

「ま、まぁいいわ！　それでも加か奈なさんを封ふうじていればこちらの勝ち──」

「では、白しら河かわ先せん輩ぱいのところに誰だれかいるのですか？」

　志し津づ蓮れんの声を遮さえぎりリリさんが尋たずねます。

「え？」

「加か奈な？」

「いませんでござる。二人が相手だったならば私に勝ち目はないでしょうでござる」

　思い出したように語ご尾びを変えなくてもいいと思いますよ月つき合あいさん？

「では、今、白しら河かわ先せん輩ぱいはノーマークということ。──晴はる、いってらっしゃい」

「……！　はい！」

　赤あか井いさんはリリさんの言葉に促うながされ、生徒会室をダッシュで駆かけていきました。

「白しら河かわ先せん輩ぱいは屋上にいますでござるよー！　聞こえましたかね？」

「大だい丈じよ夫うぶでしょう、多分」

　ここに勝負は決まりました。

　リリさんが暴力（こちょこちょ）に出たのは、白しら河かわ先せん輩ぱいに張り付いた護衛を引きはがすため。

　護衛さえいなくなってしまえば、丸まる裸はだかの白しら河かわ先せん輩ぱいの元に赤あか井いさんを送り込むだけです。赤あか井いさんは白しら河かわ先せん輩ぱいと違ちがって、ためらいはないのですから。

　二人がこれからどうなるのか、見ることができないのは残念ですが、あとあと色々聞かせていただきましょう。それぐらいは報ほう酬しゆうとしていただいても構わないはずです。

「さて、どうしますか蓮れん？　これ以上の見てわかる結果はないと思いますが」

「べ、別にこれから二人が上う手まくいくとは限らないでしょう」

「それが限るんですよ。だって、そうでなきゃここまで必死に貴女あなたが妨ぼう害がいする必要もないでしょう？　貴女あなたの必死さが何よりも二人の成功を約束しているのです」

　リリさん貫かん禄ろくの笑え顔がおです。

「…………ち」

　ち？

「ちくしょうめ！　覚えてなさいよ！　次こそは絶対に負かしてやるんだからね！　しのぶっ！」

　ある意味一流の捨すて台詞ぜりふですね志し津づ先せん輩ぱい。

「はっ！」

　声とともに忍にん者じやが煙けむり玉だまを投げ込み、煙けむりが消えるころには志し津づ蓮れんの姿はなくなっていました。

　明日も授業なんで、普ふ通つうに会えますけどね。恥はずかしかったのかな？

　これにて一件落着というわけです。今回の私はなかなか貢こう献けん度ど高かったのではないですかねリリさん？

「……私、ハッピーエンドが大好きなんです」

　志し津づ先せん輩ぱいがいなくなった生徒会室で、リリさんが突とつ然ぜんつぶやくように言いました。

「知ってます」

「正直、タオランではなくタオリンだと思いますし、公式カップリングが大好きです」

「は？　タオランこそが公式ですが？」

　そう！

　超ちよう絶ぜつ人気コミック『竜りゆ華うか』のヒロインは二人いるのです！

　一人は幼おさな馴な染じみのラン。もう一人は途と中ちゆう参加の戦いくさ姫ひめリン。

　ええ、わかってますとも。実際はタオリンが公式です。

　バトル漫まん画がの『竜りゆ華うか』において、戦えるというアドバンテージは揺ゆるぎないものでした。戦いくさ姫ひめとして常にタオの側で戦い続けるリンと、戦えず待つことしかできないランでは、出番に天と地ほどの差があるのです。

　でも、夢を見たっていいじゃないですか！

　タオランが公式だと思ってもいいじゃないですか！

　幼おさな馴な染じみが勝ったっていいじゃないですか！

「いや、タオランとタオリンで検けん索さくのヒット数見比べてみてください」

「やめてくださいリリさん！　現実を！　私に現実を見せないで！」

「そう、今まで私は公式カップリングが幸せなら、割と他はどうでもよかったんです」

「ひでえです」

「しかし、今回の一件で私の認にん識しきは変わりました。まだまだ幸せにならない人がいると！　そうでない人間を救わずして何がハッピーエンドか、と」

「世せ知ち辛がらい世の中ですし、しょうがないのでは？」

「だまらっしゃい永と遠わ！　蓮れんの様子を見ましたか！　あの捨すて台詞ぜりふ、惨みじめすぎます！」

「正直、失礼では？」

「いいえ！　蓮れんだってきっと最初からああだったわけではありません！　恋れん愛あい撲ぼく滅めつ委員会に歪ゆがめられた結果、あんなことになってしまったのです！」

「リリさん。あの人、発ほつ起き人にんの一人です」

「だまらっしゃい永と遠わ。ぶっちゃけて言いますよ？　ああいうタイプの人が恋こいに落ちたら楽しそうではないですか？」

　悪あく魔まが囁ささやきました。

「た、確かに！」

「しのぶさん？　という方をずいぶん随分信しん頼らいしているようでしたし、まずはそこらへんをついていくべきだと思うのですが」

「私としては、実は白しら河かわ先せん輩ぱいと幼おさな馴な染じみで白しら河かわ先せん輩ぱいを取られたくなかったっていう方向性が楽しいです」

「それ、三角関係じゃないですか。まさにタオランの悲劇の再話ですよ？」

　悲劇じゃないやい。完結してないうちは勝負はわからないんだい。

「駄だ目めです、どちらかが不幸せになってしまう」

「いや、敗北した志し津づ先せん輩ぱいが新しく見つける恋こい──というのが本命でして」

　ランちゃんは敗北しませんけどね。

「その相手は、今までずっと尽つくしてきた──？」

「そう、いついかなる時も一いつ緒しよだった──？」

「「しのぶさん！」」

　完かん璧ぺきなシンクロでした。

「いぇーい」

「そーい」

　そして、ハイタッチ！

　月つき合あいさんが猛もう烈れつにシャッターを切っている気がしますが、細かいことはよしとしましょう。互たがいに妄もう想そうがなければ生きていけない生き物です。その助力となるならば少しぐらいは融ゆう通ずうしてあげましょう。

「それでですね永と遠わ！」

「なんですかリリさん」

「私、恋れん愛あい相談部を設立しようと思うのです！」

「恋れん愛あい相談部？」

「ウィ。蓮れんが動いていることがわかった以上、これまでのように受け身ではいられません。もう少し活動範はん囲いを広げようと思います」

「それで、部活？」

「ウィ。顧こ問もんがついて、公こう認にんになれば、できることも増えるはずです！」

「そう言えば、恋れん愛あい相談室、勝手にやってましたね」

　今のところ怒おこられてはいませんが……。もしかして、うちの先生たち懐ふところが広い？

「しかし、顧こ問もんを受けてくれる人なんているのですか？　私には想像もつきませんが」

　高校生の恋れん愛あい模様なんて楽しむ先生はいるのでしょうか？

　…………いますね、何人か心当たりがありますね。

「そこは、私に任せてください！　心当たりがあります！　永と遠わもびっくりするでしょう！　ふふふふ」

　リリさんが手で口を押さえて肩かたを上下に揺ゆらします。

　こういう時の笑い方は、大体面めん倒どうなことを考えている時なんですよね。良かれと思って暴走するのがリリ・ミシェーレなので。

「でも、部員はどうするのです？　私とリリさん、月つき合あいさんも混ぜるとしても、部活に必要な人数に足りてません」

　確か、部として認められる最低限の人数は五人だったはずです。まだ二人足りませんね。

「…………」

　リリさんの反応がなく、何だろうと私がリリさんの顔を見ますと、随分驚おどろいた様子。今の私の発言に驚おどろく要素はありましたかね？

「どうかしました？　私変なこと言っちゃいましたか？」

「いえ、部活をすると決めた以上、どうやって永と遠わをお誘さそいしようかと考えていたのですけど……」

「へ？　リリさんがやるのなら私も協力する。当然でしょう？」

　私がそう言うと、リリさんはまた驚おどろいた表情。

「また変なこと言いました私？」

「いえ、以前の永と遠わなら絶対『面めん倒どう！　私は入りません！』と言うと思ったので……」

　私、そんな面めん倒どうくさがりでしたっけ？

「いやいや、なんだかんだ言ってリリさんのお節せつ介かいがうつったんじゃないですか？」

「ふふふふ。そういうことにしておきましょうか」

　そう言って笑うリリさんの目からは何な故ぜか小こ粒つぶの雫しずくが。

　え？　本当に私なんかやっちゃいました!?

　月つき合あいさんは床ゆかをげんこつで叩たたき始はじめるし、リリさんは泣き出すし、私が何をしたって言うんですか！　私は悪くないですよ！

　あっ、ちなみになんですが、白しら河かわ先せん輩ぱいと赤あか井いさん、無事お付き合いが始まったそうですよ？

　結けつ婚こん式しきにはぜひ呼んで欲しいですね！
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おまけ　リリさんのハピハピＤＡＹ☆












　ピピピピと目覚ましが鳴り。

　勢いよく九十度の角度で起き上がり。

　片手で目覚ましを止めます。

　ボンジュール！　皆みなさん！　リリ・ミシェーレです。

　こんなに気分の良い目覚めはいつ以来でしょうか？

　朝だというのに脳みそが十全に働きます。

　ベッドから勢いよく下ります！　ナイス着地！　凄すごい私！　とうとう朝が弱いという最大の弱点も克こく服ふくしてしまったようです！

　さて、つまり今日は朝の時間がたっぷり使えるということ！　ふふふふ。ちょっとポエムノートに手を出してしまいましょうか！　そうしましょうか！

　私は机の引き出しのカギを開け、ノートを取り出します。この前、加か奈なに見られそうになった時は心臓が止まるかと思いました。その後、永と遠わがクローゼットを開けようとした時は息が止まりました。私のクローゼットはちょっと人様に見せられないほどカオスなので……。

　ふふふ。それも今はいい思い出です。

　加か奈なとの契けい約やくもあの時成立しましたね。私と永と遠わを近くで見届けたいなんて、お安い御ご用ようですよ。私はオープンな女ですので！

　それでは、一筆！




　作詞　リリ・ミシェーレ




　題名　盆ぼん、暮れの永と遠わ。




　夏の夜。

　ほんのり涼すずやかな風。

　隣となりに永と遠わ。

　ほんのりだけではとても暑さはしのげなくて、

　首筋から滴したたる汗あせ。永と遠わ。

　暑いからとアイス。

　口の中ひんやり。

　溶とけるアイス。永と遠わ。

「涼すずしいね」と永と遠わ。

　私はとっても暑いのだけれど。

　私と貴女あなたでは感じる暑さが違ちがうのかしら。

　そんなことを伝えたら「どうしてでしょうね」とほほ笑むの。

　試ためされてる？　それともたまたま？

　笑え顔がおが素す敵てきな永と遠わ。

　え？　笑え顔がお？　永と遠わが笑え顔がお？

　ちょっと待ってください永と遠わ！

　笑え顔がおの永と遠わなんて永久保存版じゃないですか！

　永と遠わだけに！

　百万ドルの夜景に匹ひつ敵てき！

　私の国はユーロですけど！

　百万ユーロ！　イエー！




「途と中ちゆうから！」

　思わず叫さけんでしまいました。

　どうして？　どうして途と中ちゆうからおかしくなったのです？　途と中ちゆうまでいい感じだったじゃないですか！　十年に一度の出来だったじゃないですか！　ポエム書き始めたのまだ半年ぐらいですけど！

「うーん」

　うーん？

　今、後ろから声が聞こえませんでした？　私、ホラーは得意ですよ？　平気へっちゃらですよ？

　……とはいえ、いきなり後ろを向くのは危ないですからね、声のする方に後ろ向きで歩いていきましょう。

「うーん」

「うーん？」

　声の元が私のベッドだということはわかったのですが、なぜか私のベッドで寝ねている人がいるのですが？

「うーん」

　あら、都合よく寝ねがえりしてくれました。

　では、ご尊顔をば。

「ひゅぃ……！」

　大声が出そうなところを、必死で手を抑おさえ込こみました。

　いえ、別に顔がなかったとかホラーなものではなくて、よく見知った顔なのですけど。

　と言うか永と遠わなのですけど！

　…………昨日、何がありましたっけ？

　夏休みに入ったからって、夏休みおめでとうパーティーを皆みなで開かい催さいした記き憶おくはありますけど……お酒でも飲みました私？　いやいやいや、私高校生ですし？　ジュースしか用意しませんでしたし？

　──でも記き憶おくがないのですけど……。

「あれ、リリさんじゃないですか、おはようございます……」

　ぼさぼさの髪かみで半目で、寝ねぼけた様子で永と遠わは笑いました。

　笑いました。

「めぶ……！」

　い、息が！

　息ができません！

　こんなシチュエーション同どう棲せいしてからでしょう!?　まだ私たちには早すぎますって！　心の準備ができるはずがないじゃないですか！

　心臓止まってません私!?

[image: ]

　胸に手を当ててー？　どくどくしててー？

　よし！　問題なし！

「どうしたんですリリさん？　何か問題でも」

「問題ありぃ！」

　パジャマがずれて、片方の肩かたの肌はだが露あらわになっているじゃないですか！

　あああああ！　いけません！　駄だ目めです！　乙おと女めがなんて破は廉れん恥ちな！

　心臓あります私？

　よし、ありますね。胸に手を当てずともわかるバイブレーションです。

「と、永と遠わ？　どうしてここに？」

「？　何を言っているのですか？　変なリリさん？」

　そう言って、ふわぁっと欠伸あくびをして立ち上がる永と遠わ。

　ぐっ！　いちいちダメージの残る攻こう撃げきをしてきます！

「今日は確か、私の当番でしたね？　先に行ってますね？」

「当番？　何のことです？」

「本当に変なリリさん。熱でもあるのですか？」

　そうして、まるで当たり前のように私の額に触ふれるのです。

「うん。平熱ですね」

　いやいやいや。

　噓うそじゃないですかそれ？

　私の心しん拍ぱく数すう尋じん常じようではないことになってますよ？

　蒸気機関のようなバイブレーションですよ？　湯気出てません？

「じゃあ、先に行ってますね」

　あの永と遠わ？

　どうして私の頭を撫なでてから行くのです？

　どうして行きがけに名残なごり惜おしそうに私の髪かみをすくのです？










　ッハ！

　気が遠くなっていました。小説で言うところの三行分は思考が真っ白になっていました。

　いけない、いけない。

　でも、これ結けつ婚こんしている人って毎日やっているんですよね？　私のパパとママがやっていた覚えがあります。

　これを、毎日？

　無理です。

　無理ぃ……。

　先ほどから口角が上がったままで戻もどりません。

　こんな気持ち悪い顔、永と遠わにはとても見せられません……。

　はっ！

　というか私、今すっぴんでは！

　…………ああ、死にたいです。

　戻もどってきました口角。

　いやいや、そこまで下がらなくてもいいんですよ口角。への字にならなくても大だい丈じよ夫うぶですって口角。

　ふふふふふ。

　ベッドに横になって死を待ちましょうか……。

「リリさーん！　朝ごはんですよー」

　数分放心していると、どこからともなく永と遠わの声がするではないですか。

　でも、ごめんなさい。リリさん死んでしまったんですよ。

　想い人にすっぴんを見られたのが死因です。オタクによくあるやつですね、よくニュースで見かけます。

「……返事がありませんね？　寝ねちゃいましたかー？」

　寝ねているというか永えい眠みんですね。

　永と遠わのせいで永と遠わの眠ねむりに……。

　なんつって、なんつって。

　…………はぁ死にたいです。

　こうやって瞼まぶたを閉じれば、きっと眠ねむ気けが私を誘さそい、これが夢だったって教えてくれるはずなんです。

　さぁ夢から覚める時間ですよ私～。

「ふふふ、私より先に目を覚ましたのにまた寝ねてしまうなんて、寝ね坊ぼ助すけさんですね？」

　うええええ！

　ベッドがきしむ音がして、耳元で何かささやかれているんですけどぉ！

　あっ！　やめて！

　髪かみを触さわらないで！

　愛おしい感じですかないで！

　好きになっちゃうので！

　いえ！　もう好きなんですけど！

　幸せの容量オーバーと言いますか！

　これ以上は吐はきます！

　幸せが汚お物ぶつとなって口からあふれ出します！

　ですからっ！

　後生ですからっ！

「あっ、ようやく起きましたね、私の眠ねむり姫ひめ？」

　目を開ければそこには数センチの距きよ離りに永と遠わの顔。

　まぁ解かい釈しやく違ちがいなんですけどね。

　いや、途と中ちゆうまでは最高の夢だったんですけどね。

　流石さすがに永と遠わが眠ねむり姫ひめって……ふふふ、笑っちゃいます。

　永と遠わがそんなこと言うわけないでしょう。

　いや、私は言いますけど？

　永と遠わと結けつ婚こんしたら言いますよ？　眠ねむり姫ひめって。そして顔を真っ赤にさせてやるのです。

「どうしたのリリさん？　お顔が真っ赤ですよ？　リンゴさんみたい」

　こんな風にね！

　いやいやいや。

　夢だってわかったんだから覚めるのが普ふ通つうでしょうが！

　いくら解かい釈しやく違ちがいでも、顔と声は一いつ緒しよなんですから！　こういう夢を見てしまうこと自体が恥はずかしいのに！　これ以上私を辱はずかしめないでください！

「い、いえ。ごめんなさい。でも、これは夢だから、いつか覚めてしまうものだから」

「そんなに現実の私がいいの？　リリさん？」

　ぎゃー！

　やめてください！

　現実の永と遠わに嫉しつ妬としないで！

　両手をついて私の顔の両りよう端はしに置かないで！

　これでは壁かべドンならぬベッドドンですよ！

　逃にげ場ばがないんですけど！

　いや、夢だから覚めればいいんですけど！　どうして覚めないんです!?

　目を覚ましなさいリリ！

　ビンタ一発、頰ほおに食らわせます。

　…………痛いんですけど！

　えっ、夢じゃないんです？　これ？

　じゃあ、この永と遠わは本物なんです？

「ふふふ。そんなにびくつかなくてもいいじゃないですか。リリさんは可か愛わいいなぁ」

　はい夢ー！

　永と遠わがそんなこと言うはずないでしょう。

　私のことなんか妹みたいに思ってますよ、普ふ段だんの言動から察するに。

「さて、冗じよう談だんはこれぐらいにして、リリさん起きたなら朝食です。せっかく作った御ご飯はんが冷めてしまいます」

　そうして、永と遠わは私の額にデコピンをすると、部屋を出ていってしまいました。

　おでこいたいです……。

　やはり、これは夢じゃない!?

　ふふふふふ。

　ふふふふふふふふ。

　勝ちました！

　私、知らないうちに勝利してました。

　流石さすが、私！

　さぁ、勝利の凱がい旋せんと行きましょう！

　今日の朝ご飯はなーにかなっと。




　ピピピピとけたたましい音が部屋中に響ひびいています。

　無意識のうちに音のなる何かをいじくりまわし、音を止め。

　凄すさまじく重い瞼まぶたを開けました。

「やっぱ、夢オチですか！」

　とりあえず、叫さけんでみました。

　私朝弱いので、また寝ねますね。

　では、ボンニュイおやすみ……。

　※リリさんのハピハピＤＡＹ一行目に戻もどる。
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　　　あとがき







　この本をとってくれた皆みなさま、初めまして今田ひよこと申します。

　本作が私の処女作ということになりまして、であるならば、語らなくてはならないものがありますよね？　そうです、出版に至るまでの経けい緯いです。

　本作はもともと主人公・永遠が延々と周りの人間を観察し、色々と妄もう想そうをする──というシンプルなものでした。ですが、いつの間にかリリさんが登場し、いつの間にか百ゆ合りになって、いつの間にか忍にん者じやが現れました。不思議ですね。

　そんな行き当たりばったり小説をあろうことか最後まで書き上げ、かの有名な電でん撃げき小説大賞に応おう募ぼした奴やつがいるのです。そうです、私です。

　そして、受賞こそなかったものの（そりゃそうだ）何な故ぜかお電話を頂き、何な故ぜかこうやってあとがきを書くことになっているのですから不思議ですね。人生何があるかわかりません。

　この本を読んだ方の中に小説家になりたいという夢を持っている方がいらっしゃいましたら、覚えておいてください。

　──電でん撃げき文庫編集部の懐ふところは思った以上に深いですよ（媚こびを売るスタイル）。

　永遠とリリさん（何な故ぜかさんづけしてしまう）のお話はまだまだ続けられます。というかまだ馴なれ初そめを書いていないのです。リリさんの好感度が勝手に上がっていくイベントもまだ書けていないのです。一巻でまとめられなかった自分を恨うらみつつ、次巻がありましたら、この後こう悔かいを全力でぶつけたいと思いますのでよろしくお願いします。

　最後に、今や世界には数え切れないほどの娯ご楽らくに溢あふれており、一生かけて消費できる量を遙はるかに凌りよう駕がしています。そんな中で、あえて私の本を選びここまで読んでいただけたこと感謝いたします。これはまさに奇き跡せきと言ってもいいでしょう。星の数ほどもある作品の中から選んでくれて本当にありがとう。奇き跡せきの出会いに感謝を。出来れば末永いお付き合いができれば幸いです。

　また、出版にあたり様々な方に助けていただきました。右も左もわからないひよこを導いてくださった編集様、ならびにこの本の出版に関わっていただいた皆みな様さま方がた、文字だけの世界に最高の彩いろどりを下さったraemzレームズ様、自画像をイラスト化してくれた妹様たち。ありがとうございました。引き続き今後もよろしくお願いします。

　テンプレートな謝辞を述べつつ（感謝の気持ちはテンプレではないですよ？）、ここまで読んでくださった皆みなさまに改めて感謝を。

　ありがとう！　また会いましょうね！


今いま田だひよこ　　
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白しら百ゆ合りさんかく語かたりき。
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